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　──山の気配が変わった。

　それを感じ取った三みつ成なりが視線を上げると、傍かたわらで書を読んでいた兵ひよう庫ごが顔を上げた。

「いかがなされました？」

　広間の両りよう端はしに等とう間かん隔かくに立てられた紙し燭そく。

　音もなく揺ゆらめくそれらによって、闇やみに覆おおわれた室内はぼんやりと朱しゆ色いろに浮うかび上がる。

　闇に浮かぶ幻まぼろしの城、佐さ和わ山やま城。

　しかし外界は昼、陽ひの下は生者の住まう場所だ。いまの佐和山城は外界と遮しや断だんされている。

　外界でたしかに起きた変化、だが兵庫の〈力〉では感じ取ることができなかったらしい。

「──いや、なんでもない」

　三成はそう告げると、脇きよう息そくについた腕うでに線の細い顎あごをのせ、思し惟いに沈しずんだ。

　──井い伊い家け当主が佐和山を空けた。

　ただそれだけで、季節が冬から春に移り変わったかのように張り詰つめていた空気が緩ゆるんだ。

　若き当主の〈力〉は、先代直なお政まさに敵かなうべくもない。

　だがいないというだけで傷の痛みがまったく違ちがう。

　三成は黒茶地の小こ袖そでの左ひだり肩かたに視線を落とす。

　とうに傷口はふさがっているのに痛みが消えない。神気の残ざん滓しが霊れい体たいを食はみ、咀そ嚼しやくされているかのような断続的な痛みがある。

　──いや、その痛みは幻にすぎず、失われたものを認めたくないだけなのかもしれない。

　左さ近こんの残のこした包帯。

　そこにあった霊れい力りよくはすでに吸いつくしたというのに、なぜか今も外せずにいる。

（左近……刑ぎよう部ぶ……）

　旧友の大おお谷たに刑ぎよう部ぶの少しよう輔ゆう吉よし継つぐ──彼が『力を蓄たくわえにゆく』と言い残して佐和山から消えてから、一ひと月つきが経たつ。以来、吉継からはなんの音おと沙さ汰たもない。

　三成も直政に封ふうじられてから復活するまでに三年の月日を要した。次に吉継が現れるには、おなじくらいの時がかかるかもしれない。

（三年、か……）

　たしかに自分たちは永遠にも等しい時を得た。

　眠ねむりにつけばほんの一いつ瞬しゆんで過ぎゆく時間。しかし、ただ一人残される日々はどれほど長く、虚むなしいものか──

　古い記き憶おくに胸の痛みを覚えたそのとき、思惟を破る声がした。

「──どうした主ぬし。浮かぬ顔だな？　腹でもこわしたか？」

「刑ぎよう部ぶ！　貴様……ッ！」

　三成ははじかれたように面おもてを上げる。──が、眼前にいたのは腹心の嶋しま左さ近こんだった。

　左近は拳こぶしをついて控ひかえていた。

　年は三十ばかり、三成の生前の記憶にあるよりも若いが、髭ひげをたくわえたその面はいかにも武人らしく、重々しい。

　濃のう緑りよく色しよくの小袖に包む体たい軀く。堂々たる偉い丈じよう夫ふだ。隙すきなく控える姿はとても軽口を言う雰ふん囲い気きではない。

　吉継の声がしたと思ったのだが、姿はない。まさか幻げん聴ちようを聞いたわけでもあるまいに。

「左近。刑部はどうした」

　は、と左近が畏かしこまって頭を下げると、「こちらだこちら」と左近の手首に巻かれていた白布がひとりでに漂ただよいはじめた。

　白布はふわりと優ゆう雅がに舞まい上がり、次の瞬間には、そこに人の姿があった。

　白を基調とした小袖に淡あわい色合いの袴はかま。周囲には微び光こうを帯びた白布が舞い、蒼あお白じろい焰ほのおがその者を守るかのように漂っている。──一月前と変わらぬ姿だ。

「無事、だったのか……」

「なんだ。霊力を蓄えにゆくだけと言い残したはずだが？」

　優ゆう艶えんな白い面に浮かぶ余よ裕ゆうの笑えみ。それが三成の神経を逆なでした。

「散さん々ざん心配をかけておきながらなんだその言いぐさは……ッ!!」

「思ったより時間がかかった──と言いたいところだが、今は佐和山より外のほうが動き甲が斐いがあったのでな。左近殿どのと京で共に動いていた。こちらに帰るのは当主が上じよう洛らくした後でもよかろうと思ってな。──なんだ主、心配していてくれたのか？」

　色の薄うすい瞳ひとみにからかいの笑みが宿り、三成は怒いかりを押し殺して視線を逸そらした。

「──私が大将だと言うなら、一報くらい入れろ」

「ああ、悪かった」

　吉継はそう言ったものの、その響ひびきに反省の色はない。

　吉継は消えるとき、左近と合流しろと言い残していた。しかし左近には佐和山で養生して吉継の帰りを待つように言われたので、おとなしく待っていたというのに、当の吉継が左近と共にいたとは。

　それでは、言われるままに待っていた自分が馬ば鹿かみたいではないか──

　三成は恨うらみがましく睨ねめつけたが、吉継が気にした様子はなかった。

「主もちゃんと養生していたようではないか。それなら京に入っても大だい丈じよう夫ぶそうだな。ついでにこれでも飲んでおくがいい」

　言うなり吉継が放ほうり投げる。とっさに手を伸のばすと、それは巻まき物もののような竹たけ筒づつだった。

「──なんだこれは。京土産みやげか？」

「いや、左近殿お手製の飲み薬だ。さすが左近殿、薬草にも造ぞう詣けいが深い」

　吉継の言に、生前来のささやかな趣しゆ味みにございますれば、と左近は表情を変えずに恐きよう縮しゆくしている。

　京で一体なにをやってたのだ──そう言いたいのをこらえて三成は栓せんを抜ぬく。

　薬草の匂においが鼻をつく。かなりの苦みを覚かく悟ごしたが匂いに反して苦みはなく、ほのかに花の蜜みつの味がした。しかしその甘みも舌に残るほどではなく、口に合う。

　味など拘こだわらずとも、食物は体内に入れた時点で〈力〉として吸収している。触ふれるだけで吸収できるものを口から入れるのは、生前の感覚に従って舌を楽しませているにすぎない。

　しかしそれでも味を調ととのえてあるのは、きっと自分が苦いのも甘いのも嫌きらいだと知っているからだ──そつがなさすぎて嫌いやになる。

　どうだ？　と吉継が目を細めて挑ちよう発はつしてくるのがさらに腹だたしい。

「さて、当主が城を空けて手て薄うすになっているかと思いきや」

　なかなかどうして堅かたい布ふ陣じんだな、と吉継は周囲に目を向ける。

　井伊家当主、直なお継つぐは京に向けて発たった。徳とく川がわ秀ひで忠ただの二代将軍拝命祝賀のためだ。

　当主だけでなく腹心の采女うねめも京に同行し、水すい神じんにいたっては一月前から佐和山を空けている。どうやら江え戸どから来る許いい嫁なずけの警護につけたらしい。

　いまの佐和山に抜きんでた〈力〉を持つ者はいない。だというのに、結界が緩む様子はない。

「兵力が分散された今が攻せめ時どきかと思いきや、相手も準備は万ばん端たんだったということか。相手が万ばん全ぜん整えているところに突つっ込こむのも芸がないな」

「京のほうはどうだった。この一月、遊び呆ほうけていたわけでもあるまい？」

「徳川は、この機に秀ひで頼より公こうを上洛させるつもりらしい」

「なに!?」

　徳川秀忠の将軍就任を寿ことほげと、豊とよ臣とみ秀頼を京に呼びつける──豊臣が徳川の下にあることを天下に見せつけようとしているのだ。

「秀忠は正室千せん姫ひめの父、秀頼公にとっては岳ち父ちだ。口実にはなるな。この申し出を受ければ世は徳川に屈くつしたとみるだろうし、断れば豊臣は服従の意思なしと判明する。うまい手だ」

　吉継の言に三成は強く扇おうぎを握にぎりしめた。

　家いえ康やすと三成は、共に「秀頼公の御おん為ため」という大義の下、異こと色いろの旗を掲かかげて関せきヶが原はらで激げき突とつした。

　つい五年前のことだ。

（その舌の根も乾かわかぬうちに臣従を求めるなど……！）

　秀頼公のためという家康の言は偽いつわりで、関ヶ原に勝利した家康はまんまと豊臣家の領地を奪うばいとった。東軍についた豊臣恩おん顧この諸将は家康の口くち車ぐるまに踊おどらされていたのだ。しかしその者たちは徳川の真意を知った今も反旗を翻ひるがえすことなく、徳川の世で安あん穏のんと生き長らえている。

　秀頼公が家康の主君であることにはいまも変わりない。

　秀頼公は御おん年とし十三、家康は幼い主君に代わって天下を采さい配はいしているだけで、秀頼公ご成長の暁あかつきにはふたたび豊臣の手に天下がもどるはずだった。

　しかしこの五年というもの、徳川へ権力が集まりつづけている。このままでは秀頼公が成長するまでに徳川の天下が固まってしまう。

　そのとき家康は豊臣になにを仕し掛かけるか──三成が最も避さけたかった事態が現実になりつつある。

「それでこの一月、左近殿と共に京に不ふ審しん火びを起こしていた。この時期に付つけ火びが続かば、将軍拝命に反対する勢力がいることは明らかだ。付け火を抑おさえきれなければ徳川の権けん威いの失しつ墜ついにもつながる。──が、脅おどしだけでは徳川はこの機を逃のがすまいな」

　ままならない現実に、三成は歯は嚙がみした。

　徳川方についた豊臣恩顧の者たちはなにをやっているのか。

　家康の口車に乗せられた輩やからだ、あてにしていたわけではないが不ふ甲が斐いないにも程ほどがある。

　それとも家康のほうが一枚も二枚も上うわ手てだったということか。

　──やはり生者のみに任せてはおけない。

「秀忠の将軍拝命を阻はばむしかない、か」

　家康を狙ねらっても、嫡ちやく子しの秀忠が跡あとを継つぐだけだ。狙うとすれば秀忠だ。

　秀頼公の年ねん齢れいを考えれば、徳川を潰つぶすには早すぎる。徳川に代わる第二、第三の力を生むだけだ。それゆえ秀忠は暗殺するのではなく傀かい儡らいに仕立てあげるのが上策と読んだ。

　だが徳川が強きよう硬こうに臣従を求めるならば、秀忠暗殺もやむを得ない。

　次期将軍と目もくされていた秀忠が亡なくなれば、後こう継けい者しや争いが生じ、徳川の世の混乱は必至だ。

　その機を逃さず豊臣の力を盛り返し、天下を秀頼公の手に取り戻もどす──それが太たい閤こう殿でん下かの恩を享うけた己おのれの務めだ。

「秀忠は伏ふし見みか──いっそ伏見城を燃やすか」

「伏見城の堅けん牢ろうさは主もよく知っているだろう。彼かの姫の祖父に手て勢ぜい千あまりで籠ろう城じようされて、落とすのに何日かかったと思っている」

　五年前、鳥とり居い元もと忠ただが守る伏見城は、三成らが十倍以上の兵力で攻めても落ちなかった。

　三成は城内にいた忍しのびの妻子を質に取り、その者たちに裏切らせることでやっと落としたのだ。

「その上、いま伏見に集つどっている徳川勢は五年前の比ではない。秀忠の居所である伏見城は守りを固めている。さらに井伊家当主が向かうとなれば、その守りはなお強固なものとなろうな」

　言外に、伏見城攻こう略りやくは無理だと告げている。

　だが、吉継の面から余裕の笑みが消えることはなかった。

「……無策、というわけでもなさそうだな？」

　もったいつける吉継を、三成は上目づかいに睨ねめつける。

「まぁ、焦あせっても仕方あるまい。隙すきがないなら作るまで。秀忠を守る頑がん強きような盾たては、一枚ずつ剝はいでゆくとしよう」

　そう言って吉継は懐かい紙しを取り出して広げた。一体なにかと三成は凝ぎよう視しする。

　白の懐紙の上にあるそれは、目をこらさなければわからない程度のものだ。

　あまりに細いそれが一体なんになるのかと怪あやしんだが、三成はそのものの気配を悟さとると、思わず息を飲んだ。

「それは……いつの間に……？」

「まぁ、いつか使えようと思ってな。この間、拝借しておいた」

　白の懐紙に包まれていたもの──それは一本の艶つややかな黒くろ髪かみだった。
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　雲ひとつない空は高く、青葉の隙間から洩もれ落ちる光が眩まぶしい。

　あこは手のひらで光を遮さえぎると、緋ひ色いろの打うち掛かけが光を通して、視界が赤く染まった。

　三月に比べると周囲はずいぶん暖かく、木こ蔭かげだというのに汗あせが吹ふき出しそうだ。

　そんな中、街かい道どうの脇わきを山やま水みずがさやさやと涼すずしげな音を立てて下ってゆく。

　この山を下れば、佐和山までもうすぐだ。

「ああ、ちょうどいい。おまえ、そこの川で顔でも洗ってこい」

　あこにそう促うながしたのは小こ一いち郎ろうだ。

「え？　わたしならもう大だい丈じよう夫ぶ……」

　佐和山まであとわずか、それに愛宕あたご屋や敷しきに行く前に城下の旅籠はたごに寄って、旅の垢あかを落とすことになっている。べつにいま小川で洗う必要はない。

　しかし小一郎はあこの言葉を最後まで聞かず、

「俺らはこっちで待ってるから」と背中を向けてしまった。

　あこは観念すると、言われるがままに小川へ足を向けた。

　川といっても幅はば一尺もない。湧わき出した山水が流れゆくだけの小さなものだ。

　深さも手のひらが沈しずむ程度しかない。晴れの日がつづけば水は絶えてしまうことだろう。

　小川の淵にしゃがみこんで、手をひたす。

　澄すみ切った水は思ったより冷たく、五月の気温に慣れていない身体からだに心ここ地ちよかった。

（わたし、そんなにひどい顔してる？）

　鳥居家一行が三月から時渡わたりをして、元の時間──五月に戻ってきたのはつい先程のことだ。

　太陽の位置から判断するに、まだ午ひるになっていない。

　輿入れならば陽ひの落ちる頃ころに屋や敷しきに入るのがしきたりだ。だが、どこぞの坊ぼう主ずのとんちのおかげでこれはただの訪問なので、愛宕屋敷には陽のあるうちに着けばいい。

　佐和山までは徒歩で半はん時ときといったところ、急ぐ必要はない。

　──そんな顔で行かせられるか。

　たくさん泣いたから、小一郎は自分に気持ちを落ちつかせるための時間をくれたのだろう。

　この五月に帰るのが務めだったわけではない。

　これから自分の許いい婚なずけ──井伊直継に、会う。

　その名に胸が疼うずく。あこは痛みを伴ともなうその想おもいを、胸の奥に押し込めた。

　許婚は、これからの生しよう涯がいを共にする相手、最初から泣きはらした顔で会うわけにはいかない。

　鳥居家の姫として、みっともない顔は見せられない。

　あこは水にさらした手で瞼まぶたに触ふれてみると、冷気がすっと沁しみ込んだ。

　たしかに腫はれぼったくなっている。触さわってわかるくらいなのだから、きっと見た目は想像以上に腫れているのだろう。

　せめて冷やしてからゆこうと、あこは袖そでから手しゆ巾きんを取りだす。

（どんな感じになっているのかしら……）

　あこは小川を覗のぞきこむが、流れつづける小川に面おもては映らない。人ひと影かげと緋色の袂たもとがわずかに色を落とすだけだ。

　山の霊れい気きを存分に吸った水は、清らかな光を撒まきちらしながら流れゆく。

　──この水は、いったいどこにつづいているの……？

　あこが水を凝視していると、なにかに引かれるように、ふ、と意識が遠ざかっていった。
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　隙間なく軒のきを連ねる店先で、年とし頃ごろの娘むすめが水を打つ。

　陽が傾かたむき、ほどなく軒のき先さきの提ちよう灯ちんに朱あけの灯ひが入るこの時刻は、旅籠はたごにとっては客引き時だ。

　しかし、賑にぎやかな往来にそのような声はない。

　ここ一ひと月つきばかり伏見には人があふれ返り、客は呼ばずとも空きを求めてやってくる。

　柄ひ杓しやくを手に水を打っていた娘──比ひ紗さの旅籠ももちろん満室だ。

　空きを訊たずねられれば、「おおきに、またよろしゅう」とやんわりと断る。

　梳くしけずった黒髪は束ねて藤ふじ色いろの御お仕し着きせの背中に流し、化け粧しよう気けは薄うすいが唇くちびるは紅を刷はいたように赤い。

　顔立ちはまだ子どもながら、大きな目を細めて、いかにもこの街を知りつくしているかのような笑えみを浮うかべると、旅人は、そういうものかと納なつ得とくして次の旅籠をあたる。田舎いなかから上ってきた者たちだけに、京の者に野や暮ぼ呼ばわりされたくないのかもしれない。

　次期将軍徳川秀忠の上じよう洛らくには、総勢十万とも言われる侍さむらいたちが従ってきた。その者たちは京屋や敷しきや伏見屋敷、寺社などに逗とう留りゆうしているが、京見物をする彼ら相手に商売をしようと、行商人や旅芸人などが京に押し寄せてきている。いまの伏見は堺さかいの港もかくやという賑にぎわいだ。

　伏見大路から一本入ったこの路みちにも、人の往来が途と切ぎれることはない。

　往来を行く人にはねないよう静かに水を打ちながら、比紗は耳を澄ます。

　聞いているのは賑いではない。足音だ。往来を行く者の足音で、その者の職業を見る。

　旅慣れた者か、そうでない者か。商人か、侍か、忍しのびか──

　天てん秤びんを担かついでいる行商人などは、売りものがはけて帰るこの時間は体重が一方に寄る。普ふ段だん重いものを支えている分、それがなくなって逆に安定しなくなるのだ。

　侍などは常に左腰こしに刀を差しているが、その重さを当然としている者、鍛たん錬れんに励はげんでいる者は足音が安定している。

　無論、忍びはどちらにも偽ぎ装そうできる。それも職しよく業ぎよう柄がらの癖くせを知っていればこそだ。

　手て錬だれになれば、歩き方ひとつで相手の外傷はもちろん、内臓の善よし悪あしまで見み抜ぬけるようになるという。だがまだ十六──見習いの比紗には遠い話だ。

　比紗は京の言葉や風習を学ぶため、今はこの旅籠で修しゆ行ぎよう中の身だ。

　とはいえ、修行中でも忍びとしての任を与あたえられている。

　──京で相次ぐ不ふ審しん火び。

　秀忠上洛のこの時機を狙ねらって、京では付け火が絶えない。

　つい先日、京に使いに出ていた比紗も、火事の現場を目もく撃げきした。

　夕暮れ時に鳴り響ひびく早はや鐘がね。いつもは夕焼けに溶とけ込むような低音が、胸の奥からなにかを引きずり出すかのように不気味に鳴り響いていた。

　もうもうと立ち上がる黒こく煙えん。降りしきる火の粉の中、通りを逃にげ惑まどう人々。それに逆行する火消しの男たち。

　火消しが手にしていたのは幟のぼりと大おお槌つちだ。屋根から火の手が上がればもう人の手には負えない。

　人にできるのは類るい焼しようを防ぐことだけだ。貴族の屋敷ならいざしらず、家は隙すきなく立ち並んでいる。それらを打ち壊こわすしかない。

　比紗はただ、その様子を遠くから見ているしかできなかった。

　火消しによって道はふさがれ、人通りがなくなった大路には、人が倒たおれていた。

　衣ころもには火はついていない。燃え盛る家から逃げだして、ただつまずいてふらりと倒れただけに見えた。しかしその者が二度と動くことはなかった。

　──炎ほのおには妖あやかしが棲すんでいる。

　炎に触れずとも、煙けむりに近づくだけで命奪うばわれることもあるという。

　比紗は見えない妖しに足がすくんで、その場から動けなかった。

　一夜が過ぎ、なにもかもを朱の炎と黒煙が舐なめつくして火事は収まった。

　その後にあったのは、禍まが々まがしい黒の世界。

　あざやかな錦にしきも、昨日まで人であった者も、すべて炭と化し、黒に塗ぬり潰つぶされた。

　その光景に、比紗はなにも言葉が出てこなかった。ただ湧わきあがってきたのは怒いかりだ。

　──誰だれが。どうして。

　自分は、いや、街まち人びとはその犯人の意図を知っている。

　徳川への報復、そして徳川の天下を認める朝ちよう廷ていへの威い嚇かくだ。

　幸い伏見ではまだ火事は起きていないが、伏見城には二代将軍となる秀忠が滞たい在ざいしている。

　いずれその火付けは伏見にやってくる──いや、もう来ているのかもしれない。

　その者は、街人にまぎれて付け火の機会を狙っているにちがいない。

　旅籠はたごの女中として働きながら、付け火の犯人を探さぐる──それが比紗に与えられた任務だ。

（伏見は、焼かせない）

　比紗は往来の足音に耳を澄すませていると、こちらに向かう足音に気がついた。──侍さむらいだ。

　侍が二人。視線は上げずとも、足音だけで両者細身なのはわかる。重心のかけ方から判断するに、年も若い。

　だが年ねん齢れいに反して安定しすぎている。重みのある真刀を差していることに慣れすぎている。鍛錬の賜たま物ものだろうか。

　足音は比紗の前で止まり、もし、と呼びかけられて、比紗は接客用の笑顔を向けた。

「へぇ、なんにございましょう？」

　しかし見上げるなり、比紗は驚おどろきのあまり笑顔を忘れた。

（え？　……あら？）

　目の前にあったのは見知った顔だった。半月ほど前から滞在している客人とおなじ顔だ。

　比紗が知っている客人の年は二十歳はたち。二本差しだが、侍というには緊きん張ちよう感かんがなく、しかし商人やごろつきというには卑ひ屈くつさを知らない、名家の気楽な三男坊ぼうといった風ふ情ぜいだった。

　しかし眼前にいる青年は、遠えん慮りよがちな人ひと柄がらが表れている。表情は穏おだやかで、人当たりも良さそうだ。

　衣も客人と違ちがって落ち着いた露つゆ草くさ色、変に柄の多い小こ袖そでよりも清すが々すがしく似合っている。

　だが眼前の人物は、ちょっと顔と口と趣しゆ味みが良くて、女中だけでなく遊女にまで可愛かわいがられている客人とあまりに似すぎている。

　衣と香こうと雰ふん囲い気きを変えて、からかおうとしているのかと思ったほどだ。

（けど、別人、よね？）

　比紗は不ぶ躾しつけにまじまじと見つめたが、気分を害した様子もなく、青年は穏やかに問うた。

「兄は戻もどっておりますか」

「あ……ああ！　へぇ、おもどりやす」

（あの人の弟！　なるほどねー）

　目の前にいる弟のほうが背せ丈たけがありそうだが、年の差一つ二つの兄弟ならよくあることだ。

「そうですか。助かりました。──ちゃんと戻っているようです」

　青年が振ふり返り、つられて比紗も目を移す──と。

（うわ……！）

　ほのかに香かおる白びやく檀だんの香から、身分卑いやしからぬ人が青年の後ろにいることは気づいていた。

　だが、外見もその予想を裏切らなかった。

　年は比紗とさほど変わらない。少年から青年になりかけの若者だ。艶つややかな黒くろ髪かみを結ゆいあげて、白い肌はだの上に初夏らしい涼すずしげな藍あいの羽織をまとっている。

　羽織の上からでも、骨が育ちたがっているのが見てとれる。首筋はすっきりと伸のび、伸び盛ざかりの成長期の、あやうい均きん衡こう真っただ中といったところだ。

　視線は鋭するどいが警けい戒かい心が強いわけではなく、かといって気を許す風ふうもなく、感情など二の次三の次といった感じでどこか人っぽくない。

　身にまとう香そのままに、俗ぞく世せの香りがしない。

（なっ、なにまじまじ見てるのわたし……！）

　比紗はあわてて水みず桶おけと柄ひ杓しやくを軒下に置き、頭を下げる。

「よぅおこしやした」

「……ああ」

（しゃべったー！）

　あたり前のことだが、なぜか新しん鮮せんだった。

　声変わりを終えたばかりのすこし低めの、しかしやわらかな声。

　傲ごう慢まんさもないが遠慮もない。人に仕えられることに慣れている感がある。

（こんな知り合いがいるなんて、あの人いったい何者なわけ!?）

　比紗に読み切れなかった客人の正体。比紗はその客人に心の中で悪態をつきたおして、心しん拍ぱく数すうがあがるのをごまかしながら二人を奥に誘いざなった。




　娘むすめがわたわたと奥へ行くのを見送りながら、背後にいた若者──直なお継つぐはぽつりと呟つぶやく。

「……顔が似ていると便利だな」

「こういうことくらいにしか役に立ちませんけれどね」

　そう言って采女うねめは、いつもと変わらず穏やかに微笑ほほえんだ。
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「変わらずお元気そうで祝しゆう着ちやくに存じます」

　十畳じようばかりの旅籠の一室で、主しゆ馬めは手をついて主君を迎むかえ入れた。

　一国の主あるじが泊とまるには狭せまい。だが混雑時の旅籠は、屛びよう風ぶや衣い桁こうでしきっただけの大部屋で雑ざ魚こ寝ねが基本だ。

　床とこの間まには墨すみ絵えの掛かけ軸じく、花生けには紅白の芍しやく薬やく、つづきの間には部屋が二つ設けられている。本ほん陣じんでもない旅籠にしては上質なほうだ。

「おや？　また背が伸びられました？」

　主馬の問いかけに「どうだかな」と直継は上座に腰こしを下ろし、弟は主の刀を預かってその傍かたわらに控ひかえた。

　坐ざした姿も一ひと月つき前まえとはあきらかにちがう。

（あーあ、これだから伸び盛りは）

　主馬は一足先に伏見に来ていたので、直継と会うのは一ひと月つきぶりだ。

　すこし目を離はなしただけというのに、その隙にぐんぐん育ってゆく。

（また抜ぬかれる日も遠くなさそうだなー……）

　などと思いながら見やっていると、直継が言葉を落とした。

「すくなくとも縮んではいまい」

「……ま、そりゃそうですけどね」

　直継の声こわ音ねに冗じよう談だんの響きはない。機き嫌げんが悪そうだな、とあたりをつける。

（無理もないか）

　直継の許いい嫁なずけが、江戸から江ごう州しゆうに向かっている。

　来るのが彼女であろうとなかろうと、直継にとっては祝しゆう言げんを挙げる相手に変わりはない。

　これからの人生を共にする相手の到とう着ちやくを前に、平静でいろというのが無理な話だ。

（けど、それもいい傾けい向こうかな）

　以前の主ならば、それすらも当主の務めとして、心乱すこともなくあたり前に受け入れていただろう。

　十年近く凍いてついていた主の心を動かした──やはり恋こいの力は偉い大だいだ。

　そういえば、秀忠が佐和山を発たってから姫ひめが元の世界に帰るまでに、丸一日あった。

　たった一日で手を出したとも思えないが、想おもいくらいは伝えあったのだろうか？　恋れん愛あい指し南なん役やくを自負する身としては大いに気になるところだ。

　さてどうやって聞きだしたものか──と思案していると、直継から切り出してきた。

「伏見こちらの様子はどうだ」

「洛らく中ちゆうのほうは騒さわがしかったようですが、こちらは静かなものですよ。不気味なくらいにね」

　付け足した一言に、弟の采女が眉まゆをひそめる。

「なにかお気付きになったことでも？」

「や、勘かんだよ勘。霊れいの類たぐいは俺にはもうわからないことだから」

　徳川秀忠が佐和山を発ったのが三月十六日、伏見城に入ったのが同月二十一日。

　その日以来、京の市中では不ふ審しん火びが相次いでいる。一昨日おとといの不審火はとうとう大たい火かに発展してしまった。

　しかし京と目と鼻の先の伏見は穏やかなものだ。

　右を見ても左を見ても侍さむらいばかり、これでは火のつけようがないというのも事実だろうが──

「京の警固に人を割さく隙すきを狙ねらっている、と見るのが常道でしょう」

「──だろうな」

　京の町を脅おびやかし、秀忠の将軍就任について禁きん裏りや公く家げに無言の圧力をかける。

　だがそれはあくまで脅おどし、真の狙いは将軍拝命を間近に控える秀忠本人であるはずだ。

　それは直継も察している。だからこそこの旅籠はたごを拠きよ点てんに定めた。

　京にも伏見にも井伊家の屋や敷しきはある。だが屋敷の周囲はおなじ譜ふ代だいの屋敷が立ち並び、出で入はいりするには人目がありすぎる。

　その点、旅籠なら、いくら出入りしても不ふ審しんがられることはない。

　思うがままに、伏見の街中を──付け火の犯人を探さぐることができる。

　徳川の世を乱す者を見過ごすわけにはいかない。秀忠には無事将軍職を継ついでもらい、戦乱の世は終わったのだと天下に知らしめねばならない。

「市中を見ておきたい。明日、時間は取れるか」

　その言葉に、采女が手をついた。

「あいにく私は所用がございまして、明日は京屋敷へ参らねばなりません。登と城じようの日取りの調整と、それと明日は京屋敷に岡おか本もとさまがおいでになるご予定ですが……」

　岡本さまこと岡本半はん介すけは、直継の御お側そば役の筆頭だ。次席の采女にとっては上うわ役やくにあたる。

　新しん陰かげ流の使い手で、直継はこの上じよう洛らくの機に剣の指南を請こうていた。

　だがその時間はないと判断したか、

「よろしく伝えておいてくれ」

　直継がそう告げると、采女は承うけたまわりましたと頭を下げた。

「俺も、明日は伊だ達て様さまのお相手でして」

　采女だけでなく、自分までいないとは予想外だったのだろう。直継は不審げな視線を向けた。

「越えち前ぜん殿どのがどうかしたか」

「妹姫さまの件ですよ」

　むっと眉み間けんを寄せると、直継はすぐさま断を下した。

「断れ」

「いやー、秀ひで宗むね殿は殿の一歳ひとつ下、妹姫ともちょうどいい年とし回まわりじゃないですか」

　越前殿こと伊達越えち前ぜんの守かみ政まさ宗むね──彼の長子秀宗の正室に、直継の妹をもらいうけたいとの打だ診しんを受けている。

　秀宗は長男だが、正室の子ではない。奥おう州しゆう伊達家の家か督とくはいずれ正室愛めご姫ひめの産んだ男子が継ぐ。だが正室を井伊家に求めるということは、秀宗にも別家を立てるつもりなのだろう。

　だが直継の言は岩戸のように頑かたくなだった。

「妹は外と様ざまにはやらん」

「そうおっしゃっても仕方ないですよ。伊達様も放っておけないんでしょう。長らく延期となっていた井伊家うちと鳥居家との縁えん談だんがまとまったとなれば」

「……」

　鳥居家の名に、直継は口を引き結んだ。

　伊達政宗の申し入れは、直継の祝言とも無む縁えんではない。

　譜代の中で、奥州に領地を持つのが鳥居家だ。外様の伊達家や最も上がみ家に対し、譜代の鳥居家が奥州磐いわ城きから常に目を光らせている状態である。鳥居家にあらぬ讒ざん言げんをされぬよう、一の姫の嫁とつぎ先さきである井伊家とつなぎをとっておきたいのだろう。その意味、正まさしく人ひと質じちだ。

　直継もその政治的絡から繰くりは理解しているだろう。だが無言だった。

（藪やぶ蛇へびだったかなー……）

　気き遣づかわしげな視線を向ける弟に、主馬は大だい丈じよう夫ぶだよと合図を返して、話題を変えた。

「そういえば、つい先ほど報しらせが来ました。無事間にあったそうですよ」

　誰だれがかは言うまでもない。

　やや間をおいて、「そう、か」と直継は答え、表情がわずかに緩ゆるんだ。

「十日に発ったとなれば、今ごろはどのあたりでしょうね。碓うす氷い峠とうげを越こえた頃ころでしょうか」

　碓氷峠は中なか山せん道どうの難所だ。井伊家の領地のある上じよう州しゆうと甲こう州しゆうを隔へだて、険しい山道がつづく。

　心しん配ぱい性しような弟に、相変わらずだなと主馬は笑えみをこぼした。

「猫ねこ神がみさまがついてるんだから道中の心配はないよ」

　許嫁は四月十日に発った。江戸にいる彼女に時渡わたりの力はないはずだが、三成の襲しゆう撃げきに備えてたまを護衛につけている。

　こちらが打つべき手は打った。あとは一いつ行こうに任せるしかない。

「しかしどうやって間に合わせた？　日程的に厳しかったはずだが」

「いやー、それは歩く国家権力に……」

「歩く国家権力？」と直継が小首をかしげる。

「……とまぁ、まだ策の途と中ちゆうですからその話は追おい追おい。伊達様の方は早々に切り上げてこちらに戻る予定ですが、おそらく晩になるでしょう。日ひ中なかの警護の者を紹しよう介かいしておきます」

　主馬はふり返ると、廊ろう下かに向かってちょいちょいと手招きした。

　藤ふじ色いろの小こ袖そで姿の少女がそそと廊下に現れ、手をついて深々と一礼する。

「──女？」

「忍しのび女めですよ。比紗といいます」

「この娘むすめが？」

　忍びならば佐和山でも見慣れている。だが彼女があまりに普通すぎることに、直継は啞あ然ぜんとしている。

　比紗の容姿は整っているほうだが、こと直継にとってはまったく関心のないことだ。

　それよりも、忍び特有の心を空くうにした感がない──目通りを許されて緊きん張ちようしている、その空気が伝わってくるほうが驚おどろきだったのだろう。

「別に手て錬だれだからってこんな風を装っているわけじゃないんですよ。まだ半人前です。が、忍びらしくないのがいいんですよ。どこかの若わか夫ふう婦ふが京見物に来たということにでもしてください。護衛に関してはちゃんと本職がついてますから」

　比紗の横に控ひかえるのは二十歳はたちばかりの青年だ。

　短く刈かった髪かみ、首筋には細く編んだ一筋の髪が流れている。

　あらわになった首筋は精せい悍かんな印象が強い。

　こちらは一人前の忍び、表情を出さず気配もない。

「よろしく頼たのむ」

　直継の言に、比紗は額を床ゆかに擦こすりつけんばかりに頭を下げた。







　奥に下がるなり、比紗は大きなため息をついた。

「なに、あれが殿さまだったの？」

　奥にいるのは里の忍びだけだったので、接客用の仮面と京言葉は脱ぬぎ棄すてる。

　里が井伊家からの仕事を請うけていることは知っている。雇やとい主ぬしとしては最もつとも格上だ。

　だがその当主みずから訪おとずれるとは思ってもみなかった。

　あれが現当主だとすれば、父は一代にして譜代筆頭大名となった井伊直政、母は将軍の養女。まぎれもない良血だ。

「もっと世間知らずの御おん曹ぞう司しかと思ってたわ」

　あの鋭するどい視線。無む駄だのない所作は優ゆう雅がさとはまたちがった美しさがあった。

　都の貴族とはちがう形の貴種だ。

　昔、京の女が九く郎ろう判ほう官がん義よし経つねに入れあげたというのと根がおなじ気がする。

「さすが上様のお気に入りだっただけあるわねー」

　先代直政は美び貌ぼうで知られ、男に興味のない家康までその気にさせたらしい。その輿こし入いれ相手は家康自ら選んだとも言われる。

　天下人公こう認にんの美男美女夫婦の間に生まれた子だ。血はあなどれない。

　それに、あの遊び人風な客人がお殿さまと縁えん戚せきだったというのもびっくりだ。

（まー、たしかにどこかの坊ぼつちゃんっぽかったしね）

　明日はふたりで伏見の街見物──それを思うと、なぜか心が弾はずんだ。

（なによわたし！　伏見なんて今さら見慣れているでしょう!?）

　ひとり慌あわてる比紗の胸中を見み抜ぬいたか、傍かたわらで刃は物ものの手入れをしていた青年──甲か斐いが一言挟はさんだ。

「見とれてるなよ」

　甲斐は比紗と共に直継の護衛に当たる者だ。

　年は比紗と四つしか違ちがわない。だが里の若手の中では実力随ずい一いち、伏見で奉ほう公こうしながら鍛たん錬れんをしている比紗のお目め付つけ役でもある。

　感情のこもらない甲斐の声こわ音ねには、嫌いや味みなど微み塵じんもない。それだけにまっすぐざっくり突つき刺ささった。

「わかっているわよ！　身分の違いくらい……！」

　甲斐は思いがけない言葉を聞いたように、雄お鹿じかのようなしなやかな首をもたげると、一ひと重えの細い目をさらに眇すがめて、「身分？」と問い返した。

「仕事に影えい響きようさせるなということだ」

　甲斐は身分の話などしていない。完全に自分の早とちりだ。

「わ、わかってるってば！　そっちこそしっかりお願いね！」

　──言われるまでもない。

　そう言わんばかりに甲斐はまた刃物に視線を落とすと、無言で手入れをつづけた。




　　　　[image: ]




　飴あめ売うり、組くみ紐ひも売り、風車売り。

　比紗が伏ふし見み大おお路じに出てわずか数歩で、それだけの物売りに声をかけられた。

「嬢じようちゃん、こんなのはどうだい？」

「あ、かわいー」

　薪まきほどの大きさの筒つつにたくさん刺さった銀の簪かんざし。

　銀の蝶ちようの羽はね模も様ようは珊さん瑚ご石いし、蝶の下には藤ふじの花のようなぶらがなびいて、しゃらしゃらと音を立てている。

「これからの季節にちょうどいいよ」

　行商人はそう薦すすめるが、まさか、

（磨みがいたら投げられるかしら……）

　などと考えているとは思っていないだろう。

　簪は忍び女にとって大切な武器だ。特に座ざ敷しきに上がる女たちにとっては、唯ゆい一いつの武器といってもいい。

　比紗もいままでそういう観点でしか簪を見てこなかったが、こうしてたくさん飾かざってあるとそこはやはり年とし頃ごろの娘、実用的なものよりもかわいいものに惹ひかれる。

「ねぇ、こういうのは──」

　どうかな？　と比紗がふり返ると、そこにいるはずの連れの姿がなかった。

「えっ、うそ!?」

　比紗はあわてて立ち上がり、「またごひいきにー」という声を聞きながらその姿を探す。

　結ゆいあげた艶つややかな黒くろ髪かみはすぐに見つかった。それほど離はなれてはいない。

　だが追いかけようにも、大路のそこここで芸を披ひ露ろうしたり、それらにたむろする人々がいる。

　馬が列をなして通れるほどの広い大路も、これだけの人が出歩けばそうそう追いつけない。

「あっ、ごめんなさい！」

　往来を行く人の肩かたに流されそうになりながら、比紗はその後ろ姿を追う。

　一方、比紗の連れ──直継は、人を避よけている風もないのに、人ひと混ごみの中を器用にするすると抜ぬけてゆく。

「ちょ、ちょっと、待って！」

　比紗は往来の足に蹴けつまずきそうになりながらもなんとか追い付いて、直継の薄うす藍あい色いろの羽織をつかむ。

　直継はかすかにふり向きかけたが、なにも言わずに視線を前に戻もどした。

「なんで先に行っちゃうの!?」

　その問いにも無言、歩みを緩ゆるめる様子もない。

　直継の足はけして速はやくはない。だが男と女では歩ほ幅はばがちがう。

　比紗も速足に慣れているし、小こ袖そで姿でもついてゆけなくはない。だがとても当初の目的──若い夫め婦おとが足を延ばして京見物、という雰ふん囲い気きではない。

　連れ合いに置いてゆかれ気味な自分を、周囲の人は何事かと奇き異いな目で眺ながめている。

「ねぇ、無視しないでよ、ねぇってば！　──昨夜のなにか気に障さわったの!?」

　比紗は開き直って、ささいなことで喧けん嘩かをしたばかりの若夫婦を演じてみる。

　周りも事情を覚さとったのか、微び苦く笑しようを浮うかべる。あんな頃ころもあったなと思っているのだろう。

　往来を欺あざむくのは成功した。だが直継はあいかわらず無視だ。

「なんで伏見に来たの？　お屋や敷しきにいなくていいの？　ねぇ、なんで──」

　矢や継つぎ早ばやにいくつか質問を投げかけてみる。だが直継はひたすら無視したまま大路から逸それ、小路に入った。

　人混みというほどではないが、こちらも人が絶えない。

　そういえば行き先も聞いていなかったことを思い出す。

　行き先も、目的も、なにひとつ聞かされていない。

「……行きたいところがあるなら、案内するけど」

　その言葉も無視だ。

（まぁ、いちいち下の者に話すようなことじゃないのかもしれないけど）

　しかし直継の態度は、忍しのびを見下しているといった感じはない。

　面めん倒どうくさいといった風でもなく、おそらく隣となりにいるのが身分ある相手でも、おなじ態度でいるのだろうと想像がつく。

　よくいえば裏うら表おもてがない、悪くいえば根が馬ば鹿か正直なのだと思う。

「話すの、嫌きらい？」

「──好きではないな」

（あ、返事した）

　聞こえていないわけではなかったらしい。

　じゃあなんで今までのは無視してたわけ!?　と思わなくもない。

（そりゃお殿との様さま相手に馴なれ馴れしすぎるかもしれないけど！）

　若夫ふう婦ふを演じろと言われたんだから仕方ないじゃない──というのは単なる言い訳だ。

　身分は天と地ほども差があるが、直継が気にしている様子がないためか、気き安やすさがある。

　年が同じせいかもしれない。もっといろんなことを話したいと思う。

「言の葉は言こと霊だま、偽いつわりの言の葉は神を欺くことだ。いつか報むくいを受ける」

（ああ、そういうこと。そういや神職なんだっけ）

　忍びも己おのれや敵に暗示をかけるために、言霊の加護を借りることがある。

　だからといって偽りを──呪じゆ言ごんを口にすることに躊躇ためらいはない。

　敵を、周囲を、自分をも欺いて任を達成するのが忍びだ。神職とは違う。

「じゃあ無む理り強じいはしないけど……」

　比紗が湧わきあがる気持ちを押し殺して黙だまりこむと、完全に会話が途と切ぎれた。

　直継の半歩後ろを行きながら、比紗はちらと横を見る。

　頭半分高い背せ丈たけ、まず比紗の視界に入ってくるのは項うなじだ。雪国生まれなのかと思うほど白い。

　骨は細いが、しかし肩への流れを見れば鍛きたえていることが分かる。

　首筋から顎あごにかけても、肉にまったく無む駄だがない。

　なんか、見てはいけないものを見ている気がして、でも気になってちらちらと見てしまう。

　だが見ているのは自分だけではない。過ぎゆく人が、通りすぎた後にふり返ることもしばしばだ。華はなやかというより凜りんとして、凪ないだ水面みなもに菖蒲あやめが一本、すっと伸のびているような印象だ。

（細身だからってわけじゃないわよね。姿勢がいいからかな……やっぱり鍛えてるからかな）

　歩みに無駄がない。重心がぶれない。

　しかしまとう気配は剣けん士しのように研とぎ澄すましたものでなく、忍びのように押し殺したものでもなく、どことなく優美さがある。

（どう鍛錬すればこんなふうになれるのかな……）

　そんなことを思いながら見ていると、直継は正面を向いたままぽつりと言葉を落とした。

「……道を」

「え？」

「道を知らねばどうしようもあるまい」

　なるほどね、と比紗はうなずいた。下見は戦いくさの基本だ。

「伏見は初めて？」

「そうでもない。城には何度か上がっている。だが市中を回るのはな」

（ああ、お殿とのさまだものね）

　商業都市の大おお坂ざかに対して、伏見は禁きん裏りの玄げん関かん口ぐち、京における武家の都だ。

　関ヶ原の後に豊臣家が大坂城に封ふうじ込まれ、徳川も江戸に幕府を開いたことで、伏見は以前ほどの賑にぎわいはなくなった。

　だがいま、伏見城には徳川秀忠がいる。新将軍を一目見ようと、とてつもない数の人が押し寄せてきている。いまの伏見は、かつての活気を取り戻したかのようだ。

　直継はいくつかの小路を曲がると、やがてまた大路に出た。

　やはり裏通りとは人の密度が違ちがう。見物を楽しむ人の熱気に押されそうになる。

　比紗は風になびく茶屋の幟のぼりに目を留めると、声をかけた。

「ねぇ、ずいぶん歩いたし、お茶にしましょうか」

「いや、私は──」

　外では物を口にしないと聞いている。無論、毒を懸け念ねんしてのことだ。

「ここは知り合いだから大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと話はなしてくるから、座って待ってて」

　比紗が店に入ると、直継は観念したのか、おとなしく店先の台に腰こしを下ろした。

　置いて行かれなかったことに安あん堵どして、比紗は店の奥に入る。

「あら比紗じゃない」

　二十歳はたちばかりの顔なじみの女が声をかけた。

　彼女も比紗と同じように、市中にあって情報を拾うのが仕事だ。この茶屋は里から出てきた者の情報交こう換かん場所だったり休きゆう憩けい処どころだったり、ときには駆かけ込み場所にもなる。

「やだ、なに、男連れ？　白びやく檀だんに丁ちよう子じに大だい茴うい香きよう……身分卑いやしからぬ御お方かたって感じよね」

　女は比紗に顔を寄せると、その移うつり香がから合わせ香こうの材料を言い当てた。

　直継に触ふれたわけでもないし、香かおりもそれほど強くない。普ふ通つうの人間ならば、よほど近づかないかぎり匂におい袋ぶくろをひそませていることにも気付かないはずだ。

　しかし忍びは鼻が利きく。香をつけていない人の匂においまで嗅かぎわけることができる。

「甲斐はどうしたのよ。鍛たん錬れんを怠おこたって男連れなんてばれたら、あとが怖こわいわよ？」

「ちがうってば。仕事よ仕事。甲斐もちゃんとついてくれてるし」

「なんだ、好いい人ってわけじゃないのね」

「好い人って、そっ、そんなわけないじゃない！」

「それにしては嬉うれしそうじゃない？」

「えっ、そ、そう!?」

　顔に出たかと、比紗は頰ほおに両手を当てる。すこし熱を持っている気がする。きっと鏡を見たら火ほ照てっているだろう。

　はしゃぎすぎただろうか。でも、好い人と勘かん違ちがいされたこともどことなくくすぐったくて、嬉しくもある。

「まぁ、甲斐に迷めい惑わくをかけないようにお気張りなさいな」

　そう言うと、女は焼きあがったばかりの団子に醬油たまりだれと甘みだれをつけて渡わたしてくれた。




　──ちょっと話してくるから、座って待ってて。

　そう言って娘むすめは、直継が返答する前に茶屋に入ってしまった。

　娘の知らぬ街でもなし、置いていってもかまわないか──とも思ったが、あれでも一応護衛役だ。直継は仕方ないとため息をついて茶屋の軒のき先さきの台に腰を下ろした。

　椅い子すには赤布がかけられ、座ざ布ぶ団とんは蓬よもぎの染めだ。その上には、黒漆うるしの骨に紅色の張はりの大きな日ひ傘がさ。都ならではの華やかさがある。

　山間の宿場町ではこんな派手な色は使わない。──思い出したのは、醒さめが井い宿じゆくの茶屋だ。

　醒井では軒先に暖簾のれんがかかるのみ、それもその辺りの山草で染めたような色をしていた。

　知らず、直継の手は懐ふところの匂い袋に伸びていた。

　取り出してみると、匂い袋には紅白二本、長さのちがう紐ひもがしっかりと結びつけられている。

　彼女はたしかにここにいた──共にあった記き憶おくをたどる、ただひとつの証あかしだ。

　だがあれから一ひと月つき。彼女のいない日々が、新たな記憶となって積み重なってゆく。

（許いい嫁なずけは江戸を発たった、か……）

　主馬はどう手配したものか、不可能かと思った彼女の出立日をきっちり合わせてきた。

　四月十日に江戸を発たった許嫁は、おそらく五月五日に江州に着く。到とう着ちやくまであと半月だ。

　許嫁が彼女かどうかはわからない。護衛のためにたまを江戸に送ったが、護衛に徹てつして一いつ切さい連れん絡らくを入れないようにと命じてある。

　たまはもう答えを知っているのかもしれない。

　主馬が言った可能性はなくはないという言葉──主馬はいったいなにを企たくらんでいるのかも聞いていない。自分はあの者を信じて、すべて任せた。

　無駄な足あ搔がきかもしれない。ただ、一いち縷るの望みを諦あきらめたくなかった。

　直継は匂い袋を握にぎりしめる。

　前を向いた彼女。その彼女と共にある明日あしたを望んでしまうのは、彼女の意思に背そむくことになるのだろうか……？

「ねぇ、甘みだれと醬油だれ、どっちが好き？」

　戻もどってきた娘の声に、直継は思し惟いから引き戻された。

　見上げると、娘は団子皿と湯ゆ吞のみを一組ずつ、器用にそれぞれの手に持っている。

　甘くない方を所しよ望もうすると、娘は醬油だれの団子を直継の傍かたわらに置いた。

「ねぇ、それ、匂い袋？」

「……よくわかったな」

　手のひらの中にある匂い袋は、比紗からは見えなかったはずだ。

　それに紐を結ゆわったあの日から、香を入れ替かえていない。入れ替えるつもりもなかった。最後に替えたのが年末だから、そろそろ香りも薄うすれているはずだ。

「だって鼻が利きくもの。女の移り香とかもすぐにわかるわよー？」

　娘は冗じよう談だんめいた笑えみを浮うかべて覗のぞきこんでくる。浮うわ気きをしてもすぐわかるという意味なのだろう。

　だが直継が無視していると、あてが外れたのか、娘はむっとした。

「からかい甲斐がないわね！」

　そう言われても、からかわれねばならない理由がわからない。

　だがそのとき不意に、似ている、と思った。

　顔立ちが、ではない。比紗のほうが目鼻立ちがはっきりしていて、気の強さが表れている。おそらく世にいう美女の範はん疇ちゆうに入るだろう。愛らしさが先に立つ彼女とは、雰ふん囲い気きが違う。

　だが感情が表情に出やすいところ──その心が豊かなところは彼女と似ている気がした。

　けれど。

（──振れない）

　彼女がなにかを思うたび、視線を向けられるたび、共鳴するように自分の心もまた振れるのを感じていた。

　しかし今、自分の心はまだ深い淵ふちに沈しずんだままだ。

（……ああ、彼女じゃないからか）

　以前から、感情を面おもてに出す者なら周囲にいた。たまも守もり勝かつも非常にわかりやすい。

　自分が大切にされていることはわかっていた。その気持ちに応こたえたいとも思っていた。

　しかし、彼女でなければ動かないのだと知った。──初めて、わかった。

　失ったものの大きさを思い知る。

　──ここにいるのが彼女なら。

　世界はどれほど色いろ鮮あざやかに見えたことだろう……？

「それ、もらいもの？」

「……いや」

　そう答えて、直継は匂い袋を懐にそっと戻した。思い出を心の奥にしまうように。

「そうなの？　そうは見えないけどー？　好い人からもらったんじゃないの？」

　かけられるいくつもの声。だが聞きたいのはこの声ではない。

　──彼女の声が、聞きたい。

　水のようにやわらかに、心こころに沁しみ入る声。

　けれども積み重なってゆく新しい記憶が、思い出に残る彼女との距きよ離りを隔へだててゆく。

　時を重ねるということは、思い出を過去に埋まい没ぼつさせてゆくことだ。

　──しかし、まだ。

　今はまだ、失いたくない。いらない現在いまで過おも去いでを埋うもれさせたくない──

　直継はすべての雑音を遮さえぎるように、「私には許嫁がいる」と告げた。

　すると娘は「ああ、そうなの」と、どこか冷めたように言って、やっと口を閉とざした。




（なによ、そんなにせつなそうな顔しちゃって）

　比紗は苛いら立だちまじりに甘みだれの団子を口に押し込み、無理やり吞のみ込んだ。

　許嫁がいる──そう言った直継の表情は、けっして幸せそうではなかった。

　匂い袋はもらいものではないとも言った。だが大切な人の思い出の品だということは、口にせずともわかる。

（好きな相手は許嫁じゃないってこと？　……片かた想おもいなのかな）

　しかし直継は大名家の当主、想いの叶かなわぬ相手はそうそういないはずだ。

　そんなに好いた相手ならいっそ側に置いちゃえばいいのに、と思う。だが、政略結けつ婚こんだとそうも言っていられないのかも、とも思う。

（許嫁ってたしか、十万石のお姫ひめ様だとか……？）

　十万石を越こえる譜ふ代だい大名など片手の数ほどしかいない。まちがいなく有力大名家の姫だ。

　家同士をつなぐための婚こん礼れいに、嫁とつぐ前から側そば女めがいては正室の生家と亀き裂れつが入りかねない。

　力があれば側女なんてよりどりみどりと思っていたが、お殿様も楽ではないようだ。

　嫁いでくる姫にしても親が決めた縁えん談だん、初顔合わせは祝しゆう言げんのときというのが普ふ通つうの世界だ。見ず知らずの相手では、好きも嫌きらいもあったものではない。

（上には上なりの苦労があるってことかしら。でもまぁ、お相手がこんな美人さんでよかったわよね、許嫁の姫こは）

　直継の正室になるのはどのような姫なのだろう──そんなことを思いながらお茶をすする。

　そんな比紗の前を全力で駆かけ抜ぬけてゆく影かげがあった。襤ぼ褸ろを着た小さな子どもだ。

　次いで、旅人らしき男が数名、「おい！　待て！」と声を上げて走ってくる。

（あー、見つかっちゃったのね）

　この辺りでは珍めずらしくもない光景だ。

　宇う治じの河原かわらでは、育て親のない子どもたちが群れをなして生活している。普ふ段だんは物もの乞ごいをしているが、食っていけなくなると、こうしてかっぱらいをするのだ。

　子どもたちも、地元の者ではなく京見物に来た旅人を狙ねらうので、街人はたいてい見て見ぬふりで見過ごしてやる。

　しかし今日ばかりは、人出の多さが災わざわいした。人ひと混ごみに阻はばまれて思うように逃にげられなかった子どもは、大人の足に追い付かれてしまったらしい。

　人混みの向こうから、子どもへの罵ば声せいと殴なぐりつける音が聞こえてきた。周囲の野や次じ馬うまの喚かん声せいに煽あおられているのか、暴力が止やむ気配はない。

（追手は三人だったっけ……？）

　対する子どもはまだ五、六歳ばかり──さすがに危ないかもしれない。

　比紗は席を立つと、「ごめんよ」と野次馬をかき分けて進んだ。

　しかし、そこには比紗より先に介かい入にゆうした者がいた。

「小さな子どもになにするの!?」

　比紗が輪の中にたどりつくと、桜染めの小こ袖そで姿の少女が男の腕うでにしがみついていた。

「盗とられたものを取りもどしたならもういいでしょ!?」

（なに、あの子……）

　河原の子とはあきらかに身なりがちがう。遠巻きにしている街人よりもよほど上流の娘むすめだ。

「返せばいいってものじゃねぇだろうが！」

　腕にしがみつかれて子どもへの暴行を阻まれた男は、もう一方の手で少女に殴りかかる。

　観客の中から悲鳴があがる──が、男の腕が少女に届くことはなかった。

　いつ身体からだを入れ替えたか、少女はつかんだ男の腕を後ろにひねりあげると、そのまま体重をかけて男を地面に押し倒たおした。

　腕を取られた男は、身動きが取れない。下へ手たに動けば骨が折れる。

「おまえもガキの仲間か!?」

　男の共連れが殴りかかろうとするのを、比紗が駆けて間に入り、拳こぶしの勢いを別道に逸そらした。

　男は勢い余って野次馬の中に突つっ込む。また観客の中から悲鳴があがった。

「なに、まだやるわけ？」

　残った男は、仲間二人の醜しゆう態たいと、自分を見る周囲の好こう奇きの目に耐たえかねて、「ここらで許してやらぁ！」と仲間と共に逃げて行った。

　かっぱらいの子どもは、少女に礼も言わずにいつの間にか姿を消している。

　しかし少女はそのことを気にした様子もなく、裾すそについた土つち埃ぼこりをぱんぱんと叩たたいていた。

「あんた結構やるわね。でも一人で男三人を相手にするのは無む茶ちやよ」

　比紗が声をかけると、少女が顔を上げた。

　年の頃ころは比紗とおなじくらい、目は大きく愛あい嬌きようがあって、闊かつ達たつな表情をしている。

　前まえ髪がみは眉まゆのあたりで切りそろえ、腰こしまで優に届きそうな後ろ髪がみはゆるやかに束ねていた。

　少女の小袖の布、染め、鼻び孔こうをくすぐる香こうの匂におい、そして彼女の卑ひ屈くつさのない表情から、上流の娘だと比紗は確信した。

「助けてくれてありがとう」

　人当たりのいい、桃もものように甘くやわらかな笑え顔がおだ。けれども甘いだけではなく、芯しんは強そうだ。李すもものような酸すっぱさと種の硬かたさのようなものを感じる。
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「二人までなんとかできれば大だい丈じよう夫ぶと思ったの。佩はいてなかったし」

　その返答に比紗は呆あつ気けにとられた。

　佩いてなかったし──ということは、普段は佩いている者を相手にしているということだ。

　かなり鍛たん錬れんを積んでいる。道どう場じよう主ぬしの娘だろうか。

「あんたねぇ、どこのお嬢じようさまか知らないけど、正義感を振りかざしてああいう子を助けたって、次は自分がカモにされるのが落ちよ？　それに嫁よめ入いり前まえの娘が怪け我がでもしたらどうするの。ひとり歩きってわけじゃないわよね。供の者はどうしたの？」

「えっと……どこ、かしら……ね？」

　供がいるのは間違いないらしい。だが娘は心もとない感じで周囲を探さぐる。

「はぐれちゃったの？　お屋や敷しきはどこ？　これもなにかの縁えんよ、送ってあげるわ」

「わたし……」

　少女はなにかを思い出すように口をつぐむ。

　そのとき、かさ、と乾かわいた土を踏ふむ音がした。人混みの間から現れた姿に比紗は我に返った。

　すっかり護衛の任を忘れていた。甲斐が陰かげについているとはいえ気を抜きすぎだ。

「あ、ごめんなさい。どうやらこの娘こ、迷子みたいで……」

　そう言いかけたものの、直継の視線が自分に向いていないことに気がつく。

　うつむいていた少女が視線を上げて────ふたりの目が合った。

　少女のふるえる唇くちびるが音もなく呟つぶやいて、駆けだす。

（え……？）

　比紗は動けなかった。

　彼女の唇がなにを言おうとしていたか、わかってしまったから。




　──右う近こん殿どの。




（その名って……）

　直継もまた大きく眼めを見開いて、胸に飛び込んでくる少女を抱だきとめる。

　すぐ傍かたわらにいた甲斐が少女を引き離はなそうとしたが、直継のつぶやきに動きを止めた。

「…………あこ…………」

　直継の手が彼女を強く、搔かき抱いだくように抱き寄せる。

　その抱ほう擁ように往来にどよめきが走る中、比紗は呆ぼう然ぜんと呟いた。

「…………知り合い？」
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「いやー、こりゃまた驚おどろきましたね」

　夜、旅籠はたごに戻もどってきた主馬に事情を話したところ、主馬は呆気にとられた後、そう返した。

　派手好きで知られる伊達家からの帰りだけあって、主馬の小袖は菖しよう蒲ぶに金糸銀糸の双そう竜りゆうだ。

　菖蒲は尚しよう武ぶに通ずると、武士の装いによく用いられる花でもある。

　竜を選んだのは独どく眼がん竜りゆうとも呼ばれる伊達家当主への挨あい拶さつのようなものだ。刺し繡しゆうの竜はもちろん双眼そろっている。

「で、彼女はどうされました？」

「先に休ませた。──いろいろ混乱しているようだ」

「そうですか。時渡わたりの弊へい害がいかもしれませんね」

「深刻なものなのか？」

「いいえ？　旅先の旅籠で目が覚めて、ここどこだっけ？　とか思うことがあるじゃないですか。それと似たようなものですよ。いきなり知らない場所にいたら混乱もするでしょう。まあそれはそのうち解決するでしょう。……ですが、問題なのは」

　す、と真顔になって主馬は言を継ついだ。「──猫ねこ神がみさまがいませんね」と。

「もし許嫁がなんらかの力で跳とばされてきたのなら、猫神さまも食くらいついてくるでしょう。というか、現時点の彼女が殿のことを知っている時点で、江戸から上ってくる許嫁ではありえません」

「……ああ」

　江戸から来る許嫁と自分とは面識がない。だから自分の顔を知っているということは江戸の許嫁ではない。

　では、彼女は一体いつの誰なのか？

　可能性として考えられるのは、五月に帰したはずの彼女が、たまの力が足りずにこの世界に迷い込んだ、もしくはまったく別の時間からやってきた、それとも──

　そのとき主馬の視線を感じて、直継は思し惟いから引き戻された。

　探るでなく、せかすでなく、ただ待つだけの目。無言で自分の返答を待っている。

　こういうとき、自分が試ためされていることを知っている。

「──案じずともわかっている」

　彼女は自分の許嫁ではない。

　自分の許嫁は江戸から来る姫ひめだ。当主として、江戸の姫を佐和山に迎むかえると明言した以上、それを覆くつがえすことはない。仮に許嫁が彼女と別人であったとしても、だ。

　すると主馬は目元を緩ゆるめて、「なら結構です」と言った。──どうやら合格点だったらしい。

「まぁこの世界に迷い込んだだけならまたそのうち帰りますよ。帰らなくてもあと半月もすれば猫神さまが戻ってくることですし、また送り返せばいいだけです。それまでにまずは彼女の身元調査ですね。とはいえ、彼女の自白を頼たよるしかありませんので、誤った記き憶おくを植えつけないようにこちらのことはなるべく教えないでください。できるだけ彼女に自分で思い出させるようにして──」

　そこまで言って、主馬の言葉が不自然に止やんだ。

「どうした。言いたいことがあるならはっきり言え」

「いいえ別にー。ではまた明日も伊達様のお相手ですので、この件は殿にお任せします」

　あきらかに不ふ審しんな様子ながらも、主馬はいつもの隙すきのない笑顔を向け、部屋を後にした。

　問とい詰つめたところで、あの者に口で敵かなうはずがないのだ。

　一人取り残された部屋で、直継はため息を漏もらした。次いで、なにかを探るように息を殺す。

　──あれほど会いたかった彼女が、隣りん室しつに、いる。

　寝ね息いきは聞こえないが、その存在をたしかに感じ取ることができる。

　昼時、思いがけず自分の腕うでの中に飛び込んできた彼女。

　抱きしめたとき、香かおりが、ぬくもりが、ああ彼女だと伝えていた。

　自分が知っている彼女と変わらない、いや、やや背が低く感じたが、それは自分が伸のびたからだ。

　しかし彼女はちゃんと前を向いて帰っていった。また別れるために出会ったとは思いたくない。だが、自分にできることはひとつだけだ。

（今度こそ、本当に帰してやらないと……な）

　知らず、直継は白はく扇せんを握にぎりしめていた。




　主馬は主あるじの居室を後にして、やや離れた廊ろう下かでふり返った。

「あーあ……」

　出てくるのは大きなため息がひとつ。

「予想外っていうか予定外っていうか。来るの早すぎだってば」

　来なくていいときに現れて、来てほしい時には来るとは限らない──とんだ迷めい惑わく娘むすめだ。

　直継はあの彼女の出で所どころを考えていたようだが、主馬にとってはどうでもいいことだった。

　彼女が誰であってもかまわない。

　ただ直継が正室として受け入れる気があるなら彼女が何者でもいいし、半月前にこの世界に残ってくれてもよかった。迷い人の彼女を許嫁とすり替かえる方法ならいくらでもあった。

　しかし直継は彼女と別れて、自身の本当の許嫁を迎えることを選んだ。

　その道を選んだ以上、今日現れた彼女を受け入れることはない。

　直継が受け入れない女によ人にんならば、主馬にとっても女おんな主あるじでも何でもない。もはやどうでもいい相手だ。勝手にしてくれてかまわない。

（せめてこれがあと半月後あとだったらなー）

　すべて丸く収まっただろうに……というより、丸く収まるように自分がなんとかしていたのに、現実はそう自分の思い通りにはなってくれないものらしい。

　今寝しん所じよで眠ねむっている彼女を、直継が受け入れることはない。直継も明言していたが、彼自身そのことはわかっている。間ま違ちがいが起きることはないだろう──が。

（そう理性で割り切れるものじゃないからなぁ）

　あれほど待ち望んでいた相手が目の前にいるのだ。手を出すなと言われても無理だろう。

（まぁ、いっそのこと間違ってくれちゃってかまわないんだけど）

　そのときはそのときだ。自分にできることはただひとつ、現実に起きたことを順々に片づけていくだけだ。

「さてどうなるものやら」

　主馬は私室を上目づかいにふり返ると、そう他人ひと事ごとのようにつぶやいた。
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「これはまた、都合良くいったものだな」

　陽ひも落ちて人通りもまばらになった伏見大路、その傍かたわらの店の上にふたつの人ひと影かげがあった。

　月影に照らされた男たちの年は二十代半ば。

　手に酒瓶びんでも持っていれば、月見に屋根に上ったかというだけの風ふ情ぜいだ。

　しかしそのふたりの後ろには、本来あるべき影がなかった。夜風にそよぐ白布にも影がない。それに彼らの視線は月ではなく、ある旅籠に向けられていた。

「たかだか髪かみ一本、どれほどのものかと思いきや──」

　結界のせいで自分たちでは遠目に眺ながめるのがやっとの旅籠に、やすやすと潜せん入にゆうしてしまった。

「付け入る隙を逃のがさなかっただけだ。機を読むのも策の内」

　夜風に白布をそよがせるこの男は、大名の生まれでなく、使える駒こまが少なかったこともあるのだろう。やけに駒の使い方がうまい。

　この調子で百万の軍を持っていたならどれほどのことができたか──秀ひで吉よしでなくとも見てみたくなるのもよくわかる。

「こちらは機が熟すまで待つとして、ひきつづき洛らく中ちゆうを攻こう略りやくするとしようか」

　男──吉継は、これもすべて策の内とばかりに、この好機に乗ずることもなく視線を北へ──洛中へと向けた。

　京の洛中で相次ぐ不ふ審しん火びに、朝ちよう廷ていは徳川に警固を固めるように指示している。だが、それでも収まらないとなれば信用の失しつ墜ついは免まぬかれない。

　朝廷もいまだに反徳川派が多いこと、つまり豊臣の勢力が大きいと知れば、豊臣への配はい慮りよを怠おこたらないはずだ。

「だが、将軍宣せん下げまで日がないぞ？」

「焦あせるな。主ぬしは頭が回る分、人より先さきへ先へ行こうとする。主の悪い癖くせだ。大将たるもの、大きく構えていればよい」

「そのことだが、な……」

　三成は歯切れの悪い前振りをして、逡しゆん巡じゆんののち、意を決して口を開いた。

「刑部、その大将と言うのはやめろ。やはり私の性しよう分ぶんではない」

　自分は大将の補ほ佐さをする、そういう役回りがふさわしい。

　自分から声をかけたことに付き合ってくれている以上、自身が責任を負うべきことだとわかっている。だが大将役を押しつけられるのは計算外だし、面おも映はゆい。

「誰だれが大将というのでもない。私は秀頼公の──豊臣の御おん為ために働くだけだ」

　しかし三成のその甘えは、正論で切り捨てられた。

「組織というものは長ちようがいなければ乱れる。吞のん気きに合議しているときでない場合は特にな」

「そうは言うが、そなたと話し合って時がかかったためしはないぞ？」

　頭の回転が速い者と話すのは、話が早くて済む。

　生前の吉継は、用兵は言うに及およばず、戦略も、政まつりごとの実務さえ自分と変わらぬ才を見せた。

　吉継に足りなかったもの──それは健康だ。

　人当たりのいい吉継のこと、病さえなければ、自分より上の立場にあったかもしれない。重い病を負ってなお、敦つる賀がという陸海の要所を任されていたことを見てもあきらかだ。

　その問題も霊れい体たいとなることで解決された。時渡わたりによって削けずられた霊れい力りよくも、一ヶ月の時を経ただけで三成を凌しのぐものになっている。

　吉継のほうが大将にふさわしいのではないか──暗にそう思いながら三成が傍かたわらの吉継に視線を向けると、予想外に吉継もこちらを見つめていた。

　豊かに実り、垂れた稲いな穂ほのような色。

　生前、視力を失ってもはや直視することのなかった瞳ひとみが、自分の像を捉とらえている。

　そのことに驚おどろいたのか、それとも別のなにかにか──心を、摑つかまれた。

「治じ部ぶ、私はな。安心したいのだ」

「────は？」

　予想外の言葉に、三成は完全に虚きよを突つかれた。

「どこにあろうと帰る場所がある、それだけで心を定めて動くことができる。主に大将を任せておけば、ひとり突っ走ることはないだろう？」

　帰るべき場所がある──いい言葉のように聞こえるが、裏を返せば、三成にひとり突っ走られるのが不安でたまらないということだ。

　人を馬ば鹿かにするのも大たい概がいにしろ。そう思ったが、

「私を安心させてくれ」

　その一言に、三成は反論の言葉をなくした。

「……そ、そんな、隠いん居きよの老公に『孫の顔を見たい』みたいなことを言われても知らん!!」

　狼ろう狽ばいしながらそう切りかえすと、吉継はふっと笑えみを浮うかべた。

「隠居の老公か。主はうまいことを言う」

　べつにうまいことを言おうとしたわけではない。だが三成はその言に便乗させてもらった。

「そうだ。そなた、本当の孫ができたのだろう。顔は見てきたのか」

　すると、吉継はすっと目を細めて真正面──西を見やった。

「高こう野やには近寄れなかったが、安あ房わ殿どのには会ってきた」

　高野山は空くう海かいの開いた聖地、霊体の身で近づくのは飛んで火に入るようなものだ。

　安房殿というのは真さな田だ昌まさ幸ゆき。五年前の戦いくさでは関ヶ原に進軍しようとする徳川秀忠を足止めし、今は高野山の麓ふもとの九く度ど山やまで蟄ちつ居きよの身だ。三成とは、嫁よめ同士が姉妹という縁えんがある。

「だが安房殿も歳としだ。いずれ源げん次じ郎ろうに立ってもらうことになろう」

　源次郎というのは昌幸の子、三成にとっては甥おい、吉継にとっては娘むす婿めむこにあたる。今回生まれた孫というのはその源次郎の子だ。

「源次郎も娘むすめもかの地で穏おだやかに過ごしていた。その生活を壊こわすのは本意ではないが、あの者らの望みもまた徳川の世よで安あん穏のんと暮らすことではない。いずれ生者として反徳川勢力をまとめてもらうことになろう。──だから今は接せつ触しよくしない」

　最後の一言に、三成は目を見開いた。

「会わぬのか？」

「まだ徳川の監かん視しの目は緩ゆるんでいない。下手に動いては後あと々あと動きづらくなる」

　三成らは陰かげから徳川の失墜工作をし、真田には表から豊臣を盛もりたててもらう。

　だがまだその時期ではない。機を見る、と吉継は言っているのだ。

　吉継には豊臣の天下奪だつ還かんまでの道が見えている。その才が現世から失われたことは、返す返すも惜おしい。

（──あのとき自分が誘さそわなければ）

　関ヶ原へとつづく一連の戦に誘わなければ、吉継は今も豊臣派として徳川の下にいてくれただろうか。

　いや、病身の吉継は命の先が見えていた。

　その志こころざしは、生き残った真田親子と、生まれた新たな命が継ついでくれることだろう。

「我々は今できることをするまでだ──豊臣家の御為に」

　その言葉に導かれるように、三成もまた西を──大坂を見つめた。
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　──思い出と一いつ緒しよに逝ゆけるなら、なにも怖こわいことなど──




　不意に夢から浮かび上がり、あこは目を開いた。

　夜はとうに明けていたらしい。寝しん具ぐのすぐ傍らの障子からは、淡あわい光がにじんでいる。

　六畳じようほどの部屋の天てん井じようは、見知らぬ木目模様をしていた。

（ここ、どこ……？）

　江戸屋や敷しきでもない。愛宕屋敷でもなければ、中山道の旅籠はたごでもない。まったく見覚えのない部屋だ。

　あわてて身を起こすと、寝しん衣いの白小こ袖そでを着ていた。けれどもその寝衣も、昨夜おろしたばかりのもののようで、布は上質だが肌はだになじまない。

　枕まくら元もとを見やると、乱れ箱に小袖と帯とが畳たたんであった。これらはいつも、朝にしのが持ってきてくれるものだ。

（しのとかやはどこ？）

　別室にいるのだろうか。障子をあける。そこはまた見知らぬ坪つぼ庭にわだった。

　庭木は剪せん定ていが行き届き、水を得た枝葉が輝かがやいている。

　庭にいた藤ふじ色いろの小袖姿の娘がふり返った。柄ひ杓しやくと木き桶おけを手にしている。水やりの最中だったらしい。

「あら、お目覚め？」

「あ……」

（この子、たしか比紗とかいう──）

　見覚えがある少女の顔に、徐じよ々じよに記き憶おくが蘇よみがえる。──そう、ここは伏見だ。

「あの、昨日は助けてくれてありがとう」

　あこはそう言葉を継いだものの、「いいえーどういたしましてー」と娘の返答はどこか投げやりだった。

（わたし、なにか気に障さわることでもした……？）

　あこが呆ぼう然ぜんとしていると、比紗は水を撒まく手を休めることなく、

「お姫ひめさまがそんな恰かつ好こうで出歩いていいわけ？　ここはお屋敷じゃないんだからね？」

「──あっ！」

　寝衣姿のままであることに気付いて、あこはあわてて部屋に引きかえし、ぱしっと障子を閉とざす。

（誰だれにも見られてないわよね!?）

　坪庭ということは、庭を囲む四辺それぞれが部屋に面している。運よく誰もいなかったからいいようなものの、人目に──しかも異性の目に触ふれていたら、とんだ醜しゆう態たいだ。

　しのとかやの姿は見当たらなかったが、着き替がえくらいはひとりでできる。

　枕元にあった桜色の小袖はよく知っているものだ。江戸から持ってきたもので、何度も袖そでを通しているので肌になじむ。

　夜着ふとんを畳んでそそくさと着替えていると、比紗が水盥たらいを持ってきてくれた。

　顔を洗い、髪かみを梳すいて、紅を刷はく。櫛くしも紅も自分の持ち物とはちがう。

　さすがに化け粧しよう台までは持ってこなかったにしろ、櫛と紅は旅先に持ってくるだろうに──

「準備できた？」

「え、ええ」

　比紗に呼ばれるままに付いてゆくと、すぐ隣となりの部屋に羽織姿のよく見知った姿があった。

　──いや、記憶にある姿よりすこし成長している気もするが、その相手は間ま違ちがいなく。

「右う近こん、殿どの……」

　ほっとして、直継の前で気が抜ぬけたようにすとんと腰こしを落とした。それから我に返って、あわてて指をついて朝の挨あい拶さつをする。

「体調はどうだ。昨日はつらそうだったが」

「昨日？」

　昨日なにかあったかと思い返しかけて、あこはすっと蒼あおくなった。

（わたし！　往来で右近殿に抱だきつかなかった!?）

「あ、あのっ……昨日は……！」

「いや、かまわない」

　そう答える直継の態度はいたって普ふ通つうだ。なんの動どう揺ようも見られない。

（右近殿にはなんでもないことだった、の……？）

　恥はずかしがられても困るし、そんな姿も想像つかないが、まったく気にもされていないと思うと落ち込む。

「……うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　いつになく沈しずんだ声こわ音ねでそう言うと、

「本当か？」

　直継はすこし小首を傾かしげて、あこの顔を覗のぞきこんだ。

　その瞳ひとみに緑色の光はない。だが感情を読み取ろうとするその瞳が、本当に心配してくれているのだとわかる。

「本当に大丈夫。体調のほうは問題ないから」

　気にかけていてくれることが嬉うれしくて、今度は本当の笑顔で言うことができた。

　そうか、と直継も穏やかに息をついた。

　昨日、あのあと、事情がわからず泣きだした自分を近くの茶屋でなだめてくれて、そのまま直継が泊とまっているという旅籠に連れてきてもらった。

　とりあえず休めと、昨日は先に寝かせてもらったものの、なぜ自分が伏見にいたのか、その経いき緯さつをまったく覚えていない。

「外に出られるようなら出てみるか。なにか思い出すやもしれん」

「え!?　う、右近殿と一緒に？」

「無論だ。そなたひとり出歩かせるわけにはいくまい」

　直継はさもあたり前のように告げるが。

（右近殿と一緒におでかけ？　これって、もしかして……）

　世に言うところの、逢あい引き──というものなのではないだろうか？

　思いがけない申し出に、沈みかけていた気分が一気に上じよう昇しようした。

（うれしい！）
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　昨日にまして人ひと出でが増えた伏見大路に、あこは感かん嘆たんの息を漏もらした。

　人出や活気では江戸に勝まさるものはないと思っていたが、この賑にぎわいはなんなのだろう。

「伏見っていつもこんなに人がいるの？」

「いや、今の時期は特別だ」

「お祭りかなにか？」

　そんなものだな、とめずらしく直継は言葉を濁にごし、あこはそれ以上聞けなかった。

（気にかけてくれている、のかな……？）

　なにか思い出すかもしれないと連れ出してもらったものの、直継はなにも説明しない。

　あえてなにも言わず、あこが自分で思い出すのを待っているかのようだ。

（触れたらまずいことでもあって、忘れちゃったのかしら）

　佐和山にいたはずの自分が、なぜ伏見に来ているのだろう。

　気温も記憶にあるよりずいぶんと上がっている。昼ひる日ひ中なかの人ひと混ごみの中ということもあるだろうが、もう春は終わっている。

（今は四月？　五月かしら？）

　四月だとすれば中なか頃ごろには葵あおい祭まつりがある。葵祭のある賀か茂も神社は伏見ではなく禁きん裏りのほうだが、武家の屋や敷しきは伏見のほうが大きい。混雑を避さけて伏見屋敷に泊まっていてもおかしくはない。

（でもじゃあどうしてお屋敷じゃなくて旅籠なの？　なにか理由でもあるのかしら）

　あこがうつむいて考えていると、髪にそっと触れる手があった。

「焦あせらなくていい。そのうち思い出す」

　頭を上げると、自分を見下ろす瞳が優やさしかった。思わず見つめてしまう。

（そういえば右近殿、背が伸のびた、わよね？）

　記憶にある直継の背せ丈たけは、自分よりも指一本分ばかり高いだけで、見上げることはなかった。

　今もそれほど差がついたわけでもない。だが見上げるかどうかでずいぶん違ちがうように感じる。

（一いつ寸すんくらい伸びた？）

　男性は育ち盛りに入ると、数日見ないうちにずいぶんと変わる。しかし一寸分育つ間の記憶がないとすれば、すくなくとも一月は記憶が飛んでいることになる。

「お嬢じようさん、簪かんざしなんていかがですかい？」

　声をかけてきたのは行商人だった。店前で立ち尽つくしていたらしい。

「あっ、かわいい」

　簪は銀製で、珊さん瑚ごや白貝が飾かざりを彩いろどっている。

　ぶらも藤ふじや葵、短冊を連ねたものがあり、涼すずやかな音が耳を楽しませてくれる。

「するのか？　つけているのを見たことがないが」

「ん、あんまりしないかな。よく出歩いてたし、落とすんじゃないかって気になっちゃって」

「でも似合うんじゃないか」

「そ、そうかな!?」

　簪が似合うなど、異性に言われるのははじめてだ。

　着き飾かざったところで誰も見はしなかった。それどころか実家で着飾っては侍じ女じよに陰かげ口ぐちをたたかれるだけだと思って、衣装や装そう飾しよく品にはなるべく拘こだわらないようにしていた。

　なんということはない一言なのに、不思議と心が騒さわぐ。

「じゃ、じゃあ、今度挿さしてみるね！」

　今はいいのか？　と訊たずねる直継に、「江戸から持ってきた荷にいくつか入ってたはずだから」と店先を離はなれた。

　見み渡わたしてみると、軒のきを連ねる店だけでなく往来のそこここで行商人が露ろ天てんの商あきないをしている。

　おのぼりさんよろしくきょろきょろと見回して、あれこれ冷やかしながら大路を行く。そんな中、あこが足を止めたのは香こう木ぼく店だった。店先まで奥ゆかしい香かおりが漂ただよっている。

　店の入り口には、小さな錦にしきの袋ふくろが並んでいる。その横に色とりどりの紐ひもが並んでいるのは、好きな色の紐で結ゆわってくれるからだろう。

「欲しいのか？」

「え、ううん。自分のは持ってるからいいんだけど」

　香こう合あわせも、しなくはないが好んではしない。大たい抵ていはしのに任せきりだ。

（あら？　じゃあなんで気になったりしたのかしら？）

　なにか心に引っかかったような気がしたのに──まったく思い当たる節がない。

「……じゃあ行くか」

「あ、ごめんね。待たせちゃって」

　なんでもない、と言って直継が歩き出す。背中に流れる黒くろ髪かみは艶つややかな漆うるしのようで、あいかわらず綺き麗れいだなーと見とれながらあこは後ろをついていった。




　比紗はそんなふたりから距きよ離りを置きながらも、見失わないように後を付けていた。

（なんで逢い引きの警護なんかしなきゃなんないわけ!?）

　姫ひめもかなり腕うでが立つ。それは昨日の一件でわかったが、それでも大名家の当主と姫をふたりきりで出歩かせるわけにはいかないらしい。やんごとなき身分というのも面めん倒どうなものだ。

　警護の任は初めてではないし、嫌きらいでもない。

　だが、気に障さわるのは直継の態度だ。

（昨日は勝手に先さき先さき歩いていったじゃない！　なんで今日はこんなに歩くの遅おそいわけ!?）

　彼女がなにか興味を惹ひかれるたびに店に立ち寄っているものだから、全然歩みが進まない。おかげで比紗もそこいらの店で、見たくもない品を見るふりをしなければならない。

　昨日は心躍おどらせた銀簪も、今日は色あせて見える。

（わたしが簪を見ているときはまるっきり無視だったくせに！）

　香木店から立ち去って、やっと進む気になったかと思いきや、娘むすめが道行く人にぶつかられた。

　直継はそんな彼女の腕を取って支え、またなにやら立ち話をはじめる。往来の人は仲なか睦むつまじそうな二人を羨うらやましそうに横眼に見やりながら、避けて通ってゆく。

（わたしが人にぶつかりそうでも全然助けてくれなかったわよね!?）

　それに話しかけたって無視のしどおしで、ろくに返事もしてくれなかった。

（なのになんなのあの態度の違いは!?　 話すのは好きじゃないとか言ってなかった!?）

　直継はあいかわらず澄すました顔ながら、昨日より目元がやわらかく見えるのは比紗の気のせいではないはずだ。

　娘のほうは、あきらかに直継に想おもいを寄せている。見上げる目がそう言っている。

　直継が娘にかける言葉は、音は聞き取れないながらも、唇くちびるの動きを読めばわかる。たいしたことは言っていないが、娘がその言葉に心躍らせているのもわかる。

　なんとなくいい雰ふん囲い気きだ。それがむかつく。

　昨日の自分もあんなにはしゃいでいたのだろうかと思うと、余計に腹立たしい。

（許いい嫁なずけだから!?　許嫁だから気を遣つかってんの!?　そうじゃないわよね!?）

　今朝、彼女は直継の許嫁だと説明された。

（他ほかに好きな娘こがいるんじゃなかったの!?）

　昨日、許嫁がいると言ったときの沈しずみようはなんだったのか。許嫁がいるから想い人をあきらめようとしていたのではなかったのか。

　あれほど親しげにしている様子を見ると、まるで彼女が想い人本人であるかのようだ──というよりも、きっと直継は彼女に想いを寄せている。ということは。

（政略結けつ婚こんのくせに幸せ者なんじゃないのよ!!）

　昨日のは、結婚前に鬱うつになるというあれだろうか。気き遣づかってしまった自分が馬ば鹿かみたいだ。

　まだろくに歩いてもいないのに、直継が彼女の身を気遣って休きゆう憩けいを申し出た。昨日、比紗と入った茶屋だ。

　露ろ台だいに腰こしかけたふたりに、比紗の顔かおなじみがお茶を出して応対している。

　香の匂においから直継が昨日の比紗の連れだと気付いただろうに、表情にはおくびにも出さない。さすが玄人くろうとだ。

　直継から注文を受けて運ばれてきたのは、甘みだれが二皿。

（昨日は甘くないほうがいいとか言ってなかった!?　なんで今日は甘みだれなわけ!?　本当は甘いほうが好きなの!?　今がたまたまそういう気分だから!?　甘いものがほしい気分なの!?　そういうことなの!?　ねぇ!?）

「──殺気を立てるな」

　組くみ紐ひもを選んでいるふりをしながら、旅人姿の甲斐が声を落とす。

「わかってるわよそれくらい！」

　牙きばをむいて言い返す比紗に、甲斐は、言っても無む駄だかと深くため息をついた。




　茶屋の前の露台に腰かけて、あこは出されたお茶に口をつけると、ほぅと息をついた。

　見上げるととてもいい天気だ。しかし陽光が直接当たらないように、大きな紅の日ひ傘がさが遮さえぎっている。日ひ陰かげになっていて心ここ地ちいい。

　入る前に直継に「大だい丈じよう夫ぶなの？」と訊きいたのだが、直継は茶に口をつけている。きっとここも忍しのびが商っている茶屋なのだろう。

「そういえば、一いつ緒しよにお茶したわよね。醒井で」

「……そうだな」

　そう答える声こわ音ねは、想像していたより低かった。なにかよくない思い出に触ふれたのだろうか。

（またこうして一緒に来られてうれしいなーとか思ってるのは、わたしだけ……？）

　ちらちらと視線を向けるが、直継はそれきり口を閉とざし、時おり思い出したように茶を口元に運ぶだけだ。

（やっぱりわたしに記き憶おくがないから？　思い出したらちゃんと話してくれる……わよね？）

　早く記憶を取りもどさなきゃ！　と気合いを入れていると、そこに運ばれてきたのは、甘みだれの団子だった。しかし。

「……どうしてわたしのだけ山やま盛もりなの？」

　すると直継は涼すずしげな眼めをちらりと向け、こともなげに答えた。

「そなたはよく食べるから」

（それってあのときのこと!?）

　醒井で団子泥どろ棒ぼうにあったとき、怖こわい顔で睨にらみつけてしまった。その怒いかりが高じて、秀忠到とう来らいの先さき触ぶれに来ていた直なお孝たかまで睨みつけてしまったのだが──

（わたし、そんなに怖い顔をしていたかしら……）

　山盛りを注文されたということは、多分そういうことなのだろう──あこは深く反省した。

「あの……秀忠さまは無事にご出しゆつ立たつされた、の、よね？」

「ああ」

（そりゃそうよね）

　直孝が先触れに来て数日後、秀忠が佐和山を訪おとずれた。そこであこは秀忠と会ったのだが、その晩、秀忠が倒たおれたようなことを聞いた──気がする。

　だが、井伊家が咎とがめを受けるようなことにはならなかったということだ。秀忠が無事でなければ、いまこうして直継が生きていられるはずがない。

　醒井に行ったことは覚えている。秀忠に会ったことも覚えている。秀忠が昏こん睡すいに陥おちいったことも覚えているのだが、それからどうなったのか、そのあたりから記憶が曖あい昧まいだ。

　秀忠昏睡のとき、自分に一体なにがあったのだろう。

（わたし、どうしちゃったの……？）

　あこは沈む記憶の中の深い淵ふちを探すように、抹まつ茶ちやの泡あわをぼんやりと見つめた。




　直継は考えこむあこの横顔を見つめた。

　よほど思いつめているのか、団子にも手を伸のばすことなく、直継の視線に気づく様子もない。

　直継もまた、そんなあこに声を掛かけられなかった。

（彼女は醒井のことを知っていた……）

　秀忠のことを訊いてきたのは、昏睡に陥ったことを覚えているからだろう。

　しかし彼女はその一件の結末を知らない。

　ということは秀忠が発たった後の告白も、その夜、共に過ごした記憶も、ない。

　──右近殿が……好き……だからっ！

　佐和山を発つ秀忠を見送って、そして彼女との別れも覚かく悟ごしていた自分に、思いがけずかけられた言葉。

　彼女が元の世界に帰ることはわかっていた。帰ったあとは彼女と出会う前の日々──以前と同じ毎日に戻もどるだけだ。だからなにも言わずに見送ろうと思っていた。なのに彼女のほうから踏ふみ込んできた。

　いま目の前にいる彼女も、おなじ気持ちを抱かかえているのだろうか？

　──優やさしいところが好きとか言ってましたねぇ、そういえば。

　後から主馬がそう言っていた。

　自分は決して優しくなんてなかったし、彼女を傷つけることもたくさん言った。

　なのに彼女はいつから抱えていたのだろう、その想いを。

　目が彼女を追ってしまう。やわらかな頰ほお、唇、その感かん触しよくをまだ覚えている。

　あのとき漏もれた吐と息いきも、声音も、全部自分の記憶の中にはあるのに、彼女は忘れてしまったというのか。

（──触れたい）

　心が、振ふれる。

　昨日、おなじ場所でおなじ距きよ離りでおなじように話していた娘では振れなかった心が、彼女に触れたいと言っている。

「右近殿……？」

　やっと注がれた視線に気がついたか、彼女がこちらを向いた。

「どうかしたの？」とまっすぐに見つめてくる。

「なんでもない」

「そう？　でも、なんでもないって感じじゃないような……」

　自分がじっと彼女を見ていると、その瞳ひとみに吸いつけられるように彼女の表情が止まった。

　──ああ、あのときとおなじだ。

　無防備にわずかに開いた唇くちびる。多分このまま口を寄せても拒きよ絶ぜつされないのだろうなと思った。

「──気にするな」

「そ、そそ、そう？　で、でも……！」

　朱しゆを帯びる彼女の頰。きっと温かくて、やわらかい。

　その頰に唇で触れたときのことも自分の記憶にある。──自分だけの記憶の中に。

　なぜ失ってしまったのか、と理り不ふ尽じんな苛いら立だちを覚える。次いで、その想おもいを冷ますかのように現実を思い出す。

　──彼女は自分の許いい嫁なずけではないのだと。

　彼女は前を向いてゆく人間──自分が触れてはいけない相手だ。

　胸の奥深くで暴れる感情を抑おさえつけると、直継は「なんでもない」と視線を外した。

「そ、そう？　なら……いいんだけど……」

　そのとき彼女の声が沈んだように聞こえたのは、自分のうぬぼれだろうか。




　直継の視線から解放されたものの、あこの心音はしばらく収まりそうになかった。

（い、いったいなんだったのあれは!?）

　直継はいつも、大たい抵ていのものを興味なげに眺ながめている。なにかを凝ぎよう視しするのはとても珍めずらしい。──そしてそれが自分の顔だと思うと、異様に緊きん張ちようする。

（右近殿はいったい何を見ていたわけ!?　口元にお抹茶がついたままだったとか、おでこになにか書いてあるとか!?）

　主馬殿じゃあるまいし……と思いかけて、主馬がおでこに健康児云うん々ぬんと言っていたことを思い出した。殿はもの静かな人だから騒さわがしいのはどうこうとか言っていた気もする。

（そんなに騒がしくしてたつもりはないんだけど……と、とりあえず話題を変えなきゃ！）

「ね、ねぇ右近殿、あのお城はなに？」

　直継は一いつ瞬しゆん、何事かという目をあこに向けた。

「──伏見城だが」

「えっ!?」

　直継が驚おどろいたのは、唐とう突とつな問いかけよりも、問いかけた内容のほうだったらしい。

「伏見に伏見城があるのがおかしいか？」

「え、だって、伏見のお城って宇治の川沿いじゃなかった？」

「ああ、その伏見城なら地震じゆれで倒とう壊かいして──」

　そう言いかけて、直継の言葉が途と中ちゆうで止まった。

「……どうかしたの？」

「……いや。地震で倒壊したから、地じ盤ばんの固い山頂に建て直した。十年くらい前の話だ」

「十年……」

　祖父の鳥居元忠が伏見城を預かって、西軍の攻こう勢せいをしのいだのは五年前のこと。

　ということは、祖父はあの山頂の伏見城で戦って亡なくなったことになる。

（わたし、どうして川沿いだなんて思ってたのかしら？）

　伏見に来たことはないのに、あたり前のように城は川沿いにあるものだと思い込んでいた。

（いったいどうして……？）

「あのお城、今も使われているの？」

「ああ。戦いくさの後に修築して、いまは秀忠公がご滞たい在ざい中だ」

「ええっ!?　若様が!?」

　秀忠は普ふ段だんは江戸城にいる。だが将軍職拝命のために、十万とも言われる兵を連れて上じよう洛らくの途中だった。

（あ、だから伏見にこんなに人が……？）

　次期将軍の姿を一目見ようと人が集まっているのだ。葵あおい祭まつりではなかったらしい。

（たしか若様の将軍拝命が四月の末だったから、いまはそれくらいの時期ってことよね。ということは丸一ヶ月記き憶おくがないってこと……？）

　あこはふたたび思し索さくの海に沈しずみ、直継が見つめる視線に気づくことはなかった。
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　夜、主馬が旅籠はたごにもどる頃ころには、夜半も過ぎていた。

　帰ったら彼女と話をしようと思っていたのだが、すでに床とこに入ってしまったらしい。

　隣りん室しつに遠えん慮りよしてか、控ひかえめな灯あかりがともる中、直継から遅おそいと言わんばかりの視線を向けられてしまった。まるで夜遊びを咎とがめられる夫の気分だ。──が、それもそう悪い気分ではない。

「いやー、酒しゆ宴えんに引きとめられてしまいまして。最近のご趣しゆ味みなのか、伊達様みずから腕うでを振るわれるというので、そう無下にもできず」

　口調は変わらないが、部屋の暗さにつられて声量が落ちる。

「そちらはなにか収しゆう穫かくでもありましたか？」

「おそらく三月十四日までの記憶はある」

　ほー、と主馬は感心した。たった一日でずいぶん具体的な日まで詰つめたものだ。

「十四日っていうと、殿がご公こう儀ぎに拘こう束そくされて、俺が彼女と一いつ緒しよに動きはじめたころですか。……まさか彼女を問とい詰めて聞き出したわけじゃないですよね？」

「違ちがう。話しぶりからして醒井に行ったこと、秀忠公の昏こん睡すいのことは覚えているようだった。だがその後の記憶がない。秀忠公が目覚められたことを知らなかった」

　このあたりのことはそなたのほうが詳くわしいだろう？　と責めるような目を向けられた。その中にはおそらく、ずっと彼女と共にいた自分への嫉しつ妬とも含ふくまれている。

「ええまぁ、一緒にはいましたよ。だからって、誤解を受けるようなことは一いつ切さいありませんでしたけどね」

　実際は姫ひめに泣かれたりもした。それを知られた日には直継に一生怨うらまれるにちがいない。姫が都合良く忘れていてくれることを祈いのるばかりだ。

「私が公儀に囚とらわれている間、彼女になにがあった？」

「俺とは別段なにもなかったですが……あー拉ら致ちられましたね、あの人らに」

　姫が奪うばわれた──そう直継に報告をしたのは主馬自身だ。

　主馬が意識を落としている間に、姫は大谷吉継の手に落ちた。だがその件を直継に報しらせると、直継自ら救いに行った。そのあとの事情は直継のほうが詳しいはずだ。

「あのとき、あの者たちになにかされたんでしょうかね」

「──過去に跳とばされたと言っていた。関ヶ原で父に会った、と」

「へぇ……関ヶ原ですか」

　関ヶ原の戦は主馬も参戦していた。ずっと直政の側にいたが、彼女が現れた覚えはない。

　しかしいま考えるべきは自分の記憶との整合性ではなく、彼女の身に起こったことだ。

「では関ヶ原に限らず、別の時間に──この時間に跳ばされた可能性もあるってことですね」

　それならば、攫さらわれてからの記憶がないことに理由もつく。

　直継は彼女が奪われたときの心の痛みを思い出したのか、扇おうぎを強く握にぎりしめた。

「殿、ご自分をお責めにならないでください。彼女が攫われたのは完全に俺の失態です」

　直継はあこを帰せと命じていた。その命令に反したのは自分の独断、そのことが導いた一件だというなら責任は自分にある。

「彼女の件はがんばってなんとかしますから、それで帳消しにしてくださいませんかね？」

「──妹の件も収められたらな」

「いやー、それは鋭えい意い努力中ということで」

　直継に怨みがましい視線を向けられ、主馬は笑って流した。

　正直、妹姫の件は分が悪いと読んでいる。政宗は本気だ。いざとなれば将軍家に先に話を通して許可を得てしまうだろう。徳川にしても譜ふ代だいの姫ひとりで伊達家に恩を売れるなら安い代価だ。

　しかしいま話すことではないと、主馬は話を戻もどした。

「他ほかに何か気づかれたことは？」

「宇治の川沿いの伏見城を思い出しかけていた」

「川沿い……？　あー、十年くらい前に地震で倒壊したあれですか」

　その地震はいわくつきだ。

　秀吉は養子の秀ひで次つぐに関白職を譲ゆずってから、実子の秀頼が生まれた。秀頼のために秀次が邪じや魔まになった秀吉は、秀次とその妻子を皆みな殺ごろしにした。

　伏見が大おお地じ震しんに見み舞まわれたのはその直後のことだ。

　伏見城は倒壊し、秀次の怨おん念ねんだとの噂うわさが絶えなかった。城を川沿いではなく山頂に移したのは、その噂を払ふつ拭しよくする意味もあったのだろう。

「そういえば彼女、生まれも育ちも伏見なんでしたっけ。記憶はないそうですが」

「あの者から、その件には触ふれてくれるなと頼たのまれている。……複雑な生おい立ちが彼女の気持ちを追い詰めて、過去を消し去ってしまったのかもしれないと」

　あの者というのは、彼女の幼なじみの家老名みよう代だい、小一郎こと高たか須す源げん十じゆう郎ろうだ。

　源十郎が彼女を想おもっていることに気づいたか、直継は恋こい敵がたきの名を呼ぼうとしない。その点、彼女より察しがいい。

（あいつもそういう気き遣づかいができるなら、彼女の気持ちを救ってやりゃよかったのに）

　しかし彼も家老の嫡ちやく子しという身分ある立場上、御お家いえに関かかわる問題には下手に触れられなかったのだろう──つくづくついてない奴やつだ。

「腫はれものと思って、遠巻きにしてるだけが優やさしさとは限りませんけどね。まぁ良い機会です。明日は伏見らしい場所にでも行ったらどうですか。幼いころの記憶と一緒に思い出すかもしれませんよ」

　彼女が江戸に下ったのは、川沿いに伏見城があったころだ。

　記憶の混乱で、逆に失われた過去の記憶がよみがえっているのかもしれない。

　源十郎の頼みと自分の進言、相対立するふたつを秤はかりにかけているのか、直継は無言だった。

「──で、なにか進展はありましたか？」

「進展？　わかったことはいま言ったとおりだが……ああ、火付けの方なら手がかりなしだ」

　こういう反応をするあたり、ああ可愛かわいいなぁと思う。

　采女ならばすぐに察して、いつもの微び笑しようを浮うかべながら「なんでもないですよ」と流すだろう。しかし成長途と中ちゆうの直継は、まだからかい甲斐がある。

「違いますよ。彼女と一日一緒にいたんでしょう。なにもなかったわけないでしょう？」

　そこまで言って、直継はやっとなんの進展か思い至ったらしい。鋭するどく睨にらみつけてきた。

「……そなたと一緒にするな」

「またまたー。目の前にいたら、食指の一本や二本動いて当然でしょう」

　十六にして初めて抱いだいた遅おそ咲ざきの感情とはいえ、そのあたりは教えるまでもないだろう。

　三月十四日までの記憶があるなら、彼女はとうに直継を意識しているはずだ。そして直継は彼女が抱いている好意を知っている──となればもう二人の間の障害はないに等しい。

「特に彼女、つきたての餅もちに片かた栗くり粉こをはたいたみたいなもち肌ですしねぇ。触れたくなっても無理ないですよ」

　しかし直継は主馬を睨ねめつけて言葉を封ふうじたあと、己おのれに言い聞かせるようにつぶやいた。

「あれは彼女ではない──許いい嫁なずけでもない。あの者は時迷い人……別人だ」

　硬かたい声こわ音ねと頑かたくなな態度、それがかえって想いの深さを思わせる。

　自分の理性に暗示をかけなければ抑おさえられないということだ。

（──こりゃ脈あり、かな？）

　なんなら、今度こそこのままここに置いておけばいい。

　そういうのもありかな、などと策を巡めぐらせながら、主馬は悩なやめる主のために話題を変えた。




（え……？）

　主馬と直継の会話は、廊ろう下かに控えていた比紗の耳にも届いた。声は控えめだったが、忍しのびの訓練の賜たま物ものだ。

　娘むすめの失くした記き憶おく云うん々ぬんはどうでもいい。引っかかったのはただひとつ──

（許嫁じゃないって……どういうこと？）

　彼女は直継の許嫁だと聞いている。いずれ直継の正室となる姫ゆえ直継同様に守護しろと。

　だが直継はたしかに言った。別人だ──と。

（じゃああの娘こはいったい何者なの……？）

　比紗は恐おそろしいものでも見るかのように、娘の眠ねむる隣室を見やった。
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　あこは、立ち並ぶ鳥居を前に立ち尽つくした。

　目の前には入り口が二つ。

　左右に分かたれた朱しゆ色いろの道。

　朱の鳥居は絶え間なくつづき、左右どちらの道を選んでも異世界に連れ去られそうだ。

　伏見稲荷いなり。名には聞いたことがあったが、来るのは当然初めてだ。──初めての、はずだ。

　しかし大鳥居をくぐってすぐの本ほん殿でんを見たときも感じたが。

（わたし、ここ……知ってる……？）

「あこ？」

　呼びかけられて、我に返る。

　見上げると、傍かたわらに立つ直継が静かに見下ろしていた。

「どちらの道でもいい。おなじ場所にたどりつく」

　じゃあ左右に分かれて行ってみましょうか。いつもの自分ならそう言っていたはずだ。

　しかしいま一人になっては、どこかへ──知らないどこかへ連れ去られそうな気がして、あこは直継の羽織の左袖そでをきゅっと摑む。

　直継は袖を摑つかまれたまま前を向くと、まっすぐ右手の鳥居をくぐった。

　朱塗りの鳥居のおかげで、射さしこむ木こ漏もれ日まで朱色に染まって見える。鳥居の足元だけは黒塗りで、深い沼ぬまを進むかのようだ。

　気を抜ぬけば、このまま深い淵ふちに引きずり込まれそうな気がする。

　心の奥がさざめく。──この気持ちは、伏見稲荷に来る前からあった。

　今朝、旅籠はたごを出ると、直継は伏見大路を昨日とは逆に向かった。宇治川に背を向けた形だ。

　途中で西に曲がる大路から逸それてまっすぐ北へと向かうと、武ぶ家け屋や敷しきが立ち並んでいた。

　白しろ塀べいに黒の瓦かわら、黒塗りの屋敷に時おり交じる金の装そう飾しよく──質素ながらも荘そう厳ごんな屋敷が立ち並ぶさまは、伏見城下の商人の賑にぎわいとはちがって重々しさがある。

　江戸で見慣れているはずの光景だが、なぜかあこの心を搔かきたてた。

（──知ってる気がする）

　えんえんと続く白塀。朱の鳥居。

　いくつ過ぎても途と切ぎれることのないものが、自分の中でぐるぐると巡りつづけている。

　知るはずのない場所。なのに湧わきあがるその感情。

　記き憶おくの飛んでいるこの一月。そこで見ていたものを思い出しかけているのだろうか。

　──いや違ちがう。きっと、もっと深いところに眠るなにかを──思い出してはいけない自分を、呼び起こそうとしている気がする。

（そのとき、わたしはどうなるの？）

　沼の奥底に眠る知らない自分。それが目覚めた時、自分は吞のみ込まれて消えてしまうのでは──？　そんな恐きよう怖ふが襲おそってきて、あこは直継の袖をつかむ指先に力を込めた。

　しかし指が震ふるえてままならない。

　直継の歩みはけして速くはない。けれどこのまま直継を──自分を見失ってしまうのではないか。

　あこは前を行く直継に呼びかけようとした。しかし唇くちびるも震えて、声が出ない。

（……こわい）




　────わたしはどこにゆくの？

　こいちろうはいせにいくっていってた。けれどははうえとはいせでさよならして、ははうえはきょうへもどるって。じゃあわたしはいったいどうなるの。どこにつれてゆかれるの。

　わたしはいらないこだから、きっとどこかにすてられて────




　あこははっと我に返る。

　意識を引きもどしたのは、つながれた手だった。直継があこの手のひらを摑んでいる。

「右近、殿……？」

　手は冷え切って、冷たい汗あせがにじんでいる。息が細くなって、そのまま意識を失いそうな感覚を、直継の手がつなぎとめていた。

「もうすぐだ」

　そう言って踵きびすを返すと、あこの手をつかんだまま歩みを進めた。

（──大だい丈じよう夫ぶ）

　この手をつないでゆけば大丈夫。なにも迷うことも怖こわがることもない。

　あこは自分を見失わないよう目を閉じて、ただ引かれるそのぬくもりを頼たよりに鳥居を抜けた。







（伏見稲荷ねー……）

　比紗は見慣れた朱の本殿を見上げた。

　伏見稲荷は小高い山ひとつが丸ごと神社となっている。境けい内だいは広いが参拝客も異様に多い。今日は正月なのではないかという賑いようだ。

　秀忠上じよう洛らくで人口が急増しているせいだろう。主君に付いて上洛した家臣たちが、非番の日に御お参まいりにきているのだ。ざっと見るだけでも男、特に侍さむらいが目に付く。

　比紗の警護対象のふたりは人混みを避さけて、境内のはずれの茶屋で休きゆう憩けい中だ。

　娘は霊れい気きにあてられたのか、蒼あおい顔をしている。

（体調がよくないときに山登りなんてするからよ）

　山──特に霊場は、街中とは気の流れがちがう。不用意に立ち入って、感覚の違いに酔よってしまう者もすくなくない。

　自じ業ごう自得。

　そう言いたいところだが、気き遣づかう直継の姿を見ると、役得、というほうが正しい気がした。

　傍らに腰こしかけた直継は、うつむきがちな娘を覗のぞきこむように様子を見ていた。だが娘は「大丈夫」と答えるばかりで、その顔色は一向によくなる気配がない。

　心配した直継が娘の頰ほおに触ふれると、娘は驚おどろいたように顔を上げて、わずかに頰に赤みが差した。

　娘はわたわたとあわてて逃のがれようとするが、振ふり払はらうこともできず、されるがままになっている。だが、そんな照れまくった娘の様子は直継の関心事ではないらしい。

（すこし熱がもどったな、じゃないわよ！）

　当事者ふたりは至し極ごくまっとうに会話しているつもりのようだが、周りの客は「あついあつい」と扇せん子すを取りだしている始末だ。一言言わせてもらえば、今日はそれほど暑くない。

（──あああもうっ！　勝手にやってれば!?）

　比紗は八つ当たりのように、木き串ぐしに刺ささった雀すずめの丸焼きにかぶりついた。

　夫ふう婦ふ喧げん嘩かは犬も食わないが、熱ねつ愛あい夫ふう婦ふは食う食わない以前に近寄りたくもない。

（……って、彼女は夫婦めおとになる相手じゃないんだっけ？）

　昨夜、主馬と直継が言っていた。彼女は時迷い人だと。

（時迷い人って、山に出るっていうあれ、よね？）

　忍しのびは山に暮らし、移動の際も山道を行くことが多い。当然、時迷い人についてもよく耳にしている。

　山の霊気に当てられてただ迷うだけではない。いつのまにか元いた時間からも外れて迷いこむ者、それらを時迷い人と呼んでいる。なぜ迷ったのか理由はわからないままに、「狐きつねにばかされた」で終わるのが普ふ通つうだ。

　伏見稲荷の祭神の御使いはお稲荷さま──つまりお狐さまだ。時迷い人には効果覿てき面めんだろう。

（でもそういうのって、大たい抵ていは猟りよう師しとか麓ふもとの村人が迷いこむんだけど……）

　時迷い人に共通しているのは、山で迷ったということだ。

　比紗も山を行くとき、近づいてはいけないと思う場所がある。獣けものもそれを本能的に知っていて、不自然に歪ゆがんだ獣道などはそういう場所を避けている。おそらく霊気の溜たまり場なのだろう。人が行く山道はそれを避けて作られている。

　だが慣れない者は、山道を逸れてそれを踏ふんでしまう。そして感覚が狂くるって迷い込むのだ。

（でもなんで大名家のお姫ひめさまが山なんかにいたわけ？　……まぁあの娘こなら、また変なことに首を突っ込んで入りこんじゃったのかもしれないけど……）

　そのとき、比紗の周りでざわめきが満ちた。

　見やると、若草色の小こ袖そでの娘むすめが、参拝客の合間を駆かけ抜けてゆく。

　まだ若く愛らしい年頃ごろの娘だ。だがその面おもてにあるのは、年に似合わず冷え切った瞳ひとみ。

　駆ける足は危なげなく、機き敏びんな動きで参拝客とぶつかることはない。

　だが偶ぐう然ぜん真正面に立っていた比紗に、娘が顔を上げた。──目が合った。

「…………あ」

　それは比紗の知っている娘だった。

　年は比紗より二つ下の十四歳、まだ大人ではないが奉ほう公こうにあがってもおかしくない年頃だ。

　現に娘のその小袖は奉公人のお仕着せだった。

「待てッ！」

　その怒ど声せいに、比紗は弾はじかれたように視線を上げる。娘の後ろからは羽織姿の男たちが追ってきた。

　数は五名、派手な矢や羽ば根ね柄がらの羽織から覗く鞘さやは二本──侍だ。

「おまえも仲間か!?」

　男たちは刀を抜き払うと、比紗と娘を半円に取り囲んだ。

　比紗の周囲にいた参拝客の女は悲鳴を上げ、男たちは刀の届かぬところに逃にげ、離はなれた場所から怖いもの見たさの見物と洒落しやれこんでいる。

（しまった……）

　追われていた少女はおなじ里の忍しのびだった。

　この娘は井伊家とは別の家に雇やとわれ、斥せつ候こうの任に当たっていた。下働きになりすまして探さぐっていたところをしくじって間者と悟さとられたのだろう。

　──だが、しくじったのは自分もおなじだ。

　任についているときはおなじ里の者であっても他人、雇い主ぬしによってはおなじ里で敵味方に分かれることもある。そのときは敵同士として刃やいばも交かわす。それが忍びだ。

　たとえこの娘が目の前で斬きられようと、自分は他人のふりをするべきだった。

（まだ間にあう……？）

　娘に声をかけられたわけではない。視線が合っただけだ。知らない娘が駆けてきて、自分は驚いて立ちすくんでしまった、ただそれだけのこと。言い逃れはきく。

（けれど、そうしたら……）

　少女はきっ、と強い目線で男たちを睨にらみつけていたが、その面には焦あせりがあった。

　相手は抜ぬき身み持ちの五人、こちらは訓練を積んだ忍びといえどもたった一人。勝ち目はない。

　このままでは彼女は捕とらえられて、屋や敷しきに連れもどされて、厳しい尋じん問もんを受けるだろう。

　口を割っても割らなくても、おそらく────殺される。

　彼女もそれをわかっている。捕らえられる前に自害する覚かく悟ごを固めている。

（────このまま見捨てろっていうの!?）

　相手は抜き身だが、周囲には多くの参拝客がいる。

（火の子玉で煙えん幕まくを張れば──）

　参拝客の混乱の隙すきに逃げおおせられる。

　山に入ってしまえばこちらのものだ。木々を渡わたって、侍を撒まける。

　比紗は切っ先の距きよ離りを読みながら、袖そで口ぐちに潜ひそませた火器の感覚を探っていた。──が。

「なにをしているの比紗!?」

　騒そう動どうを察したのか、声を上げてあこが駆けてきた。

（あんた、馬ば鹿か……ッ！）

　昨日のかっぱらいとはわけがちがう。相手は二本差し、しかも無ぶ頼らいではなくどこかの家の家人だ。取り囲む参拝客も大半が武家の者、ならばどちらに味方するかはあきらかだ。

　だがあこは、少女を男たちの視線から阻はばむように比紗の前に立つと、比紗の手を取った。

「早く来ないと甘あま酒ざけが冷めちゃうでしょ!?」

（え？　なに…………甘酒っ!?）

　比紗は呆ぼう然ぜんとあこを見つめる。あこの顔は比紗に向いていたが、視線は向いていなかった。

　目で、少女に早く行きなさいと促うながしている。

　少女は侍たちの気が逸それた隙をついて、背を向けて駆けだした。

「おいっ、待て！」

　一息遅おくれて男たちの数人が、刀を収めて少女を追う。だが本ほん殿でんの裏はすぐに山、男たちとこれだけの距離があれば逃げ切れるにちがいない。

　残った男は二名、刃を収める気配はない。

「──なんの真ま似ねだ」

「なにって、比紗はわたしの侍じ女じよよ。彼女がなにかしたっていうの？」

　切っ先を向けられてなお、あこがひるむ様子はない。

　侍さむらいたちは目を眇すがめてあこを見る。

　男たちの恰かつ好こうからして、それなりの家に仕える侍のようだ。男たちは、あこの手の込んだ刺し繡しゆうの小袖や侍女連れという身から、ただの街娘でないことを察したのだろう。

　忍びや街娘ならば一存で斬り捨てられる。だが相手が武家の娘なら話は別だ。事は家同士の問題に発展しかねない。相手が女といえども強くは出られない。

　男たちがなんとしたものかと逡しゆん巡じゆんしていると、割りこむ声があった。

「境けい内だいで抜くとは穏おだやかではないな」

　男たちの視線が直継に注がれた。男たちは隙なく直継を探り、身分を推おし量る。

　二本差しである時点で武家の者であることは間ま違ちがいない。

　直継の羽織は、柄こそ落ち着いているが生き地じは高価なものだ。一家人のまとうようなものではない。さらに言えば、京まで旅してきているはずなのに生地がまったく傷いたんでいない。長旅に用いたものではないということだ。一家人の身では、衣類の替かえなどろくに持ってこられない。

　それにまだ若いながらも、落ち着きが違ちがう。瞳には人に使われる卑ひ屈くつさがなく、貴種の風格が漂ただよっている。若さゆえの正義感で入ったのではないのもあきらかだ。

　いつしか参拝客にまぎれて潜んでいた甲斐も、直継との距離を詰つめて、静かに相手を見み据すえて威い圧あつする。忍びを共連れにしている時点で、身分は限られる。

　──いずこかの大名家の子し弟てい。

　その答えに、男たちはかすかに焦りを見せた。

「……どこの御お方かたですか」

「江州、井伊家」

　その名に男たちははっと息を飲んだ。

　譜ふ代だい筆頭大名井伊家、その若き当主は十六歳──目の前の少年と年が合う。

　疑いをかけて身を証あかすものを持ちだされたら恥はじだ。男たちはすぐさま刃を収めると、片かた膝ひざをついた。

「いずこの者だ」

「はっ、奥州越前守が家臣にございます」

（越前ってたしか……）

　つい最近その名を聞いた気がする。たしか、あの遊び人が折せつ衝しよう中の相手ではなかったか。

　直継も思いがけない名にかすかに目を見開いたのち、「越前殿か……」と息をついた。

「越前殿の家の者が、私の連れになにか用か」

「……いえ。人を追っていたところ、行き違いがあっただけにございます。お連れ様にはご無礼つかまつりました」

「そうか。──越前殿にはよしなに」

　男たちははっと一礼するとその場を後にした。

　騒さわぎは収まったものの、周囲のざわめきは収まらなかった。身分を明かしたのだから当然だ。

　京で名家の子弟がお忍しのび散策するのは珍めずらしいことではない。だが井伊家は将軍家に娘を嫁とつがせるほどの大大名だ。

　それに、稲荷いなり見物に洒落こんでいるのは秀忠の上じよう洛らくに従った家の家人だろうが、伏見は大坂と目と鼻の先、豊臣方の者が紛まぎれていてもおかしくない。早々に立ち去ったほうがよさそうだ。

　比紗がふり返ると、直継は「大だい丈じよう夫ぶか」と娘を気き遣づかっていた。

「うん、大丈夫。ありがとう」

　そう答えながらも、娘むすめの顔に浮うかぶ笑えみは硬かたい。だがその表情は、先ほどの蒼あおい顔に比べれば、よほど晴れやかだった。

　娘のおかげで場が収まったのはたしかだ。しかし比紗は、直継と言葉を交わす娘に、素す直なおに礼を告げることができなかった。
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　伏見稲荷から伏見城下の旅籠はたごまで半刻ばかり、傾かたむきはじめていた陽ひも落ちて、旅籠に帰るなり比紗は甲斐に連れられて廊ろう下かに手をついた。

　室内には当主である直継とその相手の姫ひめ、そして主馬がいる。

「まぁ、何事もなく収まったのはよかったよ。けど伊達様とはねぇ……」

　帰りしなに伊達様から「ではまた」なんて言われちゃったから、何事かと思ったらこれだったか──そう言って主馬が苦笑いを浮かべたのがわかった。

　主馬が伊達家の屋敷にいるときにあの家人たちが戻もどってきて、伏見稲荷での経いき緯さつを政宗の耳に入れたのだろう。この一件の話をつけるために主馬はきっともう一度この屋敷を訪ねてくる、それを見み越こして政宗はそう言ったに違いない。ちょっとした洒落しやれだ。「いやー、伊達様に一本取られましたね」と主馬も笑っている。

　主馬は、家老名代として伊達家との折衝役を仰おおせつかっているらしい。

（この遊び人が！　井伊家の家老名代!!）

　弁が立ちそうな彼には、折衝役はこの上ない適役だと思う。ただ、彼の軽い言動と大名家の家老名代という肩かた書がきがどうしても結びつかない。

　大名家のご家老といえば、金きん襴らんの羽織をまとい、屋や敷しきの奥でふんぞり返っている印象しかない。

「妹姫の縁えん談だんに障さわるようなことは……？」

　姫も責任を感じているのだろう。恐おそる恐る訊たずねる。

「なーに、たかだか間者ひとり、先方もそんな瑣さ末まつ事を持ち出すような小さな方じゃないよ。でもまぁ、呼ばれちゃったからは、もう一度行って話はしとかなきゃなんないだろうね」

「確かく認にんさせてもらうが、あの娘こは此こ度たびの火付けに関かかわりないのだな？」

「それは天地神明に誓ちかいましてございません。われらは徳川様に従う者なれば」

　甲斐の返答に、「ならばいい」と直継は流した。

「──ご当主のご温情に感謝申し上げます」

　甲斐がそう言ごん上じようすると、直継はあっさりと「礼なら彼女に言え」と話を振ふった。

　甲斐と比紗が姫に向き直って再度頭を下げると、

「え、わたしはそんな……とっさのことで、あまり考えてなくて……」

　と姫はたじろぐ。

（考えてなくて？）

　──そのささいな一言が、比紗の中のなにかに触ふれた。

「あー気にしなくていいよ。姫が考えなしに首を突つっ込むのは今さらのことだから」

「主馬殿!?」

「だって君、人災にかぎらず天災厄やく災さい、なんでもござれでしょ」

「わたしだって好きで呼んでいるわけじゃ！」

「呼んでこなくても、自分から首突っ込みに行くじゃない」

「だから、それも好きで突っ込んでいるわけじゃ……っ!!」

　姫と主馬は仲がいいのか悪いのか、当主を前にしてまるで兄きよう妹だいのようにがいがいと言い争いをはじめている。

　場の緊きん張ちよう感かんが失うせ、直継は比紗たちに向かって「外せ」と命じた。

　比紗と甲斐は、言い争いを続けるふたりをよそに当主に一礼してその場を下がった。




　御ご前ぜんを下がったあと、比紗は庭端はしで甲斐に頰ほおを叩たたかれた。

　かろうじて音がした、その程度のものだ。手加減されたどころの話ではない。

　甲斐は一発叩いたきり、なにも言わずに立ち去った──痛くない頰が余計に心に痛かった。

　──自分がなにをしたか、わかっているのか。

　言われずとも、伝わった。
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　今日の一件は彼女の無む謀ぼうさに救われた。だが自分の失態は、自分だけでなく彼女らを──雇やとい主ぬしを巻き込みかねないものだった。

　井伊家は比紗の惣むらの雇い主、井伊家からもらう金子で比紗の里は生計を立てている。その雇い主を里の都合で振りまわすなど言語道断だ。

　比紗が優先すべきは、おなじ里の娘を庇かばうことではない。

　あのとき自分は彼女を見捨てるべきだった。

（そんなあたり前のことがどうしてできなかったの）

　気を抜ぬきすぎていたから──任務に対する認識の甘さにはちがいない。

　しかしそれ以上のなにかがあった。時迷い人だという姫、その姫に対する直継の態度、それらに気を取られすぎていたのか。

（いいえ、違うわ）

　あのとき、自分を突き動かしたのは──

（────あ）

　廊下に出てきた姿に、比紗の視線が吸い寄せられた。彼女もまた、比紗に目をとめた。

　姫はまっすぐにこちらに近づいてくる。比紗は指一本動かすことができないまま、心の中で身構えた。

「あとはちゃんと主馬殿が話を収めてきてくれるわ。あの娘こも無事でよかったわね」

「……知った風なことを言わないで」

　押し殺した声に、「え？」と姫は小首を傾かしげる。

「礼は言うわ。でもあなたにだけは庇われたくなかった」

　話の流れが読めない彼女は、大きな目をぱちくりさせている。

　一昨日おととい、かっぱらいの子どもを救おうとしたときとおなじ──汚けがれを知らない瞳ひとみ。

　──ああ、この瞳が自分の心をかき乱しているのだ。

　相手は大名家の姫だ。自分の言動は礼を失している、そうわかったが、感情を抑おさえきれなかった。

「あの娘こがどうして斥せつ候こうになったか教えてあげましょうか。あの娘は惣そう領りよう家の娘で、斥候なんてする身分じゃなかった。でも五年前に親が磔はりつけにされて殺されたの。殺したのは徳川よ──伏見の戦いで、あの娘この親が徳川方を裏切ったから」

「伏……見……？」

　彼女の表情が強こわ張ばるのがわかる。

　──そう、思い知ればいい。

　自分がどれほど安全な場所にいて、だからこそ汚けがれを知らずにいられるのだということを。

「五年前、あの娘この父親は伏見城にいたわ。徳川方としてね。でもあの娘こをはじめ、惣むらの者が西軍の人ひと質じちに取られて脅おどされたのよ。徳川を裏切れって。伏見城が落城したのは彼女の父たちが内応して、城の内から火を放ったからよ。あの娘こは伏見城を守っていた彦ひこ右衛え門もんさま──あなたのお祖父じいさまの仇かたきの娘よ。そう知っていたら、あなた、庇った？」

　黒の瞳が大きく見開かれる。

　その大きな眼めでよく見るがいい、今まで見えていなかった現実を。

「あなたのお祖父じいさまも亡なくなったけど、戦いくさが終わってあの娘この親も殺された。徳川は裏切りを許さなかった。子どもだったあの娘こは他ほかの惣が匿かくまって生き長らえたけど、下働きの身に落とされた。だから斥候になったの。──一昨日おとといのかっぱらいの子だってそうよ。あなたには単なる正義感だったかもしれない。けどあの子たちはそうしなければ生きていけないの。それがあなたにわかる？　姫としてぬくぬく育ったあなたに」

　姫は声もない。──当然だ。

　明日の食事にありつくために、今日の命を危険にさらす。

　お姫さま育ちのこの娘とはあまりに縁えんのない世界だ。

「あなたはなにも考えずに首を突っ込んだのかもしれないけど、あの方はちゃんと考えてた。見捨てるべきだって判断してた。けれどあなたが突っ込んでしまったから、家の名を出してまで場を収めてくれたのよ。それが普ふ通つうなの。そういう世界で生きてるの。あの子たちは」

　見捨てると判断した直継に怨うらみはない。家を負う当主として当然の判断だ。任にしくじった斥候、しかも自分の家と無関係の忍しのびなど放っておけばいい。

　無関係の直継だけでない。比紗自身ですらきっと見捨てていた。見捨てるのがあたり前だと思っていた。──その現実が、さらに比紗を搔かきたてる。

「同情だかなんだか知らないけど、正義感を振りかざして弱い者を庇うのはさぞかし気持ちよかったでしょうよ」

　好きで見捨てるわけじゃない。しかしそうしなければ生きていけないのだ。

　そんな自分と、思うがままに好き勝手にふるまえる彼女。そして彼女には、その名を出すだけで追おつ手てを退しりぞけられるような許いい婚なずけがついている。

　その立場のなんと違ちがうことだろう。

（ああ、そうよ）

　伏見稲荷いなりで比紗を突き動かしたのは、一昨日の彼女の奔ほん放ぽうさだ。

　一昨日彼女が子どもを救ったように、自分にだって守れると思ってしまった──分不相応に。

　けれど比紗は大名家の姫ひめではない。直継は自分のためには名を出してまでかばってはくれない。優やさしい視線や言葉ひとつかけてくれることもない。

　それはこの考えなしの娘むすめだけに許された特権なのだ。

　──ずるい。

　どうしてこの娘こだけ？

　答えは簡単、生まれが違うからだ。

　彼女は姫で、自分は忍び。身分の差なんて嫌いやというほどわかっている。

　言ったところでなにも変わらない、彼女に勝てるわけがない、こんなの八つ当たりにすぎない、そうわかっている。しかし止められなかった。

　詰なじっていたのはこちらのはずなのに、なぜか目の周りが熱くなってきた。

「──同情、したつもりはないわ」

　低い声こわ音ねに比紗は目を見開いた。

　それまで驚おどろいたように比紗を見つめていた彼女だが、驚くほどその心は凪ないでいた。

「おじいさまは大切なもののために最さい期ごまで立派に戦った。その娘この父君だって半月あまりもおじいさまと一いつ緒しよに戦ってくれた。最後は裏切ったかもしれないけど、おたがい守るべきものがちがったんだもの。仕方なかったのよ。戦、だったんだから」

　娘は、自分に言い聞かせるようにゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「けれど上様が戦のない世を作ってくださった。その娘この親への処しよ罰ばつだってもう上様が下されたのだから、もうわたしが口を出すことじゃないわ。それに、その話を昨日のうちに聞いてたって──いいえ、そんな過去があろうとなかろうと、わたしはわたしが思うようにしただけよ」

　その目に揺ゆらぎはなかった。自身の心を偽いつわらない目だ。

　はっ、と比紗の口から乾かわいた笑いがこぼれ落ちた。

「何様よあなた。思ったとおりに生きられると思っているのが甘いって言うのよ」

　そんな目をしていられるのは、心を折らざるを得ない立場に立ったことがないからだ。

　折れざるを得ない屈くつ辱じよくを、それをあたり前として受け入れざるを得ない現実を知らない。

「さっきだって、結局あの方の威いを借りただけじゃない。本当の許いい嫁なずけでもないくせに偉えらそうに」

「え……？」

　そのとき、彼女の動きが止まった。

　彼女の心に流れる時、それがすべて止まってしまったかのように。

（──え、いったいなに？）

　あの少女が祖父の仇の子だったと告げられても動どう揺ようしなかったのに、いまの彼女のこの驚きようはいったいなんなのか。

（わたし、なにか言った……？）

　瞠どう目もくした彼女の唇くちびるが、あえぐように音にならない言葉を紡ぐ。

　読とく唇しんのできる比紗にはわかった。なんと言ったのか。

　──本当の許嫁、じゃ、ない……？

　そのまま糸が切れたように彼女はくずれ落ち、比紗はその身をとっさに抱だきとめる。腕うでにかかる重みは、意識をなくした人間のそれだ。

「え、うそ、ちょ、ちょっと!?　大だい丈じよう夫ぶ!?　ねぇ!?」

　比紗は身体からだを揺すって何度も呼びかけるが、あこの意識が戻もどることはなかった。
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　比紗の叫さけび声を聞いて駆かけだしてきた直継が、彼女の身体を寝しん所じよに横たわらせた。

　彼女の意識はまだ戻っていない。だが呼吸は寝ね息いきへと変わり、落ち着いている。一ひと眠ねむりすれば自然に目を覚ますだろう。

　直継は枕まくら元もとで彼女の寝ね顔がおに視線を落としていたが、やがてぽつりと問うた。

「──なにがあった」

　自分への下か問もんだと、廊ろう下かに控ひかえていた比紗は察した。

「……話を、しました。今日、庇かばっていただいた娘のことを」

　比紗は、伏見落城の理由、そして娘が斥候をしていた理由を話した。

　彼女の耳に入れる必要はなかったことだ。しかし、とっさのことで、あまり考えもなしに、あたり前のように助けようと動いた──動ける心を持った彼女に。

「我が慢まんできなかった……！」

　それまでとつとつと語っていた語調が乱れ、悔くやしさとともに熱い吐と息いきがこぼれた。

「比紗」

　短く、名を呼ばれる。低い甲斐の声音にはっと我に返る。

　甲斐はそれ以上なにも言わず、比紗は鼓こ動どうが速まるのを感じた。

（……わたし、なにを言ったの）

　大名家の姫相手に一体なにを。

　思い返すと背筋に冷たいものが這いあがった。しかし、今は説明が先だ。

「……それで、本当の許嫁でもないくせにって言ったら気を失ってしまわれて」

「本当の許嫁でもないくせに。──それで言葉、あってる？」

「え、あ、はい」

　主馬がどうしてそこを再さい確かく認にんするのかわからなかったが、比紗は問われるままにうなずいた。

　主馬は「なるほどね」と呟つぶやいて、それきりひとりで考えを巡めぐらせている。

　その場に落ちた沈ちん黙もくに、甲斐は拳こぶしをついたまま膝ひざで一いつ寸すんばかりにじり出て、室内に言ごん上じようした。

「この娘は半人前、私が見ているべき者です。この無礼は私の落ち度、ご処分いかようにも」

「甲斐!?」

「まぁまぁ、遅おそかれ早かれ知れたことだから。──で、いいですよね？」

　主馬が直継に視線を向けると、直継は見向きもせずに「任せる」と言った。

「任されました。じゃ、そういうことで。君たちはとりあえず下がってて」

　命じられるままに御ご前ぜんを下がる。

　比紗は甲斐からの説教を覚かく悟ごしたが、甲斐は自室に戻るなり無言で文ふづ机くえに向かった。

　書き出しの一文を覗のぞき見ると、惣そう領りよう──比紗の父に宛あてたものだとわかった。

「なにやってるの!?」

　甲斐がしたためているのは遺書だ。

　比紗の声に甲斐は視線ひとつ向けることなく、筆を走らせつづける。

「俺の身で収める努力はする──だが、覚悟はしておけ」

　自分がしでかしたのは、その場で無礼討うちにあっても仕方のないことだった。

　忍びは武門ではないから切腹はない。だが直継が一言命じれば自分たちの命はない。命を受けた里の者が、ふたりの命を奪とる。

　里の者が生きるために必要な金きん子すを得ようと雇やとわれているのに、おなじ里の者が命を狙ねらう──明日を生きるために。

「どう、して……!?」

　比紗はくずれ落ちるように畳たたみに手をつく。

　昼には自分がおなじ判断をしようとした。里のために、任務にしくじった娘は見捨てると。次はそれが自分たちの番になっただけだ。なにもおかしいことではない。けれど。

　自分がその立場になって、はじめてわかった。弱い立場にあるというのは、捨て石同然なのだと。

　身分の違ちがいはわかっている──どの口が言った？　自分の置かれた立場もわかっていなかったくせに。

　比紗は言葉のない部屋の中で、悔しさを拳にこめて畳に叩たたきつけた。







　あこのかすかに開いた唇、そこには血の色が戻り、そこから漏もれる息は落ち着いている。

　直継はそのことに安あん堵どしながらも、目を離はなすことができなかった。

「……どうするつもりだ」

「え？　ああ、あの者たちですか。無礼討ちもいいですが、忍しのびの首なんてもらっても嬉うれしくないでしょう。漬つけ物もの石いしにもなりゃしない。江州ならまだしも、ここじゃ埋うめ場所に困るだけです。埋めたところで花が咲さくわけでもなし」

　甲斐と比紗を許すと言っているのだ。

　比紗に無礼があったにしろ、暴力に及およんだわけでもなければなにかを仕組んだわけでもない。年とし頃ごろの娘むすめ同士のささいな言い争いだ。

　あこも処しよ罰ばつを望んでいないだろうし、比紗を罰ばつしては逆にあこが傷つく。

　直継は無言で肯こう定ていに代えた。

「伊達様の件なら明日にでも行ってきますよ。にしても比紗あのこもこっちが言いづらいことをさっくり明かしてくれちゃって……さて、これを機になにか思い出してくれますかね？」

「──ふたりきりにしてくれないか」

　その言にまた、手を出すだの出さないだのとからかわれるのではないかとも思ったが、主馬は「はいはい」とだけ言い置いて、寝所を後にした。

　目の前で横たわるあこを、直継は静かに見つめる。

　あこの姿は直継の記き憶おくにあるものと寸すん分ぶん違たがわない。

（だが、本当の許嫁ではない──）

　先ほど主馬が、一言一句誤りがないことを確認した言葉だ。

　それは彼女の今までの立場となんら変わりがないようにも聞こえる。だがその実、まったく意味が異なっている。

　直継も主馬もあこにも、わかっているのは、許嫁ではないかもしれないということだけだ。

　許嫁ではないと言い切ったことはないし、その真しん偽ぎのほどはまだ誰だれも知らない。

　しかしあの比紗の言葉は、もう許いい嫁なずけではないと確定したと言ったも同然だ。あこもそう受け止めて、それが心に刺ささったのだろう。

　彼女を起こしてでも、今すぐその誤解を解きたい。──まだなにも決まっていない、自分はまだ諦あきらめたわけではないのだと。

　しかし、その答えは一歩一歩江州に近づいてきている。

　やがて訪おとずれる許嫁が、彼女であろうとなかろうと、自分は受け入れると決めた。ならば誤解を解いたところで、期待を持たせる方便にすぎないのではないか？

　そのとき、あこが苦しげに眉まゆをひそめた。

（夢でも見ているのか？）

　前まえ髪がみをかきわけて、額に触ふれる。触れた指先から熱が伝わってきて、手のひらを返した。

　額の熱を手の甲こうで吸い取って、額に張りついた髪は指をすべらせて横に流す。

　すると楽になったのか、彼女の寝顔がすこし穏おだやかになった。

　──彼女にとって、どちらが夢でどちらが現実になるのだろう。

　もしこのまま留とどめおけば、こちらの世界の住人となるのだろうか。

　なにも苦しむことなく、すべてを受け止めることができたなら。

　この世界に穏やかに過ごすことができたなら、彼女が帰ることもなかっただろうか──

（──いや）

　帰ったのは彼女が自分で決めたこと、彼女の意思だ。彼女自身が前を向くと決めた。

　だが自分はまだ、こうして留めたいと願っている。

　それは彼女の覚悟を踏ふみにじることになるのだろうか。

　無む性しように名を呼びたくなって、その名を口にしかけたそのとき──彼女の瞼まぶたが振ふれた。
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　──達者でな。




　耳の奥で、なつかしい声が聞こえた。この声は──

（おじい、さま……？）

　瞼の裏に映る祖父の姿は陣じん羽ば織おり姿だった。

　戦いくさ装束の甲かつ冑ちゆうならば、家中にあるのを見たことがある。しかし祖父がそれを着ている姿は覚えていない。あこが生まれたときにはすでに豊臣の天下が定まっていたし、戦と言えば海の向こうの国との戦だけだ。そのときも徳川勢は海を渡わたることはなく、肥ひ前ぜん名な護ご屋や止まりだった。

（じゃあ、どこで会ったの？）

　記憶にあるその姿は、いつのものなのだろう。

　自分の目の前には黒い沼ぬま、記憶はきっとその深い沼底に眠ねむっている。それを探さぐりにいこうとあこが沼に身を浸ひたしたそのとき、不意に世界が晴れ渡った。

　天から射さす光。その白の光に名を呼ばれた気がして、あこは頭を上げて天を仰あおぐ。

　眩まぶしさに目を焼かれそうになって、手のひらで目を庇かばおうとして、そして──

　あこが目を開くと、まず天てん井じようが目に入った。

　紙し燭そくに照らされているだけなのでやや暗いが、その天井の木もく目めには見覚えがある。知っている場所だと気がついて安心する。

　次いで、自身の額になにかが触れていることに気づく。適度にひんやりとして気持ちがいい。

　視線を移すとすぐ近くに袖そで口ぐちがあった。それを目で追ってゆき──あこは硬こう直ちよくした。

「右近……殿……？」

　額に乗っているもの──それは直継の手のひらだった。

　思いがけない出来事に、あこは直継の顔を凝ぎよう視ししたまま息を飲み、それきり声が出ない。

「ああ、すまない。大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう言って直継は額から手を離すと、その手のひらをあこの頰ほおにあてた。

　あまりの衝撃に、あこは目を見開いていることしかできない。しかし直継は気づいた様子もなく、「血の気はもどっているみたいだな」と手を離した。

（びっ……びっくりしたー！）

　起きていきなり直継の顔があったら驚おどろくに決まっている。それに記憶が飛んでいる分、成長した直継の顔は見慣れていないのでなおさらだ。

　それに以前の直継なら自ら触れてくるようなことはなかったのに。

（あ、いくらでも貸してあげるって言ったから？　それとも、記憶がない間に気軽に触れるような間あい柄だがらになったとか……なにがあったのわたしたち!?）

　その想像に一気に顔が火ほ照てって、あこは掛かけていた夜着ふとんを引きあげて顔を隠かくした。

「どうした。寒いのか？」

「い、いえっ、そういうわけじゃなく！」

　そう問う直継の声こわ音ねには照れや恥はじらいはない。ただ疑問に思ったままに訊いただけだ。

　なにもないならなぜ夜着に潜もぐっているのか。

　しかしあまりの動どう揺ようから抜ぬけ出せるわけもなく、あこは鼻のあたりまで夜着から顔を出した。

「あ、あの、わたし、どれくらい眠っていたの……？」

「一いつ時とき──いや半時ほどだな」

　比紗と話している最中に意識が落ちたことは覚えている。まだそれほど時間は経たっていない。けれども半時も寝ね顔がおを見られていたのかと思うと、頭まですっぽりと夜着で覆おおいたくなる。

（寝ね言ごととか言ってないわよね!?）

　寝言はなくとも、よだれとかいびきとか心配事は山のようにある。幸さいわい今までしのとかやに指し摘てきされたことはないので、そのような癖くせはないと信じたい。

　だが黙だまりこくったあこに、直継は他ほかのことを考えていると思ったらしく、言を継ついだ。

「あの娘むすめの言ったことなら気にするな。……まだ、なにもわかっていないんだ」

「そう、なの？」

　許いい嫁なずけじゃないくせにと比紗は言った。だがそれは時迷い人だからという意味だったのだろう。

　一月あまり経って、まだなにもわかっていないというのも不思議な話だ。主馬あたりがいろいろ調べているだろうに。

　だが直継は噓うそはつかない。神の加護を享うける代わりに、言こと霊だまに縛しばられているためだ。

（ううん、そんな神との誓せい約やく云うん々ぬんではなくて）

　ただ右近殿を信じているから──そう言いたい。

　しかし自分だって隠していることはある。

　胸の奥にたしかにある想おもいをまだ伝えていない。

（迷めい惑わくに、ならないかな……？）

　さきほどの比紗の告げた過去──伏見が落ちた経けい緯い。

　──伏見城が落ちたのは、忍しのびの裏切りのせいだった。

　そのことを以前の自分が聞いたなら、激げき昂こうせずにはいられなかったはずだ。現に一度、祖父を愚ぐ弄ろうしたたまとは諍いさかいを起こしている。

　けれど、祖父の名にすがらなければ立っていられなかった自分を自覚したから──そして、ひとりで抱かかえ込むなと直継が言ってくれたから、比紗の言葉を聞くことができた。──乗り越こえることができた。

　直継は言葉少なで、あまり考えていることも教えてくれない。けれど、自分のことはよく見ていてくれる。優やさしいこの人に、たしかに自分は惹ひかれている。

　今なら部屋にふたりきりだ。伝えられそうな気がする。

　受け入れられなくても、伝えてゆこうと思っていた。勝手に寄せた想いでも、言わずに帰るよりよほどいい。

（──けれど、この一ひと月つきにあったことを思い出してからのほうが、いい、かな）

　一いつ緒しよに過ごしてきて、ふたりの間になにか新たにあったはずだ。その思い出も自分のものにして、そのときの正直な気持ちを伝えたい。

　黙りこくったあこを気き遣づかったのだろう。

「今日はもう遅おそい。このままもう休め」

　優しくそう告げて直継は立ちあがる。

「あっ……右近殿、待ってっ！」

　あこは身を起こしながら呼びとめた。──そのとき、直継の肩かたが震ふるえたのがわかった。

（え……？）

　その反応にあこのほうが驚いた。呼びとめた声はそれほど大きくなかったはずなのに。

「──どうした」

　振り向きぎみに落とす直継の声音。それもまた、心なしか硬かたく感じる。

「あ、ううん。あの……ずっとついててくれてありがとう」

　すると、そのことかとばかりに直継は「……ああ」と声を落とした。

「側にいてくれて嬉うれしかった」

　そう言葉を続けるが、直継はこちらを見ようとしない。

（わたし、なにかに触ふれた？）

　失われた一月の間にあったなにか、触れてはいけないことを持ちだしてしまったのだろうか。

「あのっ、わたし、がんばって思い出すから！」

　だからそのときはちゃんと話してくれる？　──そうつづけるつもりだった。しかし。

「──無理しなくて、いい」

「え？」

「体調がよくないのだろう。いまはゆっくり休め」

　そう言い置いて、直継は部屋を後にした。

　気遣うようにわずかに見やり、背中を向けて落とされた言葉。

　そこには優しさもあったが、どこか拒きよ絶ぜつしているようにも感じられた。

　たしかに直継の言うとおり、身体からだが熱っぽい気がする。

　病のときにあれこれ考えるなと気遣ってくれたのかもしれないが。

（まさか……思い出してほしくない、の……？）

　あこは呆ぼう然ぜんと、直継が去ったあとの障子を見つめた。
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　空を覆い尽つくす薄うす紅べに色いろの花びら。

　その合間からは芽め吹ぶいたばかりのやわらかな赤あか紫むらさき色いろの葉。

　天は高くて届かないけれど、花ならば手を伸のばせば届くような気がした。

　自分はせいいっぱい背せ伸のびして手を伸ばして、そして──




　──またひとつ、沼ぬま底ぞこに沈しずんだ記き憶おくの花が開こうとしている。
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　──なにも考えず、心を無にして。

　手首の動きだけで、狙ねらい定める場所に、水を、うつ。

（──ああっ！）

　比紗の手から柄ひ杓しやくがすっぽ抜けて、水と一緒に庭木に飛んでしまった。

　手首ばかりを気にして、指先の方が疎おろそかになっていたらしい。

　誰だれかに見られたらとんだ恥はじだ。比紗はそそくさと柄杓を拾いあげ、おそるおそる周囲を見み渡わたす。視線がないことにほっと息をついた。

　陽ひは中天にかかり、客人はみな外に出ている。──ただひとりを除いては。

　──昨日の一件は不問ということで。

　主馬には今朝、いつもの調子でそう告げられた。

　不問にしても謹きん慎しんくらいはあるかと思いきや、

「彼女が起きたら食事出してあげて。あのイノシシ娘むすめは、腹を空すかせるとなにしでかすかわからないから」

　とまで言われてしまった。

（お腹なかを空かせたら暴れるって……）

　姫ひめのくせにどれだけ猛もう獣じゆう扱あつかいなのだろう。

（食事に毒でも入れたらどうする気よ）

　比紗も忍びとして毒を所持している。人ひとりの命くらい造作もなく奪うばえるというのに、主馬はそれを警けい戒かいした様子もなかった。

　甲斐も不問ということで、警護役として直継の外出に同行している。

　──ちゃんと謝っておけよ。

　甲斐にそう言い置かれて、比紗は庭木に水やりをしながら偶ぐう然ぜんを装って出くわそうと待っていた。なのにそのひとりの寝しん所じよの障子は閉とざされたままだ。

　時間つぶしに柄杓を使って手しゆ裏り剣けんを打つ練習をしていたのだが、起きてくる様子はない。

　体調がよくないと聞いている。今日は一日こもりっぱなしかもね──と気を抜ぬいた瞬しゆん間かん、その隙すきを突つくように障子がすすと開いた。

（ああっ、またこの子ったら寝しん衣いのまま……!!）

　あこは白小こ袖そで姿だった。さすが生きつ粋すいのお姫様、お屋や敷しき育ちでは部屋を出れば見ず知らずの他人がいる、などという状じよう況きようが意識にないのだろう。

　今日はちゃんと敬語で話そうかとも思ったが、やめた。素すで喧けん嘩かした者相手に嫌いや味みが過ぎる。

「ずいぶんごゆっくりだったわね。もう午ひる過ぎよ」

　昨夜はあの一件でなにも食べていない。今日も午まで寝ていたのだから、さぞかし空腹なことだろう。

　主馬の忠告に娘の猛もう獣じゆうっぷりを警戒してみる。しかしイノシシ娘は意外にもおとなしかった。

「あの、右近殿は……？」

「あの方なら外出されたわ。主馬殿もね。あなたに伝言、今日は一日ゆっくり休めって」

　すると娘は力が抜けたようにへたりこんだ。

　心なしか、頰ほおが赤みを帯びている。目もうつむき気味で、覇は気きがない。息がつらそうだ。

「風か邪ぜでもひいた？　おとなしく寝てれば？」

「うん……でも、あなたともお話の途と中ちゆうだったから」

（なによ、憶おぼえてるの？）

　先ほど、娘が比紗の姿を目に留めたとき、警戒している様子はなかった。なので昨日の一件は意識を失ったはずみで忘れたのかと思いきや、しっかり覚えているらしい。

（……いい根こん性じようしてるじゃない）

「話なら中で聞くわ。その恰かつ好こうで外にいられたら、もっと風邪が悪化しそうだし」

　比紗は娘を室内に追いたてて、自身も部屋に入る。障子を閉ざしても、滲にじみ入いる光だけで十分な明るさだ。

「ちょ、ちょっと!?」

　娘は寝る気はないのか、寝衣から小袖に着き替がえようとしている。

　比紗はそれを押しとどめて、なんとか臥ふし所どに座らせた。

　比紗もすぐ傍かたわらに腰こしを下ろし、気まずさに目を泳がせていたが、意を決して口を開いた。

「──昨晩は、悪かったわ」

「うん、それはいいの。あなたもいろいろ思うところがあるだろうし」

　娘にあっさり返されて比紗は言葉を失くした。

　昨日の言葉が伝わっていなかったとは思わない。あこは、比紗の言葉はちゃんと受け止めている。その上で、気にしないと言っているのだ。

（なんなの、この娘こ……）

　懐ふところが深いのか、それとも。

（単なる馬ば鹿か？）

　けれども、自分の周囲にいた者とは違ちがうなにかを感じた。

　娘は熱っぽい顔をしながらも、まっすぐにこちらを見つめてきた。

「わたしが聞きたいのは昨日までのこと。──ねぇ、鳥居家うちの家人たちはどこにいったの？」

「は？　うちのって……？」

「侍じ女じよがいたでしょう。しのとかやっていう」

（なにを言ってるのこの娘こ？）

　比紗は眉まゆをひそめる。

「家人もなにも、初めて会ったとき、あなた一人だったじゃない。その、しのとかや？　とかいう侍女とはぐれて迷子になっちゃったんじゃないの？」

　かっぱらいの子どもを助けに行ったら娘が先に介かい入にゆうしていた。そして、偶然にもこの娘は直継と知り合いだった。だからこの旅籠はたごに置いているのだ。

　しかしあこの認にん識しきはどうやら違ったようだ。

「え、わたし、ずっとここに滞たい在ざいしていたのよね？」

「ちがうわよ。かっぱらいの子を救ってくれたときが初対面よ。あの方はここに泊とまっていたけれど、あなたはいなかった。あのときあなたと初めて出会って、あの方がここに連れて帰ってきたんじゃない。あなたがあの方の知り合いだったのはまったくの偶然よ」

　あこは大きく目を見開いた。

「あの、わたし、江州にいたはずなんだけど、伏見まで来た記憶がなくて……」

「記憶？　あるわけないじゃない。だってあなた、時迷い人なんだから」

「時迷い、人……？」

「そうよ。あなた、あの方の許いい嫁なずけの時迷い人なんでしょ？　許嫁本人はいま、江戸を出て江州に向かっている最中っていうし。あなたはあの方と一いつ緒しよに京に来たわけでもずっとここに滞在していたわけでもなくて、三日前、不意に現れた時迷い人なのよ」

　娘はその事実に愕がく然ぜんとしていた。

（……なに、聞いていなかったの？）

　一昨日、昨日と直継と一緒に過ごしていたのに、事情を聞いていなかったのだろうか。

「あの……今日、何日？」

「は？　四月の二十日はつかあまり四日よ。それがどうしたの」

「…………そう」

　娘はうつむいて考えこんでいたが、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「……なんで来ちゃったのかな……」

「なんでってあの方が連れて帰ってきたから──」

「──探さなきゃ」

　娘はひとり納なつ得とくした様子で立ち上がり、部屋から出ようとしている。

「ちょ、ちょっと、待ちなさいよ！　あなたどこに行くつもり!?」

「帰る方法を探さないと」

「なに言ってんの！　あなた体調悪いんでしょ!?」

　でも……、と言い募つのるあこを、比紗は肩かたをつかんで無理やり臥所に座らせた。

「いいからあなたは寝てなさい!!」







　比紗は「これを食べたらゆっくり寝るのよ！」と食事を持ってきてくれた。

　土ど鍋なべに入った山菜粥がゆだ。蓬よもぎのたっぷり入ったそれを飯いい匙がいで移し替かえて、椀わんをすする。

　塩は控ひかえた味つけだ。これが京風なのだろうか。病を気き遣づかってくれたのかもしれない。

　身体からだが重く、あまり食しよく欲よくはない。しかしあこは土鍋が冷えきるほどの時間をかけてゆっくりと、それをたいらげた。

　食べものを入れると身体が温まったが同時に肩の重さも感じて、あこは寝所にもぐりこむ。

　木き枕まくらに頭をのせて横たわっていると、不意に先ほどの言葉を思い出し、眦まなじりに涙なみだが伝った。

　──許嫁本人はいま、江戸を出て江州に向かっている最中っていうし。

　直継はなにもわかっていないと言った。許嫁があこ本人かどうかもわかっていないと。

　けれども許嫁は江州に向かっている。呼ばれもしない許嫁が来るはずもない。

　つまり直継が、当主として、許嫁を迎むかえる決断を──祝しゆう言げんを挙げることにしたということだ。

（右近殿は現実と向き合うことに決めた……）

　では自分はどうしたのだろう？

　帰る方法は──〈水〉はすでに見つかっていた。

　昏こん睡すいに陥おちいった秀忠、その嫌けん疑ぎで囚とらわれた直継を救うために、叔父おじの成なり次つぐと約束をした。

　直継が助かったなら、自分は元の世界に帰って務めを果たすと。

　それから主馬と行動を共にしたところまで記き憶おくがある。だがそのつづきが曖あい昧まいだ。

　だが現に秀忠は伏見にいて、直継も罰ばつされたわけではない。事件は無事解決したのだ。

　自分は約束に従って元の世界に帰ったのだろう。そして直継もまた、定められたとおり許嫁を迎えることに決めた──

（じゃあ、ここにいるわたしは、なに？）

　──あなた、時迷い人なんだから。

　直継から、縁えにしが時をつなぐと聞いたことがある。滞在時間が長くなったり、迷いこんだ世界と縁が強くなると元の時間に帰れなくなる恐おそれがあると。

　たまはあの水を使って五月に送ってくれたのだろう。しかしちゃんと別れを告げられず、心の整理ができていなかった自分が、この世界に執しゆう着ちやくして元の世界に帰ることを拒こばんだ──

（……ああ、だから）

　がんばって思い出すからと言ったとき。直継は顔をそむけたまま、返答が硬かたかった。

　なにも知らなかった自分に、自じ嘲ちようの笑えみがこぼれる。

（がんばるもなにも）

　思い出せるはずがない。この一月の記憶は失ったのではなく、最初からなかったのだから。

　弱さからまた逃にげて、迷い込んだ自分。──直継がなにも言えなかったのも当然だ。

　呆あきれ果てて、かける言葉が見つからなかったにちがいない。

　あこは俯うつぶせになって臥ふし所どに手をついて身を起こす。身体が重い。けれど。

「帰らなきゃ……ね……」

　直継は外出中だという。ちょうどいい。──もう、直継に合わせる顔がない。

（……でも、会えて、うれしかった）

　あこは湧わき上がる想いを痛みと共に胸の奥にしまいこんだ。

　帰る方法はわからない。元の世界につながる水も持ってきていない。

　けれどもきっとなにか手がかりがあるはずだ。

（わたしの記憶はいつから……？）

　あこが伏見で記憶にあるのは、かっぱらいの子どもを助けたときからだ。

　あのとき、知らない市中で不意に目覚めたような気がした。どうして自分はこんな街中にいるのだろう、そう思い悩なやんでいるときに子どもが暴力を受けていて、とっさに庇かばいに入ってしまった。

　おそらくあそこが起点だ。

　翌日、直継と一緒にその近くの茶屋に行った──そのときなにか引っかからなかったか。

「伏見城……？」

　山頂に見えた伏見城の天守。自分はなぜか宇治川の高台にあるように思い違いをしていた。

　──それはなにかの記憶の断だん片ぺんなのではないか？

（ほかになにか、憶おぼえていることはない？）

　伏見に来てから、眠ねむりにつくたび、深く黒い沼ぬまに沈しずんでゆくような気がしていた。

　沼の底には、知らない風景が渦うず巻まいていた。

　今朝見たのは、満開の桜の花だ。佐和山で思い出しかけた記憶と重なる──桜の古木。

　そして自分の側にいたのは──

「小一郎……？」

　そう、幼い頃、家族みなで花見に行った。

　小一郎は、桜の根っこからすべり落ちそうになっていた自分を助けてくれた。

　花見の席には母もいたような気がする。関ヶ原の戦いくさで天下が決するまで、豊臣方として京にいたはずの母が。

　それに昨日、直継が連れていってくれた伏見稲荷いなりの千本鳥居、そこにいたるまでの白しろ塀べいの武ぶ家け屋や敷しき──その景色を知っている気がする。

　それらの導きだす答えは。

（わたし、もしかして昔……伏見に、いた……？）

　小一郎は、自分は江戸で育ったと言っていた。けれども自分には幼い日々の記憶がない。

　自分は伏見にいた。そう考えれば辻つじ褄つまが合う。

（みんなが、隠かくしてたってこと？　……なにが本当のことなの？）

　あこは障子を指一本分くらい開けてみた。庭に比紗の姿はない。

　とうに食べ終わって眠ったものだと思ったのだろう。

　あこは小袖に着替えると、旅籠をそっと抜ぬけ出した。

　伏見大路の人通りは昨日同様、とても賑にぎやかだ。

　行き先はわからない。気を抜くと、人ひと混ごみに流されてゆきそうだ。

　──けれど、考えるのではなく感じるままに。

　あこは胸の奥に宿るなにかに引かれるままに、北を向いて歩き出した。
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　白塀に囲まれた中庭。丁てい寧ねいに刈かり込まれた松や植木、その下には雑草一本見られない。

　井伊家、京屋敷。

　普段主あるじがいないことを微み塵じんも感じさせない中庭で、直継は真しん剣けんを手に対たい峙じしていた。

　向かい合う相手は、三十歳ばかりの中肉中背の男。

　適当に結ゆいあげた髪かみに無ぶ精しようひげ、顔もしっかり洗っているのかどうか、酒気が抜けていない。

　着込んだ小袖はよれよれで、袴はかまだけ綺き麗れいなのは普ふ段だん穿はいていないからだろう。どこの素す浪ろう人にんかと思ういでたちだ。庭木のほうがよほど身み綺ぎ麗れいにしている。

　しかし中段に刀を構える姿は、よれた小袖の中に一本の鋼が通っているかのようだ。

　直継は庭土をにじってわずかに距きよ離りを詰つめたが、ある場所から一いつ寸すんたりとも動けなくなった。

　これ以上踏ふみ込めば、斬きられる。

　隙すきなく構える姿から一気に斬りこまれる様子が想像できる。

　踏み込めない間合いにあるのは覇は気きではない──無の威い圧あつ感かんだ。

　そのまま時が止まる。

　やがて直継は構えたまま一歩引くと、刀を収めて一礼した。

　相手も刀を収める。

　男はふうと一息つきながら屋敷の縁えん側がわに寄って、直継より先に腰こしかけた。そして采女の差し出した水を一気に呷あおる。その飲みっぷりに、いつもの呷り酒の光景が見えた気がした。

　直継がその横に腰かけると采女がおなじように水を差しだしたが、直継は断った。小さく速く脈打つ心音が、収まりそうになかった。

　直継がじっと庭先に視線を落としていると、采女は遠えん慮りよしてその場を下がった。男とふたり残される。

「──迷っておいでですか」

　昨夜の酒の気が残る男が横目に問うた。

　男──岡本半介は、直継の御お側そば役筆頭、新陰流の使い手だ。直継の剣けんの師でもある。

「鍛たん錬れん不足、か」

「いいえ、お強くなられたと思いますよ」

「しかし、以前より間合いが」

「だからこそです。闇やみ雲くもに打ち込めば新たな勝機も見えましょう。が、上に立つ者がそれでは困る。あなたは負けられぬ強さを手に入れられた。その意味、御お父ちち上うえより優ゆう秀しゆうですな」

　半介は不ふ遜そんなことを言う。しかしそれが追つい従しようでないのは、半介はこの場に父がいても同じことを言ってのけたとわかるからだ。

　半介は父の生前から、大将みずから敵てき陣じんに斬りこむことに苦言を呈ていしていた。

「──守りたいものがお出来になりましたか」

　その言い方では以前の自分は守るものがなかったようではないか。しかし。

「そう……だな」

　直継は素す直なおにその言を認めた。

　前回手合わせを請こうたときも、自分はすでに家の名を負っていた。

　けれどもそれは名を預かっている今を過ごすのが精いっぱいで、守り続けるという意味をわかっていなかった。

　今だけでない。守り続けるというのは、背負わせてくれるだけの明日を用意しなければいけなかったのだと気がついた。

　用意すべきもののなかには、自分自身を守ることも含ふくまれている。自分を犠ぎ牲せいにして一いつ時ときを凌しのいでも、継つぐ者がいなければ意味がない。

「──しかし、気持ちだけだった」

　彼女を守りたかった──けれども守ってやれなかった。

　自分は己おのれが負うものと気持ちをさばくのが精いっぱいで、彼女は彼女で己の行くべき道を見つけて帰っていった。

　──右近殿、待ってっ！

　昨夜そう呼び止められたとき、一月前に佐和山で聞いた声と重なって聞こえた。

　──どうしても右近殿に会いたくて、もう一回会って話をしたくて。

　あのとき彼女がまっすぐにぶつけてきた想おもいに、自分は応こたえられたのだろうか。精いっぱいの想いは伝えた。だがまだ迷いがあるからああして迷いこんできたのではないのか。

　迷っているのは自分もおなじだ。

　いまは剣けん稽げい古こをしているときではないと知りつつ、気持ちを吹っ切りたくて京屋敷に来てしまった。結果的に、半介には迷いを見み抜ぬかれただけだった。

「許いい嫁なずけの姫ひめを迎むかえられるとか」

　半介の言葉に、はっと顔をあげる。

「数日前、掃部かもん殿がいらせられまして、お聞きしました。殿とお会いできないのを残念がっておいででしたよ」

　本来なら剣の指南は三日前に受けるはずだった。その日の登城の調整も采女に任せてしまったが、将軍家の使者として掃部──弟の直孝が来ていたらしい。

　直孝は秀忠付きの書院番としてよく仕えているのだろう。身分も上がり、随ずい分ぶんな禄ろくをもらうようになっている。

　だがなぜか、その身分に比して役不足な使者を務めることも多い。使者との調整くらいと思って下の者に任せていると、実は直孝が来ていたと後で知らされることが多々ある。

　来るなら来ると一報入れろ。そう言いたいのだが、その機会すらないまま今に至っている。

「──祝しゆう言げんの件、よくご決断なされましたな」

　家の名だけで精いっぱいだった自分が、さらに守るべきものを抱かかえようとしている。

　しかしそれは、抱える覚かく悟ごができたからではない──もう一度、会えるかもしれない望みを捨てたくなかった、そんな後ろ向きな理由からだ。

　半介はどこまで事情を知っているのだろう。いまの半介は隠いん遁とんの身だが、御側役筆頭の身分はそのままだ。采女がすべて話していてもおかしくない。

　半介自身は、五年前の戦いくさで嫁よめの生家が上うえ杉すぎ家に──反徳川勢についたことから離り縁えんしている。

「守るのはこれからですよ」

　半介は自分の手では守りきれなかった。だがその笑えみは穏おだやかだった。

　離縁という選択は守るための方策であったかのように。

　──側そばにいるだけが守ることではない。

　来るのが彼女であるにしろ、ないにしろ。

　迎えると決断した以上、自分もまた前に進まざるを得ないのだ。

　直継は、いまだ震ふるえの残る手を、袴の上でゆっくりと握にぎりしめた。
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　伏見大路から北に進路を取ったあこは、深ふか草くさに着いた。徳川譜ふ代だいの屋敷が立ち並ぶ一画だ。

　そこから見える山の連なりを、やはり知っているような気がする。

　あこは黒い沼ぬまの底深くに眠ねむる記き憶おくを頼たよりにたどってゆく。

　宇治川の側にあったという伏見城。倒とう壊かいして十年ちかく経たつと直継が言っていた。十年前といえば自分は六歳、目線の高さも違ちがうし、十年のうちに道や建物も変わっている。

　しかし月日を経ても変わらないものがある。──それは山だ。山の稜りよう線せんだけは変わらない。

　みなで桜を見に行くのだと、春はる霞がすみの空にはしゃぎながら見た山は、きっと伏見山だ。

　あのときは藪やぶだった山やま裾すそは、十年のうちに民家や屋や敷しきに変わっていた。

　しかしまだ手つかずになっている場所も多い。

　民家の脇わきから、地元の民たみが山菜とりに踏み入っているのだろう道をたどる。沈しずみゆく夕ゆう陽ひを背に受けながら、焦あせる気持ちに押されて草を分け入ったその先に。

（あっ……た……）

　樹じゆ齢れい百年を優に超こす桜の古木。

　花こそ終わっていたが、その枝ぶりは記憶の中の姿そのままに、それはあった。

　そこは昔は拓ひらけていない山裾だったが、今はどこかの屋敷の裏手になっていた。周囲には民家も多い。だがこの桜は観かん桜おうのために残されていたのだろう。花の季節を終えて、花見客に押し倒たおされたであろう雑草が、またひざ丈たけくらいまで伸のびている。

　あこは近寄ると、古木の幹に手を添そわせた。

　幼いころ、すこしでも空に近づこうとして上った根っこ。それは今の自分には、ひざの半分ほどの高さしかなかった。

　根っこから落ちそうになった自分、それを助けてくれた小一郎。

　──そう、小一郎はよく屋敷に来て、屋敷の離はなれに住まう自分と遊んでくれた。

　記憶に残る雑草の生おい茂しげる離れ。あの屋敷は伏見屋敷だ。

　関ヶ原の戦の前に姿を消した母。あれは母が江戸から伏見に行ったのではなく、伏見で育った自分が江戸に下ったのだ。そう考えれば辻つじ褄つまが合う。

（どうして言ってくれなかったの……？）

　自分も小一郎も伏見にいた。

　幼い日の記憶を失ってしまった自分はともかく、小一郎はそのことを知っていたはずなのに。

（どうしてなにも言って……ううん、どうして隠かくしていたの？）

　小一郎が昔のことを話したがらないことは知っていた。昔の話を振ふると、すこし困ったような顔をして話を逸そらす。記憶をなくした自分がいい加減なことを言うから、困こん惑わくしているのかと思っていた。けれど、本当はどうやって伏見のことを隠したものかと考えていたのだろう。

　その気き遣づかうような視線。──それとおなじものを、自分は最近見た。

（右近殿……）

　がんばって思い出すから──そう言ったときに向けられた視線。

　無理しなくていいと、いまはゆっくり休めと、直継は言った。

　あの言葉は自分の体調を気遣ったのではない。隠している事実に触ふれないよう、直継は言葉を選んでいたのだ。

　小一郎と直継だけではない。しのだって知らなかったはずがない。小一郎に、過去に触れないように言い含められていたのだろう。

（みんな噓うそだった……？）

　噓はついていない。けれども真実も話していない。虚きよ言げんで固められた日々。

（なにが本当のことなの？）

　自分を信じようにも自分の記憶すら曖あい昧まいで、人を信じようにも本当の言葉をもらえなかった。

　──それがあなたにわかる？　姫としてぬくぬく育ったあなたに。

　まっすぐに見つめてきた瞳ひとみ──きっと彼女に向けられた刃やいばのような言葉が現実だ。

　心に刺ささる辛つらい現実は覆おおい隠して、口当たりのいいことだけ受け入れながら生きてきた。

　だから今、こんなにも現実が苦しい。現実は昔から変わっていない。ただ、自分を守ってくれる人がいなくなっただけだ。

（わたしはなにを信じたらいいの……？）

　思い出すのはみなの優やさしい笑顔。その優しさを疑いたくない。それがすべて噓だったなんて。

　きっと自分を気遣っていただけだ。そう信じたい。──けれど。

　どこまで本当で、どれが噓だったのだろう？　見てきたものすべてが信じられない。

（──だれか、本当のことを教えて）

　あこはこみあげてくるものをこらえて、桜の古木に触れた手に額を寄せた。

　数百年もの間、ずっとここで時を経てきた古木なら知っているはずだ。

　本当の過去を──その古いにしえの記憶を分けてほしい。

　長い年月を経たその幹は乾かわき、ひび割れてざらついていた。その感かん触しよくを覚えている。

　直継にもらった一振ふりの桜。それを生けたくて廊ろう下かいっぱいに花はな生いけを並べていると、そこに主馬が現れて、選びあげた花生けの感触。

　自分が経てきた、たしかな記憶──あの日々は、けっして偽いつわりではなかったはずだ。

「──記憶がほしいか？」

　その声は頭上から降り注いだ。その艶つやめいた男の声を、聞いたことがある気がする。

「誰だれ……？」

　あこが顔を上げると、頭上はいつしか淡あわい紅色に覆われていた。

　視界を覆いつくす桜の花。その向こうに見える霞かすみ空は青い。

　今は花の季節でもなければ、真昼でもない。

　これは幻まぼろしだ──そうわかっていたのに、天から降り注ぐ光が眩まぶしくて、あこはとっさに袖そでで目をかばうと、ふら、と身が後ろに傾かしぐのを感じた。

　それまでやわらかにそよいでいた風がざっと吹ふき荒あれる。

　倒れそうな身体からだを背後から支えた。

　あのとき支えてくれたのは小一郎だった──しかし、今はちがう。

　触れられた感覚がない。風に舞まった花びらが支えてくれたのかと思った。

　ふわりと甘あま酸ずっぱい桜の香かおりがあたりを満たす。

　空には満開の桜花。

　夢うつつの中に、その声こわ音ねはなにかと共にそっと背中から入りこんできた。




　──そなたの記憶を奪うばったのは……
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　直継が采女と共に旅籠はたごにもどったのは、夕暮れ時のことだった。

　旅籠の前で水を打っていた娘は、直継の姿を認めると「おかえりやす」と頭を下げた。

　その声が以前よりも小さく、遠えん慮りよ気味に聞こえたのは気のせいではない。

　旅籠に入ると比紗は後ろをついてきて、共にいた采女が問うた。

「姫ひめのお加減はどうでしたか」

「お午ひる時に目を覚まされたのですが、お辛つらそうでした。食事を取られてそのままお休みに」

（やはり熱を出したか……）

　昨夜の様子から見当がついていたので、今朝は起こさないように娘むすめに言い置いていた。

　あとで容態を見てこよう。そう思いながら部屋に入ると、先客がいた。主馬だ。

　直継が上座につくと、主馬は帰参の挨あい拶さつを述べたあと、おや、と首を傾げた。

「姫はご一いつ緒しよじゃなかったんですか？」

「……なに？」

「姿が見えないので、てっきりご一緒だったものかと」

　言い終えるが早いか、直継は廊下に走り出る。

　あこの寝しん所じよの障子を開け放つと、薄うす暗ぐらい部屋に人の気配はなかった。最初からこの部屋には誰もいなかったかのような静まりようだ。

　夜着ふとんや敷しき物ものは畳たたんで、土ど鍋なべと共に部屋の片かた隅すみに置かれていた。置き手紙は見当たらない。

「──いつだ」

「え、えっ!?」

　動どう揺ようを隠せない娘に、「最後に見たのはいつ？」と主馬が直継の言葉を置き換かえる。

「あの、午刻に起きられたので、御ご膳ぜんをお持ちしてそれっきり……食事が終わってもお声がけがなかったので、そのまま休まれたのかと思って近づかないようにしていたので……」

「食後でも行っちゃったか……」

　まぁイノシシ娘だしね、と主馬は苦く笑しようまじりに嘆たん息そくする。

（どこに行った!?）

　無理をするなと言い置いたのに、記き憶おくのない焦あせりが勝かったのか。

　彼女は伏見育ちだが、記憶がない。その記憶を取りもどせたとしても、屋敷内で育った彼女にとっては見知らぬ街同然だ。

　もう陽ひは暮れかけている。娘がひとり出歩くような時間ではない。

　直継が無言で踵きびすを返すと、廊下にいた娘はあわてて道を譲ゆずって手をついた。しかし。

　人がすれ違ちがうのがやっとの幅はばの廊下で、主馬は立ったまま動こうとしなかった。

「殿、ちょっとお待ちください」

「──どうかしたか」

「やー、嫌やな感じがしたもので」

　俺にはもうわからないことだから──数日前に言ったおなじ口でそう告げる。

　主馬は昔から聡さとかったが、〈力〉を失ってからさらにその傾けい向こうが強まった。

　水神の加護を失って祓はらいで役立てなくなってから、学問をはじめ様々なことで己おのれを磨みがきだした。中には、家老として必要なのかと疑問に思うような技わざもあったが、結果として彼の幅を広げた。

「なんだそれは」

「なんか、悪わる知ぢ恵えが働くというかなんというか、似た者同士なんでしょうかねぇ」

　嫌いやだなぁとごちて、主馬は思いがけないことを口にした。

「──彼女は迷い人ではないのかもしれません」

「……なに？」

「まだ可能性の話です。が、諸もろ々もろの状じよう況きようを鑑かんがみて、そう考えると今の状況に説明がつきます」

「どういうことだ」

「不安に付け込まれたってことですよ。これは仕組まれた罠わなです。が、好機でもあります」

　主馬はその場にすっと腰こしを下ろすと、色の薄うすい瞳でまっすぐに見つめて問うた。

「殿は未来あしたのために過おも去いでを捨てる覚かく悟ごはおありですか？」──と。
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　──わたし、は、だれ……？

　──わたし、の、記憶を、奪ったのは、だれ……？




　直継が彼女の気配を探さぐり、伏見山でその姿を見つけたのは、陽も暮れてからのことだった。

　黄たそ昏がれ時どき──まだ稜りよう線せんに夕焼けが残るが、灯あかりなしで人を見分けるのは難しい時間帯だ。足元もおぼつかず、山を下るのも厳しい。

　だが周囲が武ぶ家け屋や敷しきであることが幸いした。屋敷の裏手なのだろう。

　門兵の姿はないが、白しろ塀べいの向こうに掲かかげられた灯りがこちらを照らしている。

　あこは、花の季節の終わった桜の古木の前でたたずんでいた。

「そなた、なぜ旅籠を抜ぬけ出して──」

「右近殿……」

　あこはふと目が覚めたようにこちらを振ふり返ると、うつむき気味に近づいてきた。

　目の前まできて、直継の薄うす青あおの羽織をつまむ。その指先が、かすかにふるえていた。

「右近殿……ねぇ、わたしは誰……？」

　いまにも泣き出しそうな声だった。

「わたしはいったいなんなの……？」

　どうも様子がおかしい。

　直継があこの顔を覗のぞき込むと、まっすぐに見上げてくる目と目が合った。

　不安そうな、それでいて強くなにかを求める目が直継を捕とらえる。

　とりあえず旅籠に戻もどろう。そう言うと彼女は、子どもがいやいやと言うように首を振った。

「ねぇ右近殿、わたしの名前を呼んで？」

　涙に濡ぬれた妖よう艶えんな瞳ひとみ。

　──わたしが誰なのか、教えて。

　その言葉に身が強こわ張ばる。直継は口を開くことができなかった。

「呼んでくれないの……？」

　沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、あこは羽織を強くつかんで一歩身を寄せる。

　胸に触ふれそうな黒くろ髪かみ。そこから立ち上る髪かみの香こう油ゆの香り。花に顔を寄せたときとおなじ、かぐわしい香りだ。

　搔かき抱いだいたとき、指で梳すいたときの感かん触しよくを覚えている。その記憶が心を搔きたてる。

　しかし寄せたあこの身体、その死角から金かな音おとがした。

　鞘さや走ばしる音とともに、あこは直継から飛び退すさった。

　その手にあったのは真刀──直継の腰の鯉こい口ぐちを緩ゆるめて、刀を抜きとったのだ。

　きっ、とこちらを睨にらみつけるあこの瞳は金、仄ほのかに光を放っているようにも見えた。

　妖よう気きの揺ゆらめきだ。

「わたしの記憶を返して！」

　迷いなく斬きりこんでくる刀。それを直継は反射的に脇わき差ざしを抜いて受ける。

　鋭するどい金かな音おとがして、黄たそ昏がれに火花が散った。

　一ひと太た刀ちめを流されて彼女は身を引いたが、すぐさま二合めを繰くり出す。

　二合、三合とはじき返すたびに、甲かん高だかい金音が耳に刺ささる。

　彼女は攻こう勢せい一方だったが、直継が一歩退く隙すきを見て、間合いを置いた。

　女と侮あなどるわけではないが、型ができている。足あし腰こしもよく鍛きたえてある。

　剣けんを習っていると聞いていた。采女が新陰流のことを話すと、目を輝かがやかせていたという。意識を操あやつられてなおまっすぐな剣筋は、彼女の性しよう分ぶんだと思った。

　できることなら彼女と太刀を合わせてみたかった──しかし望んでいたのはこのような形ではない。

　脇構えから横薙なぎに払はらわれたのを、刃やいばを下向きに立てて片手で受ける。鍔つば迫ぜり合いに、小刻みに金音が震ふるえた。あこは両手で柄つかを握にぎりしめ、力押しにかかる。

　直継は近くに寄った彼女の顔を見つめる。

　妖あやかしに憑つかれてなお、その顔は直継のよく知るものだった。

（……そんな泣きそうな顔をして）

　──わたしの記憶を返して！
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　それは操られているからではない。彼女の心の叫さけびだ。

（どうして失くした記憶に拘こだわる？）

　彼女を搔きたてている不安はなんなのだろう。

　妖しに憑かれるほどに求めてしまう記き憶おく──狂くるおしいほどに過おも去いでに餓かつえる理由。

　今の自分ならわかる。自分が何度も匂い袋に手を伸のばしてしまったのと同じだ。

　それは、今が幸せではないからではないのか？




（────どうか、幸せであれ）




　直継は己の中にくすぶる想おもいを振り切るように、競せっていた刃を弾はじき飛ばした。

　打うち刀がたなは彼女の手を離はなれ、草むらに突つき刺さる。

　彼女ははっと刀をふり返る。直継はその肩かたをつかむと、強く抱だき寄せた。

「いやっ……」

　腕うでの中で抗あらがおうとする彼女のそれを許さずに、耳元に囁ささやき落とす。

　清めの言こと霊だま、それを耳から注ぎ込むと、彼女の力はすとんと抜け落ちた。

　彼女の身から逃にげようと抜け出す悪あしき霊れい。

　それを一ひと摑つかみに握りつぶすと、銀の光が立ち上った。

「右近……殿……わた、し……」

　怯おびえる彼女の声──正気に戻っている。

　己おのれがしたことに震える彼女の背中に手をまわして、抱きしめる。

　その声こわ音ねも、抱きしめる感触も、すべて記憶の中にあるものとおなじだ。

　──けれど。

「……そなたの名は、もう呼べぬ」

「どうして？」

　そう問う彼女に、「すまない」としか返せなかった。

「それは──わたしが、偽物だから？」

　鼓こ動どうが跳はね、弾かれたように直継は身を離した。

「なぜそれを……」

「思い出したの、全部」

　──彼女は迷い人ではないのかもしれません。

　──我々は時渡わたりに翻ほん弄ろうされすぎたんですよ。その不安に付け込まれたんです。

　時を渡って帰った彼女。そのことで心悩なやましているときに仕し掛かけられた罠わな。

「わたしの記憶が途と切ぎれている理由も、伏見にいた理由も、全部わかったから。

　……わたしは創つくられた式神ものだったのね」

　──彼女はおそらく、式しき神がみです。

　あこという名を得てこの世界に留とどまってしまった式神──それが目の前にいる少女の正体だ。

　妖しの気配を感じさせないように、ごくわずかな力で生み出されたそれは、本来なら半時と保もたずして消え去るはずのものだった。

　だが自分はあのとき、伏見でその面おも影かげに会ったとき、思わず彼女の名を呼んでしまった。

　名が持つ力──名は、人を支配する最も大きな力だ。

　彼女をこの世に留めてしまったのは、自分の言霊だった。

　──式神を作るなら、使うとしたら髪でしょう。奪うばわれたのはやっぱあのときですかね？

　吉継に攫さらわれていたときに奪われた彼女の髪。髪が持つ記憶は攫われたところまでだ。

　吉継の元から救い出してからの告白、そしてこの世界を去った彼女の決意など、記憶にあるはずがない。

　彼女は記憶を失くしたのではない。最初からなかったのだ、そのようなもの。

　彼女が見上げるその顔も表情も、記憶にあるものとおなじ。──当然だ。

　彼女は、自分の言霊が──自分の弱さが作り上げた過おも去いでだったのだから。

「わたしは、帰ったのね」

「──ああ」

　彼女は前を向いて、別れを告げて帰っていった。自分のいるべき場所へと。

「わたしは置いて行かれちゃったってわけね」

　そう言って、唇くちびるに薄うすく微び笑しようを浮うかべて。

「じゃあ、わたしも帰らないとね」

　目の前にいる少女も、さもあたり前のように正しい道を選び取った。

　傷つきながらもいつも彼女の心にあったのは、強さだ。

　正しいものを正しいと言える、現実に向き合うその強さ。自分にはない力が眩まぶしかった。

　彼女が側にいてくれれば、自分も彼女のように強くなれるのではないかと憧あこがれた。けれども甘えるばかりの関係ではいさせてくれなかった。

　わたし、ちゃんと言えたのかなぁ……彼女はうつむきがちにそうごちて、

「あのとき、助けにきてくれたわよね」

　吉継に囚とらわれたときのこと。

　自害を試みた彼女を救いに入ってから、吉継が撤てつ退たいするまで──その間に抜ぬけ落ちた彼女の髪かみ。それを持ち去られてしまった。

「そして今も……ううん、それだけじゃなくて。わたしは迷めい惑わくばっかりかけていたのに、右近殿はいつも守ってくれた。わたしを救ってくれた」

　彼女は意を決したように息をついて、笑え顔がおで見上げた。




「──ありがとう」




　その泣きそうな笑顔も自分は知っている。この少女の記憶にはないはずの、あの最後の姿だ。

　直継はなにも答えられなくて、食い入るように見つめていた。

　そんな直継の前で、少女はゆっくりと天に向かって両手を伸ばす。まるで天に失われた太陽を求めるように。

　暮れゆく黄たそ昏がれの中、その身体からだの輪りん郭かくは朧おぼろになっていった。

　消えゆく太陽の光そのもののように彼女の身は光の粉となって舞まい上がる。

　そして直継が瞬またたきもできずにいる前で、その姿は薄うす闇やみの空に溶とけ去った。

　誰だれもいなくなった野原。

　吹ふきぬける夜風に、ひらりと舞って地に落ちるものがあった。

　人ひと形がたに切りぬかれた白紙。

　そして、そこに巻きつけられた、一本の黒くろ髪かみ──彼女の姿を成なしていたものの正体だ。

（──礼を言われたとて）

　自分は何の役にも立てなかった。彼女は自分で選んで行っただけで、自分は何もしていない。

　あのときも、今も、選び取ったのは彼女自身だ。

　自分はその強さを眩まぶしく見送るばかりだった。救ってくれていたのは彼女の方だ。

　彼女の残した縁──たしかに彼女がいた証。

　それを拾いあげようとかがんだ瞬しゆん間かん。




　天から落ちる影かげ──影の握にぎる刃やいばが、直継の身を一直線に貫つらぬいた。




　肋ろつ骨こつを避さけ、ただ一直線に心の臓を貫く刃。

　痛みを感じる間もなく、直継の喉のどの奥から温かいものが逆流した。

「は……っ」

　口こう腔こうから溢あふれたのは血だ。

　あの日、雪に落ちた寒かん椿つばき──それよりもなお赤い血が、草を、式神を、染めた。

「水神の加護もなしに、ひとり探しにくるとはな」

　その男の声を直継は知っていた。

「縁を結んだ相手と共に逝ゆかせてやろうと思ったが、正体が知れていたとは。……まぁ、ひとりになったが、せめて苦しまずに逝かせてやろう」

　男は、刃をかえして傷をえぐると、そのまま横薙なぎに払はらう。

　心の臓から飛び出た鮮血があたりに飛び散る。

　そして直継の身体は前に傾かしぎ──地に倒たおれた。
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　三成は横薙なぎに裂さいた軀むくろを見下ろしながら、手にしていた刀を血ぶりもせずに草むらに放った。

　作法には反するが、吉継と左近は付つけ火び工作に勤いそしんで、ここにいるのは自分ただ一人だ。水神の血に触ふれるような不用意な真ま似ねは避けねばならない。

　裂さかれた直継の身からは血が流れ、人形の白紙──式神を朱あけ一色に染めた。

　娘むすめの黒髪を用いた式神。それを策略したのは吉継だ。

　式神は娘の黒髪の宿す〈力〉だけで創り出した。こちらの霊れい力りよくを注ぎ込んで、出所を探さぐられるのを防ぐためだ。

　しかしただ人の髪にそれほど強い力があるはずもない。

　創りだされた式神は、半時もせずに消え失うせるはずだった。

　だが式神は、当主に「あこ」と呼ばれたことにより、この世界に存在できるようになった。

　当主の言こと霊だまで〈力〉を得た彼女は、もはや吉継の傀かい儡らいではない。こちらの思おも惑わくは一いつ切さい届かない。それでも式神が〈時迷い人〉として潜せん入にゆうしたことによって、旅籠はたごは混乱に陥おちいり、結界が緩ゆるんだ。

　忍しのびの娘がいつになく心乱されたのも、時迷い人という異物──この世ならざるものに日常を壊こわされ、平常心を失ったためだ。

　式神はずっと当主と一いつ緒しよにいるかと思いきや、予想に反してひとりで出歩きだした。三成はそれを察知して追ってきたのだ。

　当主は必ず娘を探しに来る。そこで隙すきを見せたなら──それが当主の最さい期ごだ。

　──隙がないなら作るまで。

　吉継の策どおりに当主は隙を作り、いま三成の前で屍かばねをさらしている。

　すべてが吉継の策の内、予定外だったことといえば、これほど早く娘の正体が割れると思わなかった、それくらいか。

（娘の気配からは、式神だと読めなかったはずだ）

　当主の言霊で力を得てからは、こちらの気配などかき消されている。

　式神の記き憶おくは黒髪の主とおなじ、髪を奪うばってから娘が元の世界に戻もどるまでに二日ばかりの時差はあったが、それは記憶の混乱として騙だましとおせると思っていた。

　秀忠の一件といい、計画を狂くるわされがちだ。どうやら井伊家の中に知ち恵え者ものがいるらしい。

（徳川方は狸たぬきの巣そう窟くつ、か）

　そのような知恵者がいま一人でも豊臣方に残っていれば──そう嘆なげきたくもなる。

　だがいくら知恵を働かせても、大将を討うち取られた以上、その者の負けだ。

　三成は倒れ伏ふす軀に目を向けた。

「女は妖あやかしと云いうが、女が絡からむとこのようなものか──他愛たわいない」

　実のところ三成は、この堅かた物ぶつの当主が女に迷って隙を作るとは思っていなかった。吉継のほうが人を見る目があったということか。

（……やはり刑部のほうが上なのか）

　友として、その才を誇ほこらしく思う。

　それと同時に嫉しつ妬とも覚え、そしてまた一いち抹まつの寂さびしさがよぎる。

　──かつて吉継が側にいてくれたなら。

　生前の三成は、五ご奉ぶ行ぎようの長ちようとして豊臣家の実務を采さい配はいしていた。

　そんな中、太閤に恩を享うけた大名たちがこぞって徳川方についたのは、命がけの武功ではなく、内政で禄ろくを得た三成と反そりがあわなかったためだ。

　そのとき吉継が側にいたなら、間をうまく取り持って、豊臣を割ることもなかっただろうに。

　しかし現実は、吉継は健康を害して敦賀に下り、自分の力では大名を抑おさえきれなかった。

　豊臣が割れた、その隙を家康に付け入られた。

　自分が世よ渡わたり下べ手ただったばかりに、いらぬ争いを生んでしまった──

「……だがなんにせよ、ひとつ片付いた」

　水神の〈力〉を継つぐ正統な血は絶えた。佐和山は落ちたもおなじだ。

　佐和山を継ぐのは弟の直孝か、別の者か。いずれにしろ自分たちに対たい抗こうする〈力〉は持っていない。手て駒ごまとするのは容た易やすいだろう。

　佐和山だけではない。

　自分の責めで徳川に奪われたもの──それは、ひとつひとつ、自分の手で取りもどしてゆくしかないのだ。

（まずはこの一件、吉継に報告しておくか）

　そう思って三成は踵きびすを返して──足が止まった。

　少し離はなれた場所にたたずむ若者がいた。

「──やはりそなたらの差し金か」

　目をこらすまでもない。そこにいたのは、軀となって斃たおれているはずの者だった。

　三成はとっさに半身を引いて確かく認にんする。三成の背後、たしかにそこに軀はあった。

　軀から流れ出る血、立ち上る血の臭におい、そこに交じる合わせ香の香りは間ま違ちがいなく当主本人のものだ。

（ではこの者は一体──）

　瞬しゆん時じに考えを巡めぐらせ、そして思いいたった答えに三成は慄りつ然ぜんとした。

　答えならすぐそこにあった。──自分たちが仕し掛かけた罠わなとおなじだ。

（こちらも式神か!!）

　当主はすばやく呪じゆ符ふを取りだして、展開させた。符は円を描えがき、当主の周りをめぐる。

　符の結界の中で紡つむがれる当主の言の葉。それに従って、三成の背後でなにかが動き出そうとしていた。

　三成の背後に倒れた軀、そこから今なお流れつづける鮮せん血けつ──水神の力を継ぐもの。

　その血は生を得たように動いたかと思うと、三成の足元に結界陣じんを描き出した。

　当主は三成に逃にげる隙を与あたえず、呪言を絶やさぬまま二指を閃ひらめかせて結界を発動させる。

「く……っ！」

　朱しゆは蔦つたのように三成の身を這はい上り、その身を搦からめ捕とった。







　──あの娘むすめは創つくられた式神、時渡わたりとはなんの関係もなかったんです。

　直継は、あの娘はいつの彼女なのかと考えていた。だが主馬は、娘が彼女であることすら否定して、仕掛けた者の意図を読み切った。

　そして主馬が提案したのは、大だい胆たんなことに相手とおなじ策だった。

　──獲え物ものが仕掛けた罠にかかっているとき、自分が同じ罠にはまっているとは気づきにくいものですよ。そこに隙ができます。

　──けれど騙しきるには髪かみでは弱い。それ以上の縁えにしを……想おもい出でを犠ぎ牲せいにできますか？

　──相手は過せい去ぜんの執しゆう念ねんでこの世に蘇よみがえっているのです。過去を切り捨てるつもりでいかなければ、また付け入られます。

　──敵の目を欺あざむくために必要なのはその覚かく悟ごです。

　──未来あしたのために過おも去いでを捨てる覚悟はおありですか？




（覚悟、など……）

　直継は碧へき緑りよくの瞳ひとみを上げると、中空に一筋、縦に指を添そわせた。

　身を震ふるわす雷らい鳴めい。

　それとともにその手に収まったのは、銀の光を帯びた一振ふりの刀だった。

　直継はその刀を手に上段から斬きりかかる。

　三成は血の結界に囚とらわれて自由にならない身ながらも、霊力を集中させて刃やいばを払はらった。そして闇やみの深しん淵えんから眷けん族ぞくを呼び起こす。

　蒼あおき人ひと魂だま──それは握にぎり拳こぶしくらいのものから、人の顔ほどの大きさのものまである。

　襲おそいかかるそれらを直継は飛び退すさって避さけ、斬り伏ふせる。

　人魂の断だん末まつ魔まの叫さけびは恐きよう怖ふではなかった──怨えん嗟さだ。

　言葉にならない怨うらみの声が周囲に満ちる。

　三成は絡みつく血に苛いら立だちながらも、腕うでをひらめかせて怨おん霊りようを召しよう喚かんしつづける。

　人魂や鎧よろい武者──ある者は片かた腕うでがなく、ある者は首がない。しかしただまっすぐに、直継めがけて襲い来る。

　その動きはけっして機き敏びんなものではなかった。この一帯を囲う形で采女が結界陣を展開しているためだ。力なき者は、召喚された瞬しゆん間かんに結界陣の力によって消し去られている。

　三成が直継の式神を襲ったとき──その時点で三成は罠にかかっていたのだ。

　直継は手を真横に滑すべらせて、呪符を中空に並べる。そして手を振ふり下ろすと、呪符は一いつ斉せいに怨霊へと飛んだ。

　呪符に触ふれるやいなや銀の光が立ち上り、怨霊は消え失うせる。

　しかし怨霊は次から次へと涌わき出てくる。

　──その中に、見覚えのある旗はた指さし物ものを見た。

（これは……）

　三成が喚よんでいるのは西軍の兵だけではなかった。

　笹ささに宿り雀すずめの紋もん──

　その家紋に、直継の中でなにかが潮のように引き、すっと冷めていった。

　いままで、怒いかりという感情は、外に対して爆ばく発はつするものだと思っていた。

　だがそうだとしたら、今この心の内に宿るこの想いはなんなのだろう？

　火か口こうに滾たぎる赤き大地の力とは違ちがう。大地の底で、人知れず流れ続ける色なき濁だく流りゆう。

　この山の下にも流れ、湧わき出でて、ときに人を生かし、ときに人を死に至らしめる冷たき水。

　直継はその感情に押されるまま、刀を水平に走らせると次いで垂直にそれを掲かかげ、ゆっくりと、納刀するかのごとく、大地に刺さした。




「────黄よ泉みより来たれ、この地で絶えし者たち」




　その禍まが々まがしい言の葉に、三成の面が強こわ張ばった。

「なぜそなたが──」

「……なぜ？」

　死者を呼び起こすのは三成の術であって、祓はらいの血統である直継のものではないはずだ。

　しかし直継は、つと目を上げると、碧緑の瞳で三成を見み据すえた。

「我が祖は神と呼ばれしもの──人を喰くらいし荒あら御み魂たま」

　三成は息を飲んだ。

　神と呼ばれるもの──その本ほん性しようは、太古の世に人や獣けものを食くらい、その力を恐おそれる人々によって祀まつられた血に濡ぬれた荒あらぶる神だ。

　祈いのり、祀られ、畏い怖ふの念を捧ささげられ、生いけ贅にえを喰らいながら時をかけてその怒りを鎮めてゆく。

　そうして浄じよう化かされたものが和にぎ御み魂たまとなり、神として祀りつづけたその地を守る力となる。

　だが、神を鎮めるために供されたあまりに多くの命──生きながら重おも石しにつながれ、暗くら闇やみの中で湖に沈しずめられ、光の届かぬ深い闇の底で、もはや色もわからぬ血を散らして死んでいった幾いく人もの巫女みこたち。

　その巫女の命を喰らい、血をすすりながら、遠とお江とうみの湖の底で眠ねむりつづけたのが〈房そい〉だ。

　そして〈房〉の前に現れたのが、藤ふじ原わらの共とも資すけ──直継の祖先。

〈房〉は人に惹ひかれ、〈初そ衣い〉という真名をもらい、たまという名の巫女の身体からだを得て、人として生きるうちに子を生なした。そしてその命果てるときに、自らの子孫に加護を与えることを約して和御魂──遠江を守護する水神となったのだ。

　そうして直継に受け継がれる神の〈力〉──巫女を喰らって得た力。それを宿す血が穢けがれなきものであるはずがない。本性は、人の魂たましいを喰らう怨霊とおなじだ。

　自分は、荒ぶる神の血を収めるための器うつわ。

　穢れを避さけるのは清らかさを保つためではない。その血に眠る猛たけき本性を呼び起こさないためだ。

〈房〉という名の荒御魂を〈初衣〉という名に鎮めた男の末まつ裔えいとして、ふたたび彼女を荒ぶる神にもどすわけにはいかない。

　そのような〈力〉を継つぐ者を宿してしまった母──

　自分が胎たい内ないにある間、母が見続けたのはこの血に流れる暗き過去。

　身の氷こおる湖の中に投げ入れられ、息もできぬまま底に沈みゆき、湖の底で目を光らせる異い形ぎようのもの──その異形に生きながら喰われる恐怖。

　血ち塗ぬられた一族でない母が耐たえられようはずもなかったのだ。

　──怖こわくないから。

　そんなはずはない。彼女は知らないからこそ言えたのだ。

　だが、それでも。

　闇の底から救いあげようとする一筋の光。それに救われたのもまた事実。

　彼女はその恐怖を知ることなく、この血の系けい譜ふに巻き込まれることも、狂きよう気きの淵ふちを覗のぞくこともなく、自分の世界へと帰った。──これで、よかったのだ。

　その彼女が誇ほこりとしたものを、自分が汚けがさせるわけにはいかない。

「伏見はそなたの馴な染じみの地やもしれん。だがそれが災わざわいしたな」

　直継は、光を宿す白き指先を宙に閃かせる。

　その動きに導かれて、陽かげ炎ろうのようにゆらりと立ちあがる姿があった。

　大地から生じたのは武者の怨霊。

　ここ伏見は、五年前、彼女の祖父らが守り抜ぬいた地──

「──そなたが屠ほふった命だ」

　その言葉を引き金に、武者たちが刃を振り上げて突とつ進しんした。

　銀の光が閃ひらめいて、三成の召喚する武者を斬り捨てる。三成も応戦するがその数、その力があまりに違う。

　この城を守るために戦い抜き、命を落とした者たち。この地を守るために戦った者たちは、なによりも強い力となる。

　永ながの眠りにつきながら、静かにこの地を守り続けるはずだった彼ら──それすらも呼び起こし、利用する自分は神の末裔か？

　否いな──闇の使い手、だ。

　しかし、血に濡れた手でも──新たに血で濡らすことになろうとも、守りたいものがある。

　直継は地に刺した刀を抜きとる。細い雷かみなりを巻きつかせるそれは生きているかのようで、手のひらを介かいしてぴりぴりと刺し激げきが走る。刺すような刺激に手から抜け落ちそうだ。

　だがたまがいない今、自分ひとりの力では三成を浄化できない。

　銀の光を立ち上らせる武者の向こうに、血の結界に囚われたままの三成の姿が見える。

（──これで、終わりだ）

　直継は水平に刀を構え、距きよ離りを読む。

　──そのとき、大地が揺ゆれた。

　いや、大気が揺れたのをそう感じたのだ。身が揺らぐほどの突とつ風ぷうが吹ふきこんだ。

（采女!?）

　結界の綻ほころびを突ついて、吹き抜ける風。

　周囲の結界陣じんを支えているのは采女だ。采女の身になにかがあったのだ。

　しかし結界が完全に解けたわけではない。何者かに襲おそわれ、その応戦の合間に亀き裂れつを入れられたのだろう。

　結界内に竜たつ巻まきが巻き起こる。それが収まったとき、そこには一人の男の姿があった。

　白の小こ袖そでに白木のような淡あわ色いろの袴はかま、その周りに羽は衣ごろものように白布がそよぐ。

「わずかに目を離はなした隙すきに、ずいぶん愉ゆ快かいな状じよう況きようになっているではないか」

「刑部！」

　吉継は、囚とらわれながらも無事な三成を認め、次いで、武者の群れにつと細めた瞳ひとみを向けた。

「ほう、このような手も使えるとはな」

　白布が縦横に閃くと、その白の軌き跡せき──かまいたちが襲いかかってきた。

　直継は刀を立ててその刃やいばを断ったが、それは武者の首を飛ばして駆かけ抜けていった。

　武者は地に倒たおれ、そのまま闇やみの中に溶とけるようにして土にしみこんでゆく。

　吹き荒あれる風に煽あおられたか、直継の視界の端はしでは火の手が上がった。

　炎ほのおは数じゆ珠ずをつなぐように点々と闇やみ夜よに広がってゆく。とても自然に引火する速さではない。

　その様子を、吉継は稲いな穂ほのような薄うす色いろの目を細めてみやった。

「さすが左近殿どの、仕事が早い」

（嶋左近か……！）

　采女を襲ったのは左近にちがいない。

　前に佐和山に乗り込んだとき、それらしき姿がないことには気付いていた。

　蘇よみがえっていないのかと思っていたが、過ぎたるものとまで呼ばれた腹心は、やはり三成の側にいた──

　突とつ然ぜんあがった火の手に、白しろ塀べいの向こう、屋や敷しきの中がにわかに騒さわがしくなった。

　直継は左袖そでで口元を覆おおう。煙けむりはここまでは届かない。しかし火の力によって結界が弱まり、先ほど受けた傷──式神を介して与あたえられたものが疼うずいた。

　この身にあるのは本当の切り傷ではない。だが式神を自身の感覚に直結させていたため、式神の得た傷の一部は宿体の直継に返っている。

　痛みをこらえるその隙を突いて、吉継は一足飛びに詰つめてきた。

「────ッ！」

　その距離が尋じん常じようではない。十歩以上あった間合いを、射られた矢のような速さで詰めてくる。

　抜かれた刃を、直継も刀を立ててとっさに防いだ。

　甲かん高だかい金属音が二合。吉継は深追いすることなく引いて、間合いを取った。

　そのほんの間にも炎は燃え広がり、もはや小火ぼやと呼べるものではなくなっている。

　炎は梁はりを舐なめ、柱に、木々にと次々に燃え移り、闇夜を赤く染め上げる。

　火の勢いが増すにつれ、肩かたから重石を載のせられたように直継の身体が重みを増す。

　吉継はそれを予想していたのか、口くち端はに笑えみを浮うかべていた。

　吉継が狙ねらっていたのは采女の結界を破ることではない。この周囲に起こした炎、それによって火の〈結界〉を創つくり出し、この場から水気を断たつことだったのだ。

「く……」

　水気の加護を失い、先ほどの心臓を刺さし貫つらぬかれた感覚がよみがえる。

　直継は刀を杖つえ代わりに突きたてて、全身を駆け巡めぐる幻まぼろしの痛みをこらえた。

「まだ、か。ずいぶんと頑がん張ばるものだな」

　余よ裕ゆうを欠かさぬ笑みを浮かべたまま紡つむがれた言葉。

　まだ三成の縛めを解かぬのか──そう言っているのだ。

　三成を縛いましめから解放するなら今すぐ退いてやろうと、取り引きを持ちかけている。

　彼らは決して負ける戦いくさをしない。余力を残して退いてはまた仕し掛かけてくる。そしてまたこちらの心を引っかきまわして、日常を脅おびやかしつづける──

（させるか……！）

　直継は右手で柄つかをにぎったまま、刃に左手首を近づけた。吹き出る血で結界を強化する。

「う、ぐ……っ」

　本物の血によって巻きとられた三成は、苦く悶もんの声を上げた。たてつづけの召しよう喚かん術で弱っている身体からだに効いたのだろう。

　吉継はかすかに眉まゆをひそめると、言の葉を落とした。

「主ぬしは退ひけ。よいな」

「刑部、なに……を……！」

「させぬ！」

　直継が斬きりかかる。しかし、その刀の向かう先──吉継は突とつ如じよ姿を消した。

　直継は目を見開き、足を止める。しかしそれ以上に動どう揺ようを見せたのは三成だった。

　三成の身は、囚われていたはずの血の結界から抜け出していた。

　──代わりに囚われていたのは吉継だ。

　吉継は自みずから結界に囚われて、身を入れ替かえることで三成を逃にがしたのだ。

　血の結界陣にかすかに苦い表情を浮かべたが、なおもその余裕の笑みが失われることはない。

「左近殿、任せた」

　いずこから現れたか、屈くつ強きような男が三成の肩をつかむ。さぁ、と促うながされるが早いか、

「刑部……ッ!!」

　その叫さけび声を残して、三成と男はその場から姿を消した。

　左近の攻こう勢せいがなくなったためか、采女の結界が復活しつつある。

　だがそれ以上に火の回りが早かった。屋敷から出火した炎は、白塀を乗り越こえ、隣りん家かや山に飛び火している。一度燃えはじめたら、後押しせずとも炎は木材を飲みこみつづける。

　吉継は風で火を煽りながら、絡からまった糸をほぐすように、自身を捕とらえる結界を解こうと試みていた。

　直継が数枚の符を飛ばす。しかし符は、鋭えい利りな刃のようなもので射落とされた。それは吉継の風に操あやつられた木の葉だった。

　一枚一枚が炎を帯びて、手しゆ裏り剣けんのように襲いかかってくる。

　直継は符をめぐらせて結界を張り、攻勢を凌しのぐ。

　だがかすっただけで傷をつけられ、血がにじむ。

　避さけた木の葉は地に刺さると、草に引火しはじめた。

　屋敷はもうもうと黒こく煙えんを上げている。風の中で炎が踊おどる。

（炎……血……）

　赤く、赫あかく、どこまでも深く、闇色の業ごうを宿しもの────




　────解き放て。




　どこからともなく、声が聞こえた。




　────汝なんじの力、その身より解き放つがいい。




　耳の奥でこだまする声は、闇そのもののように重く、低い。

　荒あら御み魂たまとおなじように、人を──魂たましいを、喰くらえと。喰らってその〈力〉を我がものとせよと言っている。

　その言葉に魅ひかれて、身を包む熱さとともに、胸の中から湧わきあがるものがある。

　吉継の〈力〉を喰らわば、この傷を癒いやせる。炎も抑おさえられる。なにより体内で暴れるこのうねりを鎮しずめることができる──

（──いや、ちがう）

　たしかに〈房〉はかつて魂を喰らっていた。

　だが喰らえども喰らえども、塩水を飲むがごとくに渇かわいてゆく。

　そんな彼女を鎮めたのは生いけ贄にえではなかった。

　人に対し情が芽生え、側にありたいと、共に生きたいと願った──その感情が彼女を和御魂に変えた。




　────喰らえばすべてが終わろう。




　耳の奥でささやく声。

　そのとき直継が思い出したのは彼女の泣き顔だった。

　羽は柴しばの名をどう思う？　そう訊きいてきたときの表情。

　何度も何度も傷つけられて、それでも前を向いて生きたいと、彼女は自分に訊いた。

　現実と向き合い、すべてを自分で選び取って、前を向いた彼女──みなが彼女のような強さを持っているわけではない。人はたやすく易やすきに流される。

　終わりにしなければまた付け込まれる──今の自分のように。

「人の心に付け入る亡ぼう霊れいめ……ッ！」

　直継は迷いを切り裂さくかのように、大きく横薙なぎに刀を払はらった。

　その刃はは結界に囚とらわれた吉継までははるかに届かない。しかし幻げん聴ちようから抜ぬけ出した直継を、吉継は目を細めて睥へい睨げいしていた。いつになく真しん剣けんな目だった。

　いや、彼は微び笑しようを浮かべていてもいつだって真剣だった。

　状じよう況きようを読み、そのとき最善の策を打ち、こちらの弱みを容よう赦しやなく攻せめてくる。

　己おのれが代わりに囚われるなどという無理を押してまで三成を退かせたのも、おそらくあの者の限界だったからだ。

　ここで封ふうじなければ、何度でも付け入られる。

「右近さま！」

　駆かけてくる声。

　その声に一いつ瞬しゆん──吉継の中で時が止まった。直継はそれを見み逃のがさなかった。

（────この者も限界だ！）

「采女っ、断て！」

　叫ぶとともに直継は、己の左ひだり腕うでを斬る。

　深く手首を抉えぐると、血しぶきがあがった。

　その血は野を染め、地に沁しみ込み、地中を伝って吉継の結界陣じんをさらに赤く染め上げる。

　結界陣から銀の光が立ち上る。流星が天に翔かけてゆくかのようだった。

　吉継の動きは完全に封じた。

　襲おそい来る采女の刃を感じているだろうに、吉継の表情は穏おだやかだった。

　──すでに、死のその先にあるものは知っているとでもいうように。

　采女の刃が振ふり下ろされる──




「させぬッ！」




　キィンと耳を刺す音。采女の斬ざん撃げきを受け止める刃があった。

　──三成だ。

　彼がふたりの間に入って采女の刀を受け止めていた。

「主!?」

　左近と共に退いたはずの三成の姿に、吉継がはじめて動揺を見せた。

「なぜ退ひかぬ!?」

「そなたが指図するな！　大将は私だッ！」

　采女の剣けん戟げきを受けながら三成が叫び、吉継は苦々しげに舌打ちした。

　足を止められた采女に、今ひとりの男が斬りかかった。左近だ。

　左近は身の丈たけも体格もある。采女は刀を流してその力を真正面から受けることを避けていたが、完全に防戦一方となった。

　采女の刃が左近に逸それた隙すきを突つき、三成は吉継に駆け寄って、結界を阻はばもうと腕うでを伸のばした。

　結界を成なす光の中に入れられた腕。

　それは滝たきの中に腕を入れたかのように、昇のぼりゆく光の流れを変える。

「主、やめろ！　そなたにはすることがあろう!?」

「私ひとり残ったところでなにができる!?　 そなたらがいなければ私は……ッ！」

　その叫びに、吉継ははっと息を飲む。

「く……ッ！」

　立ち上る銀の光に霊れい力りよくを殺そがれる、その痛みをこらえながら三成が吉継の腕を取ると、吉継に絡みついていた血色の蔦つたの一部が三成の腕に移った。

　そのまま三成の腕を搦からめ捕とり、身体全体を締しめ上げはじめる。

　代わりに、吉継を縛いましめる力が弱まった。その隙を吉継は逃のがさなかった。

　足と胴どうを蔦に絡みつかれたまま、結界を出ようと試みる。

　銀の光に触ふれた吉継の腕が、ふと色みを失った。神気に腕を灼やかれた痛みを面おもてに出しながらも、なおも脱だつ出しゆつを諦あきらめない。

　白布が小さな雷らい撃げきに打たれるように小刻みに揺ゆれながら、逃にげ道みちを確保している。

　吉継は三成の腕に引き寄せられて、結界を越こえようとしている。

　その様子を直継は、失血で霞かすみゆく視界の中に見ていた。

　もう指一本動かすことができなかった。

（逃げら、れる──）

　直継は自身の血の消しよう耗もうに、片かた膝ひざをついた。もはやこれ以上、抑おさえる術すべがない。

　──また、自分は守ることができなかったのか。




　──　させ　な　い　──




　りん──と、天から声が降ってきた。

　星の光のようにやわらかく、しかしまっすぐなその声に、直継は天そらを見上げた。

　野原を取り囲む屋や敷しきや木々が炎ほのおを上げ、夜空を焦こがす。

　その炎の揺らめきは、天いっぱいに広げた緋ひの打うち掛かけのようにも見えた。

　緋色を帯びた宙空で、金色の光を放つもの。

（あれは……）

　金の微び光こうを放つ者。それは天に──元の時に帰ったはずの、彼女だった。

　名を失い、もはや体を成なしていない。光の粒りゆう子しが寄り集まって、彼女の姿を形作っているだけだ。

　彼女は天いっぱいに髪かみをなびかせ、空に浮ういたまま自身の胸の前でなにかを抱だきしめている。

　そしてゆっくりと手を解いて、抱きしめていたものを取りだした。

　それは自身の身に宿るもの、彼女を彼女たらしめている核かく──魂だ。

「や、めろ……ッ！」

　しかし地上の叫さけびは届かなかったか、彼女は動きを止めない。

　光の中の彼女は目を開くと、地上を見下ろした──穏やかな瞳ひとみだった。

　食い入るようにみなが見つめる中、彼女は両手を大きく広げた。

　瞬しゆん間かん、曙しよ光こうが射さしたかのように世界に光が満ちた。あまりの眩まばゆさに直継は目を閉じる。

　その激しくも温かな光は直継を癒いやし、そして。




　──刑、部…………




　最さい期ごに残された言の葉を、直継はたしかに聞いた。

　直継は利きかない視界の中で、その光を摑つかもうと闇やみ雲くもに手を伸ばす。

　世界を照らす光が終息したとき、その場に怨おん霊りようたちの姿はなかった。

　いたのは呆ぼう然ぜんとたたずむ采女と──そして。

　もはや人の形を取ることすら危あやうい光が、直継のすぐ目の前にいた。

「あこ……？」

　呼びかけると、光は少し困ったように微笑して、首を振った。

　──それは自分の名ものではないから。そう言うかのように。

　もうその言の葉は彼女には届かない。

　炎に煽あおられて、彼女の姿が揺れる。煽られた火の粉が彼女を形作る光をよぎるたびに、その光の粒子は数を減らしてゆく。

　儚はかない輪りん郭かくを残すだけの彼女は、両りよう腕うでを伸ばすと直継の頰ほおを包みこんだ。

　そして顔を寄せて。
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　────好、き。




　ただ一言。

　そして唇くちびるに触れたのはたしかな温かさだった。

　しかしそれも一瞬のこと。

　彼女は泣きそうな、けれどもたしかな笑え顔がおを見せた。

　直継のすぐ近くで、木が倒たおれてきた。先ほどの吉継のかまいたちによって、斧おのを入れられた形になった木だ。

　炎に包まれたそれの枝葉が、一ひと際きわ多くの火の粉を上げた。その炎に飲まれるように、彼女を形作る光の粒子は、宙に溶とけていった。

　直継は思わず抱きしめる。しかし腕は空むなしく空くうを切るばかりだ。

　その姿をつかもうとした手のひらを開く。

　手の中に収まっていたのは金の光だった。

　だがその光もまた、はかなく溶けて消え去った。

「あこ…………ッ！」

　直継は天を仰あおぐ。炎に煽られて、踊おどる火の粉。それとともに、金の光が舞まっている。

　それはまるで冬風に煽られて空くうを舞う、粉雪のようだった。

「右近さま!!」

　炎を上げる倒とう木ぼく、その向こう側から呼ぶ声がする。しかし直継の心まではあまりに遠かった。

　炎の勢いが増し、周囲の人の逃げ惑まどう声。

　だが直継はただ茫ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくし、炎が踊る空を見つめているしかできなかった。




　──どれほどの間、立ち尽くしていたのだろう。

「なにやってるんですか!?」

　すぐ傍かたわらから声がした。

　知っている声だと思った。だが直継は首を動かすことができなかった。

「ねえってば！」

　比紗が袖そでを取る。とっさにふり払はらおうとも思ったが、指一本動かせない。

　左手首の怪け我がは癒され、もう出血も止まっている。しかし動けない。

　直継はうなだれて、身体からだにかかる重さに、そのまま膝ひざをつきそうになった。

　──自分はたしかに伝えたはずだ。みずから命を絶たつような真ま似ねはしてくれるなと。

　しかし式神だった彼女にあの夜の記き憶おくはない。彼女は直継じぶんを守るために、やはりなんのためらいもなくその命を使った。

　自分はまた、彼女を守りきれなかった。

　──自分を大切にして──長生きして。

　自分ひとり、彼女のいないこの世界で生きて行けと……？

（なんて……）

　彼女はなんて重い枷かせを残していったことか。

「早く逃げないと炎に飲まれますよ!?」

　比紗が直継の肩かたを支えて叫ぶ。

　肩を揺らされ視線をもたげると、数歩先に落ちていたものに目が留まった。

　自分の姿を与あたえた式神。それはすでに白紙に戻もどっていた。

　人ひと形がたの白紙に結ゆわいつけていたのは匂い袋だ。

　彼女を思い出させるもの──自分が伏見の街中で隙すきを見せたばかりに、吉継に付け入られた。

　その隙を作る元になったのがこれだ。

　彼女との日々をつなぐ、ただひとつのもの。

　──未来のために過去を捨てられますか？

　決めたのは、自分だ。

「さあ！　早く！」

　想おもいを断ち切るように目を背そむけ、直継はその場を去った。
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　火は伏見の山まで広がりつつあったが、山を吞のみ込むことなく夜よ更ふけまでに鎮ちん火かした。

　宇治川に近く、水を運ぶ人手に事欠かなかったこともあるが、木々や大地が存分に水を溜ためて湿しめり気けを帯び、火の力を打ち消したのだ。

　さらに夜に降った雨によって、炎ほのおは完全に沈ちん黙もくした。

　──翌朝、白い朝あさ靄もやの漂ただよう燃もえ跡あとに、直継の姿があった。

　他ほかに人ひと影かげはない。

　昨夜の火事で死者は出なかったと聞く。だが火事は穢けがれを想起させる。京に住まう者たちは穢れを恐おそれて近寄ろうとせず、屋や敷しきの者も居を移したのだろう。

　完全に焼け落ちた屋敷に金目のものはないと思ったか、盗ぬす人つとの姿すらない。

　地面は炭と化していた。

　直継が炭を踏ふみしめて歩みを進めると、時おりその下にくすぶる炎が見え隠かくれした。

　山火事は鎮しずまったように見えても数日後にまた火の手を上げることもある。今日から幕府によって見回りが強化されることだろう。

　なにもかもを炭に変えた炎。しかしその木は──桜の古木は、煤すすにまみれてなお、そこに立っていた。

　昨夜、桜の木の下にたたずんでいた彼女。

　自分がいたのはそこから数歩──この場所を間ま違ちがえるはずがない。

　直継はうつむいて、目を走らせる。

　しかしその大地は、黒ただ一色。

　昨日はたしかにここにあったもの──それらはすべて黒に吞まれていた。

　昨日あったものが、今日もまた同じにあるわけではない。それとおなじように、彼女が歩んだ道をおなじようにたどったところで、彼女がいるわけではない。

　彼女の思い出の欠片かけらをかき集めたとて、それが明日につながるとは限らない。

　──そのようなことはわかっていた。

　可能性はなくはない──蜘く蛛もの糸を摑むような儚はかない賭かけ。

　それは明日を生きるための、今日という現実を受け入れるための幻げん想そうだ。そうわかっていたから、あのとき自分は、三成を罠わなにはめるために、匂い袋を犠ぎ牲せいにした。

　過去を背に前を向く強さ──それこそが彼女が選んだ道だったから。

　──それでも。どうしても。

　直継はその場に膝をついた。袴はかまを介かいして地熱が伝わってくる。

　腿ももに乗せていた手で、大地を搔かく。雑草であったもの、木の葉であったもの、すべてが黒になったそれを搔いて、ここにあったはずのものを探す。

　煤が爪つま先さきから侵しん食しよくしてくる。もう失われたのだとわかっている。たとえ見つかっても、この炭の一部になっているだろうことも。それでも探さずにはいられなかった。

　胸の中を搔きむしるように炭を搔く。

　今まで、これほど真しん摯しになにかを求めたことなどあっただろうか。

　探しているのは現実を受け入れるための強さだ。もうこの世にないのだと、彼女はもうどこにもいないのだと見せつけなければ、胸の奥に棲まうものは納なつ得とくしない。

　半月後には許いい嫁なずけがやってくる。その現実と立ち向かうための覚かく悟ご──彼女をつなぐ縁えにしはなくなったのだと、この目で確かめたかった。

　数搔きすると土が姿を見せた。炭が積み重なっていたのは、ほんの親指ほどの深さ。その二、三寸の合間にあった炭が、ここにあったもの、すべての変わり果てた姿だ。

　直継は脇わきに避よけた炭の山を、両拳こぶしで搔き摑つかんだ。

　手のひらを埋うずみ火びがじんわりと焼く。この熱さを忘れたくない。そう思った。

　彼女のことも過去にはしたくない。けれどもこの現実を受け入れることが前に進むために必要なことならば、せめて今だけは。

　そのとき前方で、かさ、と炭を踏む音がした。

　足音でその者のおよその目方がわかる。軽い──女の足音だ。

　無断で旅籠はたごを抜ぬけ出した自分を追ってきたのだろう。

「──あの、探してるのって、これ……ですか」

　言って差し出されたものに顔を上げる。──薄うす青あお色のそれに、直継は目を見開いた。

　錦にしきの大半が黒く炭に汚よごれていた。それでも焼き尽くされることなく、それは姿を留とどめていた。

「鎮火後に見回りに来たら、これだけ不思議と焼けずに残ってたんです。──大切なものなんでしょう？」

　直継は炭に汚れた指先を伸のばして、それを手に取った。

　中の香こう木ぼく、そして結わえつけていた紅白の紐ひもは無くなっていた。

　つないだ縁えにしを失って、空うつ蟬せみとなって匂い袋だけが戻ってきた。

（──これが、現実だ）

　匂い袋を握にぎりしめると、あの晩の光景が思い出された。

　すこし照れながら、そしてすこしあわてながら、不器用な手付きで結わえてくれた。

　最後に、いまにも泣きそうな顔で、それでも笑っていた彼女。

　自分は泣き方なんて知らない。知る必要もなかった。けれどもいま、空くうだった胸の奥がいっぱいになって、大きくなにかが渦うず巻まいている。

　いつもはただ静かにその存在すら感じられず、彼女が近くにいると漣さざなみのように震ふるえ、彼女の笑え顔がおに温かく満たされていた場所。

　そこでいま、自分の知らない感情の荒あら波なみが渦巻いていた。

（ああ、泣けばいいのか）

　こみあげてくるものがある。だが、それは熱い吐と息いきとなってこぼれ落ちただけだった。

　泣き方なんて知らない。そんなもの誰だれも教えてくれなかった。

　誰しもが生まれながらに、教わることなく知っているはずのそれを、自分はいつどこに置き忘れてきたのだろう。

　──いや、そのようなもの、いつであろうと、どこであろうと、かまわなかった。

　ずっと忘れたままでも生きてこられたし、それでよかった。──彼女と出会うまでは。

　あの晩、彼女が嗚お咽えつの合間からくりかえした言葉。

　それはそこに渦巻く感情を吐はき出して、そして別れを告げるために必要なことだったのだ。

　そして昨日の彼女も──最さい期ごの力で、その言葉を告げていった。

　自分は彼女に教えられて、その想いに救われるばかりで。

　自分のことだけに手て一いつ杯ぱいで、ただ側にいることしかできなかった。

　ありがとう──そう告げなければいけないのは自分の方だったのに。

「ああもう！　一国のお殿とのさまがなんて顔してるんですか！」

　泣いてなどいない。しかし胸の奥で渦巻きつづけるそれを、浅い息をくりかえして、熱い息に変えて吐き出すことしかできなかった。

「もうすぐお役人がきますよ！　こんな恰かつ好こう、誰かに見られたら大変でしょう!?」

　ほらほらと、比紗が手首を取って立ち上がらせる。

　すまない──今だって、そのような言葉しか出てこない。

「謝るくらいならちゃんと立ってください！　ほら、とっとと帰りますよ！」

　比紗はその手を取ったまま歩き出す。

　そのとき直継は、伏見稲荷いなりで立ちすくむ彼女の手を取ったことを思い出した。

　あのとき引いた手は、彼女にとってもなんらかの救いになっていただろうか。

　そうであるといい──そうであってほしいと、心から思った。

「──比紗」

「なっ、なに!?」

　直継が呼びかけると、比紗ははじかれたようにふり返った。

　そのあまりの驚おどろきように、直継は眉まゆをひそめる。

「……なにをそんなに驚く」

「なにって……わたしの名前、覚えてるなんて思わなかった、から……」

「覚えられないような奇きっ怪かいな名でもなかろう」

　失敬な、と思ったが、比紗は顔を赤くして言い募つのった。

「だって呼んでくれなきゃ覚えてるかどうかなんてわかんないじゃないですか！　こっちはただの忍しのびだし、あなたの周りにはわたしみたいなのがいっぱいいるんでしょう!?」

　たしかに佐和山に戻もどれば忍びは大勢いる。その忍びも、主馬から説明を受けて全員の名を知ってはいるが、名を呼んでいなかったことに気がついた。

　自分の周囲にいる者、重臣や家族以外はみな、直継にとっては「誰か」と呼べばいる者であって、その誰かは年季があけるといつの間にかいなくなった。

　名を呼ぶことはなかったし、覚える必要もなかった。

　しかし比紗がそういった誰かだったなら、きっと匂い袋を拾ってくれなかっただろう。

　鎮ちん火かの跡あと地ちなど、比紗に用はなかったはずだ。もしかしたら昨日、自分が匂い袋に目を留とめたことに気がついて、自分を采女と合流させた後に拾いに来てくれたのかもしれない──

「こっちにしたらあなたはたった一人の主あるじですけど、あなたにとってはこっちなんてその他大勢なんですから！　それに……」

　比紗はうつむきがちに付け加える。わたしに全然関心ないのはわかってましたし、と。

　関心がなかったのは否定しない。だが今まで、誰かとの距きよ離りを作っていたのは自分のほうだったのではないか、そう思った。

「……比紗」

「なんですか!?」

「拾ってくれたこと──来てくれたことに、感謝する」

　そうまっすぐに告げると、比紗は耳まで赤くして、

「なっ、なに言ってるんですか！　早く帰りますよ！」

　と直継の腕うでを引っ張って、ずんずん足を進めた。

　すべてが炭へと返った黒の地。

　そこに眠ねむる様々な過去は、沼ぬまのように心を引きずり込もうとする。

　それを引き止めているのが、つながれた手──生きている者の熱、前を向く力、前に進もうとする強さだ。

　──きっと彼女なら大だい丈じよう夫ぶ。

　自分が案じるまでもなく、己おのれの心の導くままに、光の方へと進んでいく。

　その眩まぶしさに憧あこがれた。ずっと側にいてほしかった。

　けれども今、それ以上に望むことがある──振ふり返ってくれるなと。

　彼女の手て許もとに残るつないだ紐は、ただの過おも去いでになればいい。

　過去が必要ないほど幸せでいてほしい。

　自分はまだこんなところにいるけれど──まだ抜け出せそうにないけれど、こうして前を向かせて、進ませようとしてくれる人たちもいるから。

　──これから、互たがいの道を進んでいこう。

　直継は手のひらから伝わるたしかな力を感じながら、手を引かれるままにその場を後にした。
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　四月に京に連続して起きた付け火事件。

　その犯人は捕つかまらなかったが、伏見の炎えん上じようを境に付け火はぱたりと途と絶だえ、徳川秀忠はつつがなく征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの任を拝命した。

　それを寿ことほぐ大名参賀が五月一日、全国の諸大名が新将軍となった秀忠に伏見城で拝はい謁えつした。

　ただ一人、豊臣秀頼だけは祝賀に訪おとずれることはなかった。豊臣と徳川の確かく執しつはこれからさらに増すことだろう。

　それから数日、今も伏見では祝しゆく宴えんが行われているが、譜ふ代だい筆頭格の直継は初日の宴うたげに顔を出し、後は名代に任せて佐和山へと戻った。

　そして鳥居家の先さき触ぶれの使者が来たのが昨日のことだ。

　いわく、明日五月五日に愛宕屋や敷しきに到とう着ちやくするとのこと。

　前日は醒さめ井がいに宿しゆく泊はくなので、早くとも到着は午ひる頃ごろだろう──そうわかっているにも拘かかわらず、早朝から、気の早い老臣たちが広間でまだかまだかと待ちわびている。

　醒井まで来ているというのに、たまからの連れん絡らくはなかった。言いつけどおり、佐和山に入るまでずっと姫ひめの警護に付いているつもりだろう。

　直継は許いい嫁なずけが到着するまで奥で待っていてもよかった。しかしここしばらく、秀忠の愛宕屋敷御成りや京の警固、大名参賀と立て込んでいて、重臣たちと顔を合わせる機会が少なかった。おかげで合議すべき案件も滞とどこおっている。

　良い機会だと合議をはじめようとしたのだが、酒も入っていないというのにみな浮うかれ気分で、とても議論をする雰ふん囲い気きではない。広間は雑談の場と化していた。

「いやはや、天候にも恵めぐまれたことですし、今回はすんなり行きそうですな」

「今まであれこれありましたゆえなぁ」

「しかし今年で姫も十六、ちょうどよいお年頃ではないかと」

　左さ京きようの亮すけ殿のご自じ慢まんの姫ひめ御ごが楽しみだの、剣けんの稽けい古こがお好きだとかだの、案外気がお強い姫かもしれぬだの──他人ひと事ごとだと思って言いたい放題だ。

　中には、このようなあわただしい形で正室を迎むかえることに反対している者もいたというのに、いざ迎えるとなればやはり慶よろこばしいらしい。みな一様に目め尻じりが下がりっぱなしだ。

　直継はひとり会話に加わることもなく、その様子を眺ながめていた。

　あの匂い袋は懐ふところに入れてある。しかしもう紐ひもは結ばれていない。香こう木ぼくも詰つめていない。

　もはや匂い袋としての用を為なさない、ただの御お守まもりだ。

　彼女の遺のこしたものはもうなにもない。

　あるのは、日々の暮らしの中に埋うもれ、遠ざかってゆく彼女との記き憶おくだけ。

　──羽柴の名を、どう思う……？

　そう訊たずねたときの心細げな表情。

　自分は気にしない、しかしそう言ったところで自分は許いい婚なずけではない。自分の言葉では、彼女は救われない。

　だがそれでも自分がなにか助けになれるなら──あのときたしかにそう思った。

　すがるような気持ちで、嫁とつぎ先さきに新たな居場所を求めてきた彼女。

（そんな彼女に自分は初めて会ったとき、なにを言った？）

　帰れ、と──山を下りて、江戸に帰れと。そう、言わなかったか。

　──命をかけて嫁いでくる姫に、せめて夫が味方になってやらねば哀あわれだろう。

　そう言ったのは、新将軍となった秀忠だ。御み台だい所どころとなった於お江ごうの方かたもおなじ境きよう遇ぐうだったと。

　鳥居家の一の姫、そして羽柴の縁ゆかりを持つ娘むすめ──江戸から来る許嫁もきっとおなじ想おもいを抱かかえている。

　嫁いでくる姫に今度こそしっかり伝えよう。

　そなたの到とう来らいを心から待っていた、と。

　そして自分の負うもの──この血の負う宿命を、すべて話そう。

　話した上で、耐たえられそうにないと言われたなら、家を継つぐ子は一族の女に産んでもらえばいい。

　はじめから諦あきらめて切り捨てるのではなく、ひとつずつ話しあって共に歩んでゆこう──

　このような気持ちもまた、彼女が教えてくれたものだ。

　彼女が、自分の作った壁かべを越こえて、近づいてきてくれたからこそ気づけたこと。

　彼女が残してくれた言葉、想い、時間──すべてを受け止めて前を向こう。そういう気持ちになれたのは彼女のおかげだ。

　しかしすでに、彼女から聞いた話を頼たよりに、彼女が歩んできた道は用意していた。

　彼女が帰った直後、自分は彼女の残した手て掛がかりを主馬に話して、江戸から来る許嫁と彼女の記憶に齟そ齬ごが生じないように、すべてを用意させた。

　あのときの自分は一いち縷るの望みを自分から断たちたくなかった。

　──いや、今もまだ、望みを捨てたくはない。

　現実を受け入れる覚かく悟ごはある。その一方で、まだ未来は決まったわけではないという声が聞こえる。

　おなじ道を踏ふんだとて、おなじ時にたどりつくとは限らない。

　しかし可能性はなくはない。すべてがそろえば、それは現実なのではないか、と。

（いや……すべて、か？）

　直継はすっと血が引くのを感じた。

　彼女が残した言葉を、自分はなにか忘れてはいないか。




　──駕か籠ごの中で夢うつつに声を聞いたの……直政さまの。




　直継は、岩を打つ水音にはっと視線を上げた。

　目の前の景色が、先ほどまでとちがっていた。

　それまでいたのは愛宕屋敷の広間、しかし今、目の前にあるのは流れ落ちる水──滝たきだった。

　見覚えがある。佐和山の中腹にある神社だ。

　しかし、転移したのではない。異空間に引きずり込まれたのだとわかった。

　見み渡わたせば風がない。空気が流れていない。木の葉も揺ゆれることなく不自然に静止している。

　まるで時が止まったかのようだ。

　そんな世界で、朝あさ靄もやのような霧きりの中、滝の水だけが音を立てて流れつづけていた。

　──その滝の前には、子どもがいた。

　年は五つか六つ、髪かみを結ゆいあげた男おの子こだ。その顔を見忘れるはずがなかった。

（どう、して……）

　滝の前に立っている少年は、感情のこもらない目でこちらをじっと見つめている。

　その碧へき緑りよくの瞳ひとみ──間ま違ちがいない。かつての自分だ。

　そして同時に思いいたることもあった。

　神社が祀まつる神、その姿は鏡で表されることが多い。その鏡は天に浮かぶ太陽を模しているとも、そこに映る己おのれの中に宿るものを表しているのだとも言われる。

　己の化け身しんのようなこの少年は自分自身。己の心を映すもの──すなわち、神、だ。

「なにを迷う」

　その声も自分の記憶にある。

　しかしあまりに感情のない声だった。とうてい五つ六つの子どもの声ではない。

「人の世とは無む縁えんの場所。直政の子、なにゆえかような場所に迷いこんだ」

　直政の子──神社の社しや殿でんを寄進したのは父だ。この少年はこの神社の神なのだと確信した。

　迷いならばいくらでもある。明日を想い、迷ってばかりだ。

　しかし、白の小こ袖そでに水色の袴はかま姿、髪を結いあげた少年の姿に、得心のゆくことがあった。

　神のまとう衣ころも、それは寒かん椿つばきを振ふりはらわれたあの日のものだった。きっと年もおなじだ。

（ああ、そうか）

　きっと自分はここに、〈時〉を置き忘れてきていたのだ。

　母に拒きよ絶ぜつされたあの日、自分はたしかに痛みを感じていたはずなのに、それを表に出す術すべをなくした。

　それまでは確かに知っていたはずのもの。しかし自分がここにいる理由──ただ家のためだけにいる自分を突つきつけられて、それらの感情を捨てた。

　それでいいと思っていた。自分がそのためだけに産み落とされたというなら、その務めを果たして次代に送るだけだと。

　しかしあの日、彼女が現れた。

　政務をこなす自分の毎日の、なにが変わったというわけではない。それどころか面めん倒どうを引き起こす彼女に、余分な仕事が増えた。

　けれどもなにかが変わった──いままで自分一人で完結していた世界が広がった。

　今ならわかる。──あのとき、幼い日の自分は、本当は母上と呼びたかったのだと。

　けれども呼んだところで、泣きわめいたり暴れたりしても手に入らないとわかってしまったから、欲しいものを欲しいと言えないまま現実を悟さとり、諦めた。

　しかしそれは、あくまでふりだけだ。でなければ、こんなにずっとあの日を引きずっているはずがない。

　自分はそんなに物分かりのいい人間でも素す直なおな人間でもない。

　きっとこの子どもは心の中の自分。

　あの雪の中で立ち止まったまま、置きざりにされていた自分自身だ。

（……また、凍こおらせようとしていたのか）

　自分はまた、おなじ過あやまちを繰くり返そうとしていた。

　彼女を思い出の中に閉じ込めようとしていた。

　幼い己が見つめている。本当の言葉を待っている。

『ちゃんと子どもを終えておかないと、大人になれませんよ？』

　この日の自分と向き合わなければ、自分は前に進めない。




「──彼女に、会いたい」




　彼女がいた半月あまりの日々、そして彼女を失ってからの一ひと月つき半はんの日々。

　彼女を失ってからの時間はあまりに長かった。

　この時の幾いく十倍もの時をこれから生きてゆかねばならないなら、わがままでもなんでもいい。

「彼女と共に生きてゆきたい」

　まっすぐに少年を──過去の自分を見つめて告げる。

　叶かなう、叶わないではない。それが偽いつわらざる本心、素直な心からの言葉だった。

　少年も直継を見つめ返し、やがてその瞳に宿る碧緑の光が増したことに気がついた。

　瞳に見入っていると、少年の身体からだが銀の光へと変わっていた。その光は滝の撥はね返す光と同化して、いつしか少年の姿は消えていた。

　次いで滝の前に現れたのは、大人の男だった。

　羽織姿の男は滝の前で手を合わせ、祈いのりをささげている。

（まさか……）

　藍あいの羽織の後ろに流れる髪、結いあげてなお長いそれを直継はよく知っていた。

　その背は追っても届かない──呼んでも振り向くことはないと知っていた。

　自分はいつも出で迎むかえるか見送るばかりで、挨あい拶さつ以外の言葉をほとんど交かわしたことがない。

　しかし今。

「父、上……」

　声がこぼれ落ちていた。

　これは在りし日の過去の光景だとわかっていた。声が届くはずがない。

　だがその姿はゆっくりとこちらをふり返る。

　そして優やさしい瞳で微笑ほほえんだ──気がした。

「──！」

　その瞬間、閃せん光こうが弾はじけ、直継はとっさに目をそむけた。




　──視界が戻もどると、そこは見知った広間だった。

　上座につく自分の前では、重臣たちが花はな嫁よめ談義に興じている。

（夢、か……？）

　滝の前にいたことも、神を見たことも、父の姿を見たことも、すべては幻まぼろしか。

　しかし一息遅おくれて雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　空を割るような轟ごう音おん。

　いきなりの落らく雷らいに家臣は何事かと外を見やる。だが外は晴れ、雲ひとつない青空が広がり、庭には眩まばゆいまでの光が注いでいる。

　先ほど直継の視界を灼やいた閃せん光こう、あれは雷らい光こうだったのだ。

　音が届くまでの時間からして、かなり近い。領内に落ちたのは間ま違ちがいない。

（では、あの夢は……？）

　雷光に遮さえぎられたから夢は途と切ぎれたのか、それとも夢が現うつつを──？

　三成との一戦からまだ十日、佐和山の外の気配を探さぐるほど回復できていない。だがなぜか、鼓こ動どうが速まりだした。

　広間のざわめきが収まらぬ中、霧きり雨さめが降りはじめる。

　──雲のない空から降る雨は、なぜか桜の匂においがした。

　たてつづけに起きる奇き妙みような現象に、重臣たちは驚きを隠かくせずにいる。

「いやはや、雷かみなりの次は雨ですか」

「しかも天気雨とは。狐きつねの嫁よめ御ごが来なければよいのですが」

　これ、お言葉が過ぎますぞ、と小さくたしなめる声がある。

「だが、姫ひめはいろいろお噂うわさが」

　声をひそめて話す中に、ある言葉が漏もれ聞こえた。

　──もののけ憑つき。

　さすがにその言葉はめでたい席に憚はばかられたか、すぐに喉のどの奥に吞のみ込まれたが、直継はなつかしさを覚えた。

　それから半時ばかりして、到とう着ちやくの刻限を知らせる使者が来た。予定より遅れるとのことだったが、重臣たちは「女おな子ごの化け粧しようは時間がかかりますゆえなぁ」と笑って流した。




　──ご到着にございます。

　一時ばかりして告げられた言葉に、今までの雑談の雰ふん囲い気きはどこへ行ったものやら、重臣たちはめいめいに咳せき払ばらいをして、居ずまいを正す。

　そこにあったのはいつもの厳いかめしい顔だ。

　合議のとき、直継は重臣がそろってから姿を現す。いつもこんな顔に迎むかえ入れられて合議は重々しい雰囲気だったが、実はいつも自分が現れるまでは先ほどみたいに雑談していたのではなかろうか。そのことにいまさらながらに気がついた。

　彼らのことを知ったといっても、ほんの一部だろう。だがそのほんの一部でも本当を見せてくれるようになったのは、認められたと──思っていいのだろうか。

　井伊家の家人に先導され、姫が姿を現す。

　逆光の中でわかったのは、身の丈たけとその打うち掛かけが緋ひ色いろだったこと。

　姫はうつむいたまま、廊ろう下かで手をついて一礼した。

　ぎこちない所作に、緊きん張ちようが伝わってくる。

　供の者が姫に代わり挨拶言上した。耳に入ったはずの言葉が、直継の心まで届かなかった。

「ささ、中へ」

　重臣に促うながされてさらに一礼し、姫はうつむき気味に立ちあがる。──外の光がまぶしい。

　打掛を引いて広間に入って数歩、面おもてを上げたところで姫の動きが止まった。

　光の中。逆光で、顔はしかとは見えない。

　だが、わかった。




　──彼女だ。




　姫の影かげがふら、と傾かしぐ。直継はとっさに上座から駆かけ出していた。

　影が倒たおれる前にその身を支える。

　腕うでにかかる重み、そして抱だきしめた身体から立ち上る香りを知っている。

　重臣たちの驚おどろきの声。それは耳に届いていたが、直継は彼女の髪かみに顔をうずめたまま、動けなくなった。

「あ、あの……っ」

　腕の中から聞こえる声──沁しみ入るようななつかしい声こわ音ねに、胸が震ふるえた。

　直継の胸むな元もとをつかむ彼女の指も震えていた。力が入らないとでもいうように、今にもそのまま膝ひざから崩くずれ落ちそうだ。

　直継は姫の膝の後ろに右手をまわすと、その身を抱だき上げた。

　重臣たちのざわめきが増す。彼女は自分の胸元にしがみつくようにして顔を隠していた。

「姫は長なが旅たびでお疲つかれの様子。対面はまた後日」

　──ちがう。自分がどうなってしまうかわからないから、彼女を利用しただけだ。

　今もそれだけ言うのが精いっぱいだった。だがなんとか言い切ると、重臣たちが一いつ斉せいに頭を下げた。その間を直継は姫を抱かかえ上げたまま通り抜ぬける。

　部屋を出る直前、視界の隅すみに鳥居家家老名代の姿を見たような気がしたが、重臣たちとおなじように頭を下げた男の、その表情まではうかがい知れなかった。




　当主が広間を後にしたあと、残された重臣は頭を上げはしたものの、呆ぼう然ぜんとしていた。

　おたがいを見合って、声もない。

　自分たちの知る主あるじとその行動が結びつかず、状じよう況きようを飲み込めなかったのだ。

　しかしひとりの口から「……はっ」と息が漏れると、それを皮切りに、なにかの糸が切れたかのように広間は笑しよう声せいの渦うずにつつまれた。

「いやはや！　殿のご気き性しようでは嫁御を迎えたとてどうなることかと思いましたが」

「予想以上にうまく進みそうですな！」

「これにて御お家いえも安あん泰たい、御お子この誕生が待ち遠しいですなぁ」

　その末席で、采女は重臣たちの喜びの声を聞きながら、懐ふところに手を入れた。

　落雷があったときから感じていた。懐の陶とう器きの水入れがほのかに熱を帯びていることを。

　直政が祈りを捧ささげた神社、その滝たきの水──今朝また、神社に参って汲くんできたものだ。

　懐から取り出すと、青せい釉ゆうの水入れは、まるでなにかの──世界が変わるほどの〈力〉に呼応するかのように、銀の光を漂ただよわせていた。

　ゆらめく銀の光は春の光のように温かかった。

　神水がなにかを変えたという確証はない。だが采女はそれを握にぎりしめると、主君に訪おとずれた幸運に感謝を捧げた。

　その傍かたわらには、井伊家の重臣たちの浮うかれようからひとり取り残された鳥居家家老名代──高須源十郎がいた。

　彼はまだ状況がよく吞み込めていないのか、ただ茫ぼう然ぜんとしている。

　──お怪け我がの具合はいかがですか？

　采女がそうこっそりと訊たずねると、源十郎は素す直なおに「……痛む」と答えた。

　この世界にはあれから一ヶ月半の時が流れている。だが源十郎にしてみれば、家人の宗そう二じに斬きられてから三日しか経たっていない。

「あとでまた手当ていたしましょう」

　源十郎は目の前で起きた現実、主である彼女に訪れた奇き跡せき、そして直継の行動にまだ複雑な感情が渦うず巻まいているのだろう。

　だがやがて天てん井じようを仰あおいで吹ふっ切れたように大きく息を吐はくと、采女を見やって、

「お手やわらかに頼たのむ」

　と笑えみを浮かべた。




　　　　[image: ]




　抱き上げられた身体からだが、ゆらゆらと揺ゆれる。

　まだ駕か籠ごに乗っているのだろうか。だから夢うつつに懐なつかしい声を聞いてしまったのか。

　しかし駕籠に乗っているときとは違ちがう揺れだ。

　左右に揺れることはない、それでもあこの頭の中身を揺らすには十分なものだった。

（え、え、なに……なんなの……？）

　逸はやる鼓動、揺れる身体。頭の中はぐるぐると廻めぐってまったく考えがまとまらず、あこはただ直ひた垂たれの襟えりにしがみつくしかなかった。

　すすと二枚の障子が敷しき居いをすべる音。次いで陽光を直接浴びていたあこの瞼まな裏うらがやや暗くなった。おそらく侍じ女じよが障子を開けた部屋に入ったのだろう。

　そこであこはゆっくりと下ろされて、室内を見み渡わたした。

「ここ、は……」

　敷しき物ものも燭しよく台だいも脇きよう息そくも、なんの調度も置かれていない。誰だれも使っていない、がらんとした部屋だ。

（けれど、ここって……）

　──そこはたしかに、三月に自分が使っていた部屋だった。

　あこは呆ぼう然ぜんと室内を見渡すと、ただひとつ、室内に置かれた物に目が留まった。

　床とこの間に置かれた花生け。

　そこにあるのは花のない一枝──持ってはいけないと諦あきらめた、桜の枝だった。

「本当、に……？」

　目の前の光景が信じられない。

　本当にこれは現実なのだろうか。

（それともまだ夢を……？）

「やってくる許いい嫁なずけに、この部屋を与あたえるつもりはなかった」

　今は障子が開けられているが、朝からずっと閉とざしていたのだろう。まだ夜の冷気が室内を漂っている。

　けれども、身体が、そして心が震えるのは冷気のためではない。

　あこが花生けから視線を動かせずにいると、背後から抱きしめられた。

「──会いたかった」

　そう耳元でささやきが落ちる。震える、泣きそうな声音に、あこの身もまた震えた。

「右近、殿……？」

　首だけふり返りかけると、直継は頰ほおを手のひらに包みこみ、そのまま唇くちびるを寄せてきた。

　唇を数度ついばんで、その奥にあるものを確かめるかのように深く口づける。

　たがいの息が交わって、その奥にあるものがおなじと知れると、目で確かめたくなって、どちらからともなく唇を離はなした。

　あこは身体を正面に向けて、そこにある瞳ひとみを見つめる。

　黒の瞳の中に、揺れる陽光を受けてちらちらと碧へき緑りよくの色が見える。

　言いたいことがある。けれども声の前に胸の奥からこみあげてくるものがあって、熱い息が漏もれて、涙なみだがにじんで視界が霞かすむ。

　そんな目元に直継が唇を寄せて、軽く触ふれた。

「……そなた、また泣いたな」

「えっ!?」

「瞼まぶたが熱い」

　あこはあわてて両目に手を当てる。

　到とう着ちやく時間を遅おくらせてまで冷水で冷やしてきたのに、ごまかしきれなかったらしい。

（笑ってるって約束したのに！）

「いえ、これはね……!?」

　言いかけると、言い訳はさせぬとばかりにすかさず口づけられた。

　完全に言葉を封ふうじられ、けれども触れただけですぐに離れる。

　あこはそのまま顔を上げていられず、うつむいた。

（──なんか、ずるい）

　こちらは口づけられるたびにどきどきしているのに、言葉を封じるために使うなんて。

（そういえば右近殿、背が伸のびたような……）

　口づけられるとき、顎あごをすこし上向きにもたげられた。以前の身長差だったらそんなことをしなくてよかったはずだ。

　今も、すこしばかり上から見下ろされているだけで、全部見み抜ぬかれているような気がして、なおさら顔を上げられない。

「……たしかに泣いたけど、ほんのちょっとだけだもの」

「なにを泣いた？」

　────わかってるくせに。

　うつむいたまま呟つぶやくと、そっと抱だき寄せられた。

　その衣ころもからほのかに香るのは、白びやく檀だんの香こうだ。

　甘さを抑おさえた繊せん細さいな、しかし奥行きのある香り。女によ人にんの手によるものだとわかる。

　けれど嫉しつ妬との情が湧わかないのは、それが母、東とう梅ばい院いんが合わせたものだと知っているからだ。

「……あっ」

　その香りに不意に思いだして、あこは懐に手を入れた。

　取りだしたのは匂い袋だ。そこにはあの晩の紅白二本の紐ひもが結ゆわえつけられている。

「これのご利り益やくがあったのかしら」

　直継は目を見開いてその匂い袋を見ていたが、やがて自身の懐に手を入れて取りだした。

　白く長い指の上に載っていたそれは見覚えのある薄うす青あおの錦にしき。しかし。

「なんか焦こげてない!?」

　そこには香こう木ぼくは詰つまっておらず、匂い袋はただの袋と化していた。

　角かどのあたりが焦げてるし、布もすこし傷いたんでいる。きっと念入りに洗ったからだ。

（なんで匂い袋を焦がすようなことになってるわけ!?）

「また無む茶ちやしたんじゃないの!?」

「怪け我がは、ない」

「……本当に？」

　その問いの返答はなかった。

　直継は噓うそはつかない。けれども自分は、直継がその身に宿す〈力〉と、それがもたらす回復力を知っている。たしかにいまは怪我がなくとも、大怪我を負っていたのではないだろうか。

　けれども直継は匂い袋に視線を落とすばかりで、見上げる自分の想おもいに気付いていないようだった。

「すまない。紐は……無くした」

「そんな、紐なんて右近殿が無事ならどうだって────って、もしかして」

　思いだしたように声を上げたあこに、直継が視線を向ける。

「……まさか、これ？」

　あこが打うち掛かけの袂たもとを探さぐって取りだしたもの──それは紅白に結わえた紐だった。

　あこの匂い袋に結んであるものとは別の、しかしあきらかにおなじ紐だ。

　直継は呆然と見つめた。

「なぜ……それを……」

「あの、五月こつちに戻もどってから、小川で顔を洗おうかなーって水をのぞきこんだら、ふらっと意識が飛んじゃって。我に返ったときにはなぜかこれを握にぎりしめていたの」

　これを見つけたとき、間ま違ちがえて直継の匂い袋まで持って帰ってきてしまったのかとあわてた。

　けれども手て許もとにあるのは紐だけで、匂い袋は見当たらない。紐はしっかり匂い袋に結わえたはず。まさか紐だけついてくることはないだろうと、深く考えずに袂に入れたのだが……

「意識が、飛んだ？」

「あ、うん、ほんの一いつ瞬しゆんだったんだけど。そのとき夢で……」

（もしかして、わたし──伏見に、いた？）

　──なんて、聞いたら呆あつ気けにとられるだろうか。

　夢の中で、直継と一いつ緒しよに伏見でお茶をしたり見物したりして、夢の中でも直継はやっぱり優やさしかった。

　最後は自分はもう人ですらなくて──どさくさにまぎれて告白までしてしまった気がする。

（ぜ、全部夢だもの！　勝手に頭が妄もう想そうして夢が暴走しただけだから!!）

　五月に戻る前に、どうしても気持ちを伝えておきたい──三月にいたときのその想いが凝ぎよう縮しゆくして、あんな夢を見てしまったのかもしれない。

　脳内に蘇よみがえる光景を消そうとあこがわたわたしていると、直継が言葉を落とした。

「とりあえずいまは休め」

　次いで直継は、廊ろう下かに向かって声をかける。

「寝しん所じよの用意を」

「わたしなら大だい丈じよう夫ぶよ？」

「なにが大丈夫だ。白はく昼ちゆうに意識を飛ばしていながら」

「それは陽ひ射ざしが眩まぶしかったのと、三月より気候がよかったのとで、ふらーっとなっただけで」

「なおさらよくない」

　そう言って、直継は室内に入ってきた侍じ女じよに指示を出す。

「べっ、べつにまだ眠ねむくないし！」

「眠くないはずがない。昨夜、寝ねていないだろう」

（昨夜？）

　はて、なにがあったかと首を傾かしげると、直継が平然と答えた。

「私が寝かせなかった」

（──────は？）

　──いま、ものすごい言葉を聞いた気が。

　頭の中が真っ白になったあこを正気に引き戻したのは、侍女の視線だ。

　侍女は普ふ通つう、主あるじが何を話していようと聞いていないふりを通す。それが侍女としての務めだ。

　そのはずの彼女たちが、いま信じられないことを聞いたかのようにこちらを見つめている。

（……そ、そうよ、昨夜は一晩中右近殿と…………えええええっ!?）

　三月から五月に戻ってすぐに小川で夢を見たので昔のことのように思えるが、直継と共に夜を明かしたのは昨夜のことだ。あこの中ではまだ二に、三さん時ときしか経たっていない。

　いまさらながらに恥はずかしさがこみ上げて、あこはあわてふためいた。

（なんでそんなこと平然と言っちゃうわけ!?）

　我に返った侍女たちはあわてて手をついて非礼を詫わび、隣りん室しつに手早く寝所を整えて、そそくさと部屋を下がってゆく。

　侍女の噂うわさは侮あなどれない。きっと下がった先では妄想の尾お鰭ひれ背せ鰭ひれがついて、あることないこと、とんでもない話に膨ふくらんでいることだろう。

　明日からの生活と、侍女から向けられる好こう奇きの目線を思うと、くらりと目め眩まいがした。

　だが、種をまいた張本人の直継はなんら気にした様子もなく、

「用意ができたぞ」とあこを寝所へ促うながす。

「あ、あのね、まだお話はなししたいことがたくさんあるの」

「私のほうがたくさんある。──一ひと月つき半はんだ」

「え？」

「私は一月半、待った」

　ふたりを隔へだてていたものを突つきつけられて、あこは目を見開いた。

　一月半──自分たちが共に過ごしたのはわずか半月。その三倍もの時間を、直継はひとりで過ごしてきたのだ。

　自分は許いい婚なずけと会うこの数時の間にも何度も泣きそうになったのに、直継はこの不安に何日も耐たえていた。

「待っててくれた、の？」

　なんだか直継が泣きそうな気がして、あこはその頰ほおに手を伸のばした。

　すると直継はその手を取り、指先に口づけた。

「待ってた。ずっと────ずっと」

　会いたかった。その想いがしびれる指先から伝わってくる。

「だが急がなくとも、この先いくらでも時間はある」

　時間はある──明日も、明後日あさつても、それからもずっと、自分たちは一緒にいられる。

　もう自分たちは時に怯おびえなくていいのだ。

　大きく見開いたあこの目から涙なみだがこぼれ落ちる。直継はあこの身体からだを抱き寄せた。

「また後で、ゆっくり話そう。そなたがいなかった間のことも。これからのことも」

　ふたりの時間を埋うめながら、ゆっくり共に歩んでいけばいい。

　その言葉にうなずきながらも、それでもあこは直継の胸むな元もとから指を離はなせなかった。

「本当に、本当よね？　今度こそ、夢なんかじゃなくて」

　眠るのが怖こわい。

　これはまだ幸せな夢のつづきで、今度目覚めたときには全部消えてしまうのではないかと。

　そんな現実ならもう目覚めたくない。

（このまま側にいてほしいな……）

　ちらと思ったけれど、そんなことを言えるはずもない。

　広間には重臣が居並んでいた。直継は場を収めるために戻らなければいけないはずだ。

　今ひとりきりになるくらいなら、ずっと起きていたい。しかし。

「ついてようか？」

　あこの心の中を見通したかのように直継が告げた。

「眠るまで、側にいようか」

「そ、そこまでしてもらうわけには！」

　そう辞退したものの、胸元から離せない指が言葉を裏切っている。

「そうでもせねばそなたは寝まい」

　直継に見み抜ぬかれて、あこは手を引かれるままに寝所に向かった。

　衣い桁こうに打掛をかけて、髪かみを後ろで結ゆわって臥ふし所どに腰こしを下ろした──まではいいが、身が固まって動けない。

（え、えっと、横になっていい、の、よね？）

　なにか作法でもあっただろうかとあこが石になっていると、直継がすっと片手をもたげた。

　何事かと思ってつられて視線を上げると、おでこをつんと押される。

（──え？）

　不意を突かれて頭が後ろに傾かたむき、あこの身体はぽて、と臥所に転がった。

　柔じゆう術じゆつの応用だ。自分だって習っているのに、あっさり引っかかってしまった。

（わたしの馬ば鹿か……）

　あまりの情けなさに打ちひしがれていると、直継に頭まですっぽり夜着ふとんをかぶせられた。

　あこはあわてて夜着から顔を出す。顔を鼻の上まで出して、見上げる光景。

（あ、これ、見覚えがある……）

　夢の中の伏見でのことだ。

　あのときは忍しのび女めと口論になって、意識を失って、気がついたら直継がいてくれた──

（……やっぱり優しいな）

　夢だけでなく、現実の直継もちゃんといてくれる。

　あこが片手を伸ばすと、直継はそれを取って両手で包みこんだ。

　指先から、熱が伝わってくる。

「──以前、こうしてついていてくれたことがあったな」

　それはあこが佐和山に来たばかりのとき、直継が疲ひ労ろうに倒たおれた夜のこと──二月の話だ。

　そのころの直継は、山を下りて江戸に帰れの一点張りで、とりつく島もなかった。

　あの日から半月の時を共に過ごし、今はこうして手をつないで受け入れてくれる──それこそが幸福な夢のように思えた。

　しばらくおたがい無言で、指先から伝わる感かん触しよくを味わっていた。

　だがいつしか手首を摑つかまれて、直継はもう一方の手首もとらえると、それらを臥所の上に置いて、覆おおいかぶさるように顔を寄せてきた。

　瞳ひとみを閉じて、口づけを受ける。

　混じり合う温かな吐と息いきに、いつしか身体が熱を帯びはじめて、臥所の中で溶とけてしまうかと思った。

　そのまま夢の世界に落ちるかとも思ったが、唇くちびるが離れて意識が現実に揺ゆりもどされる。

　けれども離れた唇は頰に落ち、そのまま耳の方へとたどっていった。

　耳みみ朶たぶに触ふれる吐息に、吹ふき込まれたわけでもないのに身体に熱いものが宿って、あこは手首を捕とらえられたままの指を握にぎりしめた。

　唇は耳の後ろを伝い、やわらかな熱を残しながら首筋をたどってゆく。

　あこは初めて触れられる感触に、息を詰つめていたが、それがうなじに触れたとき、たまらず息が漏もれた。

　直継はその声に引き戻もどされるように身を起こす。そしてあこの頰に手のひらを当てた。

「続きは祝しゆう言げんまでお預けだな」

（お預けって…………ええ!?）

　続きってなに!?　とはさすがに聞けず、あこが言葉を詰まらせていると、

「ゆっくり休め」

　そう言い残して、直継は寝しん所じよを後にした。

　襖ふすまを閉とざされると、昼だというのに光はほとんど届かない。よく眠ねむれそうな環かん境きようではある。

（でも休めって言われても……！）

　熱を帯びた身体はそのまま眠りに沈しずんでいけそうだが、高鳴る鼓こ動どうがそれを妨さまたげている。

　視界が閉ざされた暗くら闇やみの中、蘇よみがえるのは先ほどの感触だ。

　いままで唇で触れられたことなどないのに、身体はあらかじめ知っていたかのように、くすぐったさと心ここ地ちよさが同時に襲おそってきた──あれはいったいなんだったのだろう。

（続きって、お預けって……一体なんなの!?）

　先ほどの直継の声こわ音ねが脳内をぐるぐるめぐる。だが知らない答えは、振ふっても出てくるはずもない。

（余計に眠れないってばー！　右近殿のばかー!!）

　あまりの気き恥はずかしさに寝所の中でばたばたし、ひどいひどいと当たり散らし、えぐえぐと打ちひしがれているうちに、あこはすぅと眠りの世界へと誘いざなわれていった。
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　あこが目覚めて寝所の襖を開けると、空が赤く染まりはじめていた。

　もう夕刻だ。到とう着ちやくが午ひる過ぎだったから、一刻ばかり昼ひる寝ねをしたことになる。

「あ、姫ひめさま、お目覚めですかぁ？」

「静かにするよう気をつけていたのですが……起こしてしまいましたか？」

　荷ほどきをしていたしのとかやがこちらを見やった。

　部屋には葛籠つづらが数個、それに昼にはなかったはずの調度が戻っている。

　まるで三月に戻ったかのような光景に、ふと恐おそろしい想像がよぎる。

「あの……」

　──今は、何月いつ？

　しかしその問いを予想していたかのように、しのは優やさしい笑えみを浮うかべた。

「あこさま、またお会いできてよろしゅうございましたわね」

「殿さま、背が伸びてましたねー」

　その言葉に、あこは思わずふたりに駆かけよって抱だきついた。

「姫さま、抱きつくお相手がちがいますよー？」

　妹の言葉にしのは「これ」とたしなめて、言葉をつづけた。

「あこさま、御お目め覚ざめになったらお部屋まで来るようにと仰おおせでしたわ」

「右近殿が？」

　あこは化け粧しようを直し、打うち掛かけを羽織り、あこの部屋からはすこし離れた直継の私室に向かう。

　するとそこには直継の他ほかに先客がいた。

　巻きつく双そう竜りゆう──その派手な柄がらの片かた袖そでを上げて、あこを迎むかえ入れたのは。

「主馬殿!?」

「やぁ、お帰り。元気にしてた？」

　っていっても、君にとっては二、三日ぶりなんだっけねー。

　この数ヶ月で大人びた直継とは対照的に、主馬は三月とまったく変わらなかった。五年後、十年後でも変わらないのではないかとすら思う。

「ちょうどよかったよ。これから殿にお話しするところだったから」

（何を!?）

　主馬には泣き顔やみっともないところなど、直継に話されたくないことをいろいろ見られている。

　余計なことを吹きこまないでくださいね！　と目で威い圧あつすると、主馬はわかってるよと言わんばかりにいつもの笑みを浮かべた。──まったく信用できない。

　主馬が直継の真正面を譲ゆずったので、あこがそこに腰かけようとすると、主馬の陰かげにもう一人いたことに気がついた。

　年の頃ころは五つか六つ、羽は織おり袴はかま姿のまだ幼い少年だ。

　身の丈たけも低く、主馬の陰になっていたのも無理もない。

　だが長い髪を結ゆいあげてすっと背筋を伸のばして座っている姿は、主馬よりよほど堂に入っていた。

（この顔って……右近殿、よね？）

　幼いころの直継がいるのかと思ったほどだ。しかし直継本人は、あこの三月の記き憶おくよりすこし成長した姿で上座についている。

（弟君は掃部殿だけってお聞きしているし…………まさか隠かくし子ご!?）

　しかし直継の子だとしたら、十になるやならずやの時の子だ。可能性は限りなく低そうだ。

（でもどう見たってこの顔、右近殿よね？　ご親しん戚せきかしら？）

　相手が無表情なのをいいことにあこがまじまじと観察していると、主馬が答えを明かした。

「こちら、近江おうみの国くに津つ神かみこと、琵び琶わ湖この水神さま」

「え……水神さま!?」

「そう。佐和山にある神社のご神体だよ。もっとも本社は琵琶湖に浮かぶ竹ちく生ぶ島しまにあって、佐和山こつちにあるのは分社なんだけどね。ちなみにうちの猫ねこ神がみさまは遠とお江とうみの水神さまだから、いまはこちらに間借りしてるようなものなんだけど」

　すると少年は口を開いて、主馬の言葉を遮さえぎった。

「我を水神と呼んでは〈初衣あれ〉とまぎらわしかろう。我のことは〈斎いつき〉と呼べ」

「いやはやそんな、畏おそれ多い」

　さすが神様、見た目も声音も子どもながらに落ち着いている。そしてやたらに偉えらそうだ。

　しかしその声変わり前の声も直継と似ていた。きっと直継もこんな声だったのだろう。

　斎と名乗った少年は、どこかたまとも似ていた。

　おなじ水神さまだから似ているのかとも思ったが、

「斎殿、その姿はやめていただけないだろうか」

　直継のその指し摘てきに、姿を変えられるのだと気がついた。

　そういえば、たまも猫や人、そして時には弓や刀にも自在に姿を変えていた。

「なにを照れる。この娘むすめはこの姿に興きよう味み津しん津しんではないか」

（え、えっ!?　たしかに見てたけど、わたしのせいなのそれ!?）

　あこが狼ろう狽ばいしていると、少年はこちらに視線を向けた。その瞳は完全な碧へき緑りよく色だ。

「これは、この者の幼い時分の姿でな」

「そうなんですか!?」

「気になるなら、思う存分見ておくがいい」
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　水神さまの許可が出たのをいいことに、あこは目を皿にして細部を観察する。

　手が小さいとか、首が細いとか、やっぱり肌はだも髪かみも昔から綺き麗れいと思ったが、なによりも。

（もしかして、将来の右近殿の御お子こもこんな感じ、とか……？）

　すると胸の奥から湧わきあがるものがあって、あこは斎をぎゅっと抱だきしめた。

（かわいい！）

「──あこ」

　咳せき払ばらいをひとつ、直継が非難めいた声こわ音ねで呼ぶ。

「斎殿から離はなれろ」

「我はこのままでもかまわぬが？　この娘の腕うでの中は居い心ごこ地ちがよい」

　無表情ながら挑ちよう戦せん的な斎の声音に、直継は即そく答とうした。

「ご遠えん慮りよいただこう」

　その直継の声はいつになく硬こう質しつで、あこは恐きよう怖ふをおぼえて素す直なおに斎を手放した。

「あのー、本題に入っていいかな」

「あ、はい。……ってなんのお話なんですか？」

「うん？　時とき渡わたりのこと」

　その一言に頰ほおが強こわ張ばる。思わず息を詰つめると、「いや、硬かたくならなくても」と主馬は笑った。

「なにも難しいことじゃないんだよ。怨おん霊りようの仕し業わざはさておき、君の時渡りにすべて関係していたのは〈水〉──水神さまだ。つまり、殿が水神さまに君に会いたいと望んだら、水神さまが君を二月にすっ跳とばした。で、跳ばされた君はなんも事情を知らない二月の殿と出会って、半月を過ごして〈水〉を手に入れて、猫神さまの力を借りて五月に戻もどってきた。ただそれだけのこと」

「え、右近殿が……って…………えっ!?　それだけですか!?」

「そう、それだけ。別に異世界でもなんでもなかったんだよ。全すべてがつながっていたんだ。

　……まぁ、それはあくまで結果の話であって、水神さまがなんで殿の願いを聞き入れてくれたかっていうと、もうちょっと込み入った話になるけどね。聞く？」

　主馬の言葉にこくこくとうなずくと、主馬は用意してあった白紙をひろげて筆を手に取った。

　佐和山の城門の前でやってくれたように、書きながら説明してくれるつもりらしい。

「君が初めにいたのはここ五月五日」

　と主馬は一番左を示す。

「ここで水神さまに跳ばされた君は二月に行き、殿と会った。そして采女から、殿に水の加護があることを聞いた。そうだね？」

「ええ、たしか采女殿と一いつ緒しよに山中の神社に行って、水を汲くみました」

　神社には滝たきがあり、滝から汲んだ水を直継に持っていこうとしたのが三月十日の夜、宴うたげがあった日のことだ。

「けれども、その水は殿には受け取ってもらえなかった。それが俺と君が初めて会った日のことだ。愛宕屋や敷しきから逃にげ出した君は、怨おん霊りように襲おそわれて過去に跳んで、神社で若かりし頃の先代様と猫神さまに会ったんだよね。先代様はいくつくらいに見えた？」

「えっと、二十歳はたちになるかならないかだったかと……」

「まぁあの方はお若く見えたからね。正確には二十二歳」

「……どうしてそんな具体的な御お年としが？」

　神社で直政とたまに会ったことは、佐和山の城門前で主馬に話した。

　しかし自分は、若いころの直政さま、と言っただけだ。年ねん齢れいまでわかるはずがない。

　すると主馬はいともあっさり答えを明かした。

「だってその頃って、佐和山ここは織お田だ家の領地だよ。城主は丹に羽わ様だったかな。徳川家の陪ばい臣しんである先代様が佐和山にいるわけないでしょ」

「そう……ですね。でもだったら直政さまはどうしてあの神社に……？」

「織田の領地だった当時に、先代様が佐和山にいらした日があるんだよ」

「え？」

「上様──もう将軍位を降りられたから大おお御ご所しよ様とお呼びするけど、大御所様が織田信のぶ長なが公に招かれて安あ土づち城に行ったとき、先代様も随ずい従じゆうとして同行していたんだよね。天てん正しよう十年の五月半ば、信長公が本ほん能のう寺じで討うたれる半月前の話だ」

（あ、それで直政さまは丹羽殿の侍じ女じよって……？）

　あの湿しつ度どと気温から一いつ瞬しゆん、自分は五月の世界に戻ってしまったのではないかと思った。

　しかし五月は五月でも、あれは二十年ちかく前の五月だったのだ。

　社しや殿でんの木材が古かったのも、直政が佐和山城主となって社殿を奉ほう納のうする前だったからだ。

「君はそこで二十二歳の先代様と会った。そこで君、忘れ物してきたでしょ」

「え？　忘れ物、ですか？」

　首をかしげると、主馬はまるで見てきたかのように言い当てた。

「三月に帰るために、先代様と一緒にいた猫神さまに水をぶっかけられたでしょ。滝の水の入っていた水入れ、それどうしたの？」

「あ！」

　たまと思おぼしき女め童わらわに、よこしなさいよと言われて奪うばわれた水入れ。

　水をかけられてそのまま時を跳んでしまい、水入れはその世界に置き去りになってしまった。

「時間的にはそれがすべての事件のはじまりだ」

　そう言って主馬は、白紙の一番右に天正十年五月、直政とたまの名、そして〈水入れ〉と記す。

　性格に似合わず、妙みように落ち着いた手蹟てだった。達筆といっていい。

「物にはものが宿る。君を襲った文ふ箱ばこ、あれも似たようなものだ。俺はもう〈力〉はないけれど、昔は物の思念を読むことができたよ。当然先代様もその〈力〉を持っていた。君の忘れた〈水入れ〉を拾った先代様が、どこまでのことを読み取ったかは知らない。でもあの水入れは采女が毎日、殿のために水を汲みに行っていたものだ。それくらいは読んだだろうね。その頃ころはまだ采女は生まれてないし、この神社の水だってことに気付いただけかもしれない。けれどそれから二十年ちかくが経たって、佐和山の城主となられた先代様は、一番にあの神社の社を寄進されて、采女一人を連れて御ご誓せい願がんに行かれた。それが四年前の三月十日だ」

　主馬はすこし左に、慶けい長ちよう六年三月十日、直政と采女の名、そして御誓願と記す。

　たしかに、采女が怪け我がの治りきっていない身で無理をして神社に行ったのは、あの日がご誓願の日だからと言っていた。

「そのとき捧ささげられた言こと霊だまがあの歌だ。君も聞いてるでしょ」




　──祈いのるぞよ　子の子の末の　末までも　まもれ近江の　国つ神々──




「歌といっても枕まくら詞ことばも掛かけ詞ことばも一いつ切さいない、歌の型に文字をはめただけのものだ。先代様が捧ささげたのは歌そのものじゃない。近江の国津神──水神さまへの誓せい言ごん、つまり言霊だ」

　主馬は色の薄うすい瞳ひとみでじっとあこを見る。真しん剣けんな眼まな差ざしだ。

　続く声音も、いつになく重々しさを帯びていた。

「君さ、御ご供くうって知ってる？」

「御供……って人ひと身み御ご供くう、とか？」

　農村では、日照り続きで旱かん魃ばつになったり、逆に雨続きで土ど砂しや災害があったりすると、天を鎮しずめるために御供──生いけ贄にえを差し出すと聞いたことがある。

「そう、それ。神職にある者にとって、祈りと御供は切り離せない。神様ってなんでも叶かなえてくれるわけじゃなくてね、祈りを聞き届けてもらうために御供を差し出すんだ。──先代様は四年前に、この歌によって祈りを捧げられた」

（え……つまり、それって……）

「そして三年前、自身の死期が近いことを悟さとった先代様は、佐和山に戻ってこられた。自身の命を御供として水神さまに捧げるために」

「！」

　あこは大きく目を見開き、そのままなにも言うことができなかった。

　主馬もまた、慶長七年二月一日と記すべきところを何も書けずにいた。

　誰だれに対する気き遣づかいかは言うまでもなかった。

「普ふ通つう、亡なくなったら土ど葬そうにするでしょ。でも先代様は、火か葬そうにして遺灰を琵琶湖に返すように言い残された。自身の身体からだ、魂こん魄ぱくまでも水神さまに捧げて、守ろうとされたんだ」

　なにを守ろうとしたのか──その答えは、その歌の中にある。

　──子の子の末までも。

　直政が守りたかったのは、自分の子──つまり直継だ。

「ご遺ゆい言ごんに従って先代様は善せ利り川がわのほとりで荼だ毘びに付されて、湖に還かえられた。言霊を享うけていた水神さまは先代様の祈りと御供を受け入れて、殿を守ってくれていた。そして今日殿が、君に会いたい、二月に出会った君と一緒に生きていきたいって望んだから、先代様との契けい約やくに従って君を二月に跳ばしたんだ。──これでいいですか？」

　主馬が斎を見やると、「そんな感じだな」とうなずいた。

「さっきも言ったとおり、水神さまによって二月二十七日に跳ばされた君は、猫ねこ神がみさまの力で五月五日に帰ってきた。水神さまの落らく雷らいで君が消えてから猫神さまの雨が降るまでの間なんて、ほんの一瞬だったよ。君には長い旅だったかもしれないけどね」

　全てがつながっていた──最初に聞いた主馬の言葉が、やっと自分の中でつながった。

　けれども知った真実は、ただ起きた現実を喜ぶだけのものではなかった。

（だって、それじゃあ右近殿は……）

　直継は、父直政の死についてずっと思い悩なやんでいた。命果てるまでと思い定めていた家康の元を離はなれ、なぜ佐和山で亡くなったのか、と。

　その謎なぞは最初に三成を退けたときに歌を聞いて知ることができた。しかしその裏にあった事実──先代の命の上に託たくされたものはあまりに重い。

　しかし、直継も神職にある者として、覚かく悟ごはしていたのだろう。

　現実をただ静かに受け止めていた。

「他ほかになにか、聞きたいことある？」

　あこに向けられた問いだったが、真相を吞のみ込むのが精いっぱいで、言葉が出なかった。

　その言葉を拾ったのは直継だ。

「そなた、いつからあこが同じ者だと気づいていた？」

　そういえば主馬は城門前で、あこは別世界の人間かもしれないと説明してくれた。

「ずっと確証はなかったですよ。別人にする方法ならいくつでも見つかりましたけど、おなじ人だと言いきれる証しよう拠こはなかったんで。ただ、すくなくとも彼女らがこの世界の者とおなじ顔だというのは確信していました。秀忠公が高須源十郎を見知っていたこと、そして叔父おじの土と佐さ様が彼女を姪めいと見間ま違ちがえたこと、この二点で確定です。それに気き性しようは顔に表れますから、性格もまぁ似てるんだろうなとは思ってました。同じ人かもしれないと思ったきっかけは、やっぱりおふくですかね」

　思わぬ名にあこは目を剝むいた。

「……おふく？」

　公こう儀ぎに囚とらわれていて事情を知らない直継は、なんだそれはと言わんばかりに問う。

「おふくっていうのは、土佐様が飼ってるフクロウの嫁よめなんですけどね。彼女とふたりで動いているとき、彼女が呼んだら飛んで来たんですよ。おふくが」

（あ、そういえば……）

　後頭部に遠えん慮りよなく止まられて、かなり痛かった覚えがある。

「動物は素す直なおですからね。いくら顔が似てたって別人だったら飛んできやしませんよ。昔、俺が采女ともっと似てるときに試ためしたことあるんですけど、どれだけ似てても動物は俺と采女を見間違えませんでした。人よりよく見てますよ。それに動物は、『彼女は江戸にいるはず』とか考えないでしょう。おふくは、彼女がおふくの知る彼女だったから飛んできたんです」

　考えを巡めぐらせすぎて、真実が見えなくなっているのは私のほうかもしれないな──

　そう言ったのはおふくの飼い主、叔父の鳥居土と佐さの守かみ成次だ。

「でもまぁ、人になついてるフクロウなんで、そういうこともあるのかなと、試しにやってみました。おふくは見ず知らずの人が呼んでも飛んでくるかどうか」

「……やったのか」

「ええ。公儀の人ひと質じちになっている間、暇ひまだったんで。幸い、おふくの知らない人があの場に大勢いましたしね。弟おとうと御ごがいくら呼んでもさっぱりでしたねぇ」

　公儀の役人がみんなして、真ま面じ目めな顔でおふくを呼ぶ姿を想像してみる──直孝をはじめ、付き合わされた役人たちに心から同情した。

「確信とまでは言いませんが、可能性はなくはないと思った理由はそれです。──君の方はなにか質問はない？」

「あの……文ふみはどうやって間に合わせたんですか」

　佐和山の城門で話した時、今から出してももう間に合わないと言っていなかったか。

　けれども時がつながっていたということは、間に合ったということ──いや、あの時点から間に合わせたということだ。

「ああ、あれ？　いやー、井伊家の方は木き俣また殿と結けつ託たくしてなんとか話をまとめたんだけど、君の御お父ちち上うえの左京亮様に話しに行ったら、強きよう硬こうに反対されちゃってねぇ。けんもほろろに追い返されちゃって」

「……でしょうね」

　姫ひめの輿こし入いれは家の体面に関かかわる問題だ。大名家の威い信しんにかけて、いい加減な形で済ますわけにはいかない。

「仕方ないから、左京亮様が若様の宿所を訪ねる日を土佐様から聞きだしてね。その日に再度、姫の輿入れを申し入れに行ったら、偶ぐう然ぜんそこに若様が！」

　その芝しば居いがかった口ぶりに、「……偶然？」と直継が冷静に突つっ込んだ。

「──ということにしておいてくださいよ。まぁ、俺たちと若様が鉢はち合あわせするよう掃部殿が裏工作していてくださったんですけどね。俺と左京亮様と土佐様を見て、若様が『右近と姫は元気かい？』なんて切り出したから、こっちのものだと思ってね」

　父の忠ただ政まさは、娘むすめが秀忠と佐和山で会っていたなど知るはずもない。そのころ自分は江戸にいるからだ。

　混乱する忠政と時渡りの事情を知らない秀忠に、主馬は、佐和山で会ったのは時渡りをした姫だと説明したらしい。

「そうしたら若様が、姫を五月五日に合わせて呼ぶ必要があるんだったら一筆書いてあげるよ、ってな感じで、朱しゆ印いん状じようを下さって」

「朱印状!?」

「そう。伝てん馬まの朱印状さえあれば馬を使いたい放題だ。宿しゆく場ばごとに馬を乗り換かえて、関せき所しよも難なく通過できれば、江戸まで四、五日もあれば着くよ。若様の一筆のおかげで君の江州行きの通行手形も一発で下りたしねー。いやはや、権力ってすばらしいね」

「それが歩く国家権力か……」

　直継の呟つぶやきは、どこかで聞いたような響ひびきによく似ていた。

　──歩く人外魔まき境よう。

（わたしと主馬殿の思考が似てるってこと!?）

　嬉うれしくない想像に衝しよう撃げきを受けたが、それ以上に。

　新将軍直じき々じきの朱印状──想像するだに恐おそろしいことが、自分の江州行きの裏で起きていたらしい。

「まぁあとは体面を重んじる左京亮様のために、京のえらい坊ぼうさんが、障さわりがあるのは「婚こん礼れい」ではなく「輿入れ」だから、花はな嫁よめ行列でこなけりゃ大だい丈じよう夫ぶって言ってたとか、適当に理由をつけて君を呼びつけたってわけ」

「あ～～～～!!」

　聞き覚えのある言葉に、あこは思わず声を上げた。

「あれって主馬殿のでっちあげだったんですか!?」

「でっちあげってひどいなぁ。でもおかげで輿入れの理由が立ったでしょ？」

「それはそうですけど……」

　過去に三度も延期になった輿入れ。

　なのに無理やりこじつけたような理由で江州に向かうことになって、どこかおかしいと思っていた。京には無む茶ちやなことを言うお坊様がいるものだと思っていたが、あの言は主馬が発ほつ端たんだったのだ。

　その話は井伊家の誰にもしていなかったから、完全に主馬が一人ででっちあげたことだ。

　──時がつながっていたことを今さらながらに実感した。

「文の経けい緯いはわかったが、それからそなたはなにをした？」

「え？　俺はなにもしてませんよ。俺が手伝ったのは左京亮様との折せつ衝しようと、文と通行手形が間に合うよう手配しただけです」

「……そなた、伏見で、策がつづいているから説明は追い追いと言っていなかったか」

「いやー、もう打てる手は打ったあとだったんですよ。彼女の話していたことと現実が齟そ齬ごを生じないよう、すべて用意しました。でもどう逆立ちしたって俺の力じゃ〈時渡り〉は起こせませんし、猫ねこ神がみさまを警護につけてなお彼女を跳とばす力の持ち主ってのが思い当たらなかったんですよね。最後の最後はまさに神頼みだったんで、殿を動どう揺ようさせちゃまずいかなと思いましてあのように申し上げました。まぁ、なにもないのにあるように見せるのも策の内です」

　直継は呆ぼう然ぜんと主馬を見やった。直継もまんまと主馬の策にはまっていたらしい。

「こんなわけで彼女の時渡りはすべてつながっていたわけですが、ひとつだけ謎が。

　君、関ヶ原に跳んで先代様に会ったって殿に言ったよね？　俺、あの戦いくさではほとんどずっと先代様の側にいたんだけど、君いたっけ？　いつ来たの？」

「お午ひる過すぎに陣じん中ちゆうで……主馬殿には小刀を投げられました」

　あのとき陣幕がなびかなければ、あやうく命を落としていたところだ。

　しかし主馬は「あー、あれ。君だったんだ」と、悪びれなく涼すずしい顔で納なつ得とくしていた。

「やっぱり全部つながっていたわけか」

（つながっていたってことは──）

　吉継が言う万が一をひいていたということだ。

（じゃあおじいさまも？）

　祖父を救いたかった。でも救っていれば確実に未来は変わっていた。

　吉継の計画どおりに過去が変えられていたなら、この世界はどうなっていたことか。

　──それを想像すると、あこの背中に冷たいものが這はい上がってきた。

「でも最初からつながってたわけじゃないんだよ。別の未来につながる選せん択たく肢しはいくつでもあった。けれど、君が殿のことを想おもって水を汲くんだ水入れ、それを先代様が拾って、水神さまに祈いのりを捧ささげた。神水のことを伝えられた采女は毎日滝たきの水を汲んで、この水が殿の守りになることを君に伝えた。土佐様は左京亮様に話を通すために手伝ってくださったし、掃部殿は若様と偶然鉢はち合あわせるために協力してくれた。若様は一筆書いてくださったし、猫神さまは江戸からの道中、ずっと雨を降らして君を守っていてくれた。──殿だけじゃない、みんなが君にもう一度会いたいって思ったから、今のこの時が導かれたんだ」

「え……」

（みんな、が、わたし、に……？）

　時を渡った先で出会った人たちが、自分に会いたいと──ここに帰っておいでと望んでくれたから、今この時が紡つむがれたというなら。

「わたし……ここにいてもいい、の……？」

　──その答えを持っているのは俺じゃないよ。

　主馬は穏おだやかな声こわ音ねでそう言って直継に向きなおると、「じゃあ俺はこれで」と一礼した。

「ほら、水神さまも行きますよ」

「我もか？」

　気をきかせてくださいよ。そんなことを言いながら、主馬は斎を連れて部屋を下がる。

　障子が閉とざされ、直継と部屋にふたり取り残される。

　涙なみだが頰ほおを伝い落ち、直継はそんな自分の肩かたを抱だいて引き寄せた。

「──すまない」

「え……？」

「初めの時渡りは、私が引き起こしたことだった。──なのに初めて会ったとき私は」

　そのときのことを思い出す。一言、山を下りよと。すげなく追い返されるところだった。

　──もしあのとき言われるままに帰っていたなら。

　五月の直継が時渡りを願うことも、国津神が力を貸してくれることもなかった。

　実際に時を渡ってしまった自分とこの世界の直継の〈時〉はつながることもなく、おたがい別の時の中で別の相手が許いい婚なずけとなっていたはずだ。

　そのことを想像すると身体からだが震ふるえて、あこは直継の胸むな元もとにしがみついた。

「……怒おこって、いないのか」

「どうして？」

「どうしてと言われても……」

　言葉に詰つまった直継に、あこは身を起こすと頰を左右の手のひらで包みこんだ。

「怒るはずないじゃない。──だって、右近殿が会いたいって望んでくれたんでしょう？」

　言葉を大切に選んで、告げる。

　偽いつわりでもなんでも口に乗せることはできる。けれども言葉が想いを伝える術すべならば、直継のように言こと霊だまに縛しばられることはなくとも、大切にしたい。

「右近殿が水神さまに、わたしに会いたいって言ってくれたから──みんながわたしを呼んでくれたから、わたしはここにいられるの」

　采女が主あるじを想って毎日神水を汲みにゆき、直継を想うあこに采女がそのことを伝え、あこは直継を想って汲んだ神水を持って直政と出会い、その水入れが直政に伝わり、直政は子孫のために滝に住まう神に祈りを捧げた。そして直継が会いたいと望んだことで、神は直継の望みを受け入れてあこを二月に跳ばした──

　その縁えにしの環わはどこから始まっていたのかわからない。けれども、それらに関かかわった人の想いがひとつでも欠けていれば、この〈今〉にはつながらなかった。

　だからこうして再び会えたこと、誰だれかが誰かを想って紡がれた今を愛いとしく思う。

　直継は目を見開いてあこの言葉を聞いていたが、その瞳ひとみがかすかに揺ゆらいで、あこを抱だき寄せた。

「……父上が、叶かなえてくださったんだ」

「え？」

（直政さま……？　あ、もしかしてあの声？）

　醒井から駕か籠ごに揺られているとき、夢うつつに声を聞いて目が覚めた。

　三成に最初に攫さらわれたときに直政の歌を聞いて、もしやと思っていたが──あの声はやはり。

（直政さまだったのね……）

　主馬は国津神である〈斎〉が、自分を二月に跳ばしたと言っていた。

　けれども、御ご供くうとして捧げられた直政の魂たましいが今もなお〈斎〉の中に息いき衝づいているのだとしたら。

　我が子なおつぐの願いを聞き、その願いをかなえてくれたのはきっと──

「……そなたに会いたかった」

　胸の中で、うん、とうなずく。

「会いたかったんだ……」

　あこは泣くのをこらえるかのような吐と息いきを耳元に感じながら、強く抱きしめられる腕うでに身を委ゆだねた。
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　直継の御ご前ぜんを下がるなり、斎は「我は疲つかれた」と姿を消した。

〈初衣〉の結界を破ってまで起こした時渡わたり、その消しよう耗もうは思いのほか激しかったらしい。

　主馬は幼い直継の姿をいますこし愛めでていたかったのだが、それはまたの機会を窺うかがうしかないようだ。

　主馬が表に向かうと、宴うたげの陽気な笑い声が飛んできた。

　広間では、当主も姫ひめも不在ながら、婚こん礼れいさながらの祝しゆく宴えんが続いている。

　一ヶ月半前、直継が許嫁を迎むかえると言ったとき、重臣の間では、いま迎えたところで二人の仲はどうなるものかと危あやぶむ声が多かった。

　たしかに今までの直継ならそうだっただろう。だが彼女と出会い、直継は変わった。

　重臣たちもおぼろげながら変化を感じ取っていたようだが、それを決定づけたのが先さき程ほどの姫との対面の席だ。

　直継が、想像をはるかに超こえて姫を気き遣づかう一面を見せたものだから、もう完全に広間の空気は婚礼祝賀一色に染まっている。

　姫の意識がもどって今は直継と一いつ緒しよにいると伝えたら、また盛り上がるだろうか。

　そんなことを考えながら表へとつづく渡り廊ろう下かにさしかかったとき、主馬を呼び止める声がかかった。

「上手うまく煙けむに巻いたものね」

「猫神さま？」

　渡り廊下の下にいたのは女め童わらわ姿のたまだった。

　先ほどの席にもいればよかったものを、事前に誘さそったところ、「いま〈亢こう〉を見たらぶん殴なぐりたくなるから」と断られてしまったのだ。

〈亢〉というのは、大おお八や島しまに住まう七つの竜りゆうの一──斎と名乗った少年の真ま名なだ。

　たまを〈房〉とは呼べないように、主馬がその名を口にしようものなら怒いかりに触ふれて一いつ瞬しゆんで殺される。

〈亢〉が起こした時渡り。それは二月のたまの結界を乱し、三成の復活を許すことになった。その件をまだ怨うらんでいるのだ。

　今日の時渡りでも派手に結界を壊こわしてくれたみたいなので、たまはまたしばらく修復に追われることになりそうだ。

（まぁ、水神さまもあの性格じゃあ、手伝えと言ったところで手伝わないだろうしなー……）

　たまがこれからまた多た忙ぼうになるのは間ま違ちがいない。

　ひとつここいらで機き嫌げんでも取っておくかと、主馬は渡り廊下を渡った先の縁えん側がわに腰こしかけた。

　たまも主馬の傍かたわらに腰を下ろすと、地に届かない足をぶらつかせる。

「ずいぶん都合よく回かい避ひしたじゃない？　あの娘こは気づいてなかったようだけど、あなた、あの娘を待っていた人の中に自分を入れてなかったでしょ」

　席にはいなかったが話は聞いていたらしい。鋭するどい指し摘てきに主馬は「いやー」と頭を搔かいた。

　直継をはじめ、直政も采女も秀忠も成次も直孝も、みな、あこが戻もどってくることを望んでいたと告げた。しかし、そこに自分の名を入れていなかったのはわざとだ。

　言葉を偽ることにいまさら痛む良心はない。だが入れていたなら、あまりの図ずう々ずうしさに吹ふき出していたかもしれない。

「あなた、鳥居家の姫を迎えることに反対していたものね。縁えん談だんを白紙に戻そうとしていた最さい先せん鋒ぽうだったくせに、いつ宗しゆう旨し替がえしたのよ」

「俺ですか？　やー、今でも諸もろ手てを挙げて喜んでいるわけじゃないですよ？」

　何度も延期になった直継の婚礼。婚礼を先延ばしにしていた犯人は主馬だ。

　井伊家に事が生じるたびに婚礼延期を申し入れ、策は三度成功し、四度めの話は再開の目め途どなしというところまで漕こぎつけた──というのに。

「江戸にいるはずの姫が、まさか時渡りまでやらかして、殿と会っちゃってたなんて思わないじゃないですか」

　二ヶ月前、主馬が江戸での婚礼延期工作を終えて佐和山に戻ると、見知らぬ娘むすめが増えていた。

　さすがの主馬も、江戸にいるはずの許いい嫁なずけとは思わず、新しい侍じ女じよでも入ったのかと思った。

　采女の想おもい人でなかったのは残念だったが、べつに直継の想い人でもよかった。──彼女が鳥居家の姫でなかったならば。

「ほんとにもう、彼女のおかげですべての計画が台無しですよ。だって羽柴の娘ですよ？　徳川は豊臣を潰つぶす機会を鵜うの目鷹たかの目で探さぐっているっていうのに、そんなときになにが悲しくて悩なやみの種を抱かかえ込まなきゃなんないんですか。

　大坂の豊臣を攻せめるとなれば、江州に領地を持つ当家うちが先鋒となるのは必至でしょう。そこに、豊臣とつながってるんじゃないかなんて痛くもない腹を探られるのは御ご免めんです。だから采女を送りこむか、最悪、俺がもらってしまおうかとも思っていたんですけどね」

　直継との縁談が決まる前、あこの許いいな婚ずけ候補だったのは小一郎だけではない。

　親族か重臣があこの婿むことなって鳥居家を継つぐという選せん択たく肢しがあったとき、小一郎がそうであったように、あこの従兄にあたる采女もまた許婚候補だった。あこが家か督とくを継がないことが確定してからは、主馬の嫁よめにという話もあったくらいだ。

　主馬と采女の母は元忠の拾い癖ぐせで拾われた孤こ児じ、つまり陸りくやふくの姉貴分のようなものだ。

　元忠の下で育てられた母に父が惚ほれこみ、元忠に頼たのみ込んで嫁にもらいうけた。

　その際に母は正式に元忠の養女となったので、主馬や采女とあこは従兄妹いとこ同士、共に元忠の孫であり、それと同時に鳥居土佐守成次にとっては甥おい姪めいだ。

　あこがお祖父じいさま、叔父おじさまと呼ぶ相手は、主馬にとっても等しく祖父であり叔父だった。主馬が大名である成次と親しく話して許されていたのもそのためだ。

　しかし直継の正室にという形で話がまとまったものの、直政が亡なくなった後、主馬は直継の縁談を白紙に戻そうと画策してきた。

　羽柴の名はいずれ井伊家の障さわりになる。

　嫡ちやく男なんの嫁が羽柴の娘なのはかまわない。しかし当主の正室となれば話は別だ。

　直継が嫡男であるうちに豊臣との決着がついていればよかったのだが、直政の死はあまりに早すぎた。

「けれど、せっかく俺が江戸でせっせと裏工作してたっていうのに、江州に帰ってきたら姫本人がいたんですから仕方ないでしょう」

　知らないうちに出会い、そして惹ひかれあってしまった。こればかりは主馬も予想できなかったことだ。

「下へ手たに引き離はなすのも火に油を注ぐようなものですし、まぁこれが神仏の思おぼし召めしなら、なるようにしかならないかなと思いまして」

　戦場を知っていれば、神の采配に従うしかない現実も見えてくる。

　だからといって神はすべてを用意していたわけではない。

　最初からふたつの世界は続いたものだったのかと言われれば、答えは否いなだ。

　彼女が早々に元の時間に戻ることを選んでいたなら。彼女は別世界の人間とあきらめていたなら。自分たちが彼女の到とう着ちやくをこの日に間に合わせなかったなら──彼女とこの世界が交まじわることはなかった。

　主馬だって、彼女と出会っていなければ許嫁をこのような無む茶ちやな形で迎えることに反対していただろう。当初の予定どおり、主君の縁談を潰していたはずだ。

　直継も主馬が縁談に反対していることを知っていたから訊きいたのだ。

　──そなたは、それでいいのか、と。

　直継は妙みようなところで聡さといから面おも白しろい。

（けど、目の前で泣かれちゃったらねー）

　危険だから元の世界に帰れと言ったとき、帰れませんと言いきった彼女。

　そして右近殿に会いたいと泣き出した彼女を見てしまったから。

　その想いを叶かなえるために手を貸してもいいかな、くらいには心が動いた。

　自分も含ふくめ、彼女が直継を想う心、それに触れた人々が手を貸して、彼女をここに導いた。

　彼女の帰りをみなが望んだ。誰だれひとり欠けても、彼女は現在いまに辿たどりつかなかった。

　縁えにしの糸をたぐり寄せたのは他ほかでもない、周囲の人間を動かした彼女自身だ。

（いや、人間だけじゃないか）

　自分の恋こいのために神まで動かしたのだから、並々ならぬ強運の持ち主だ。

（ま、それくらい自分の気持ちにまっすぐでいてくれるとね）

　負けた方もいっそ清すが々すがしい。

「心閉とざしていた殿と出会って、たった半月であの殿に『会いたい』とまで言わしめたんですから、俺の負けですよ。これが運命だというなら、抗あらがうだけ無む駄だです」

「運命なんてそんな安直な言葉、嫌きらいでしょうに」

　たまの容よう赦しやない指摘に、主馬は「よくおわかりで」と苦く笑しようした。

「宗旨替えした理由はなによ」

「彼女は当主の名にいっぱいいっぱいだった殿の心を動かした──それがすべてですよ。

　国を治める方は重臣でなんとかなっても、世よ継つぎ問題ばかりは当人の問題ですから。跡あと継ぎがなくて御家断絶というのは一番避さけたいところですし、あの殿の状態はまずいなと俺も思ってたんで。俺としては、殿から御自分の意志で『許嫁を迎むかえる』と言ってもらいたかっただけなんです。殿も御自分で言ったことですから、やってくる許嫁を受け入れるでしょう。言った時点で目的は達成、来るのは彼女であろうとなかろうと、どっちでもよかった」

　一いち縷るの望みはある──噓うそはついていないが、直継をだまし討うちにしたのも否定できない。

　だがいくら咎とがめを受けようが、家が絶えるよりましだと思った。家が絶えれば一族郎ろう党とう、路頭に迷うことになる。

　しかし主馬が惜おしんだのは、十八万石の石こく高だかでも譜ふ代だい筆頭の名でも、ましてや己おのれの家老の地位でもない。

〈房そい〉の御ご供くうとなって消えた命、

　初衣が産み、数百年に亘わたって守ろうとしてきた血、

　そして自分の中にもかつてあった〈力〉──

　代々の当主が迷いながらもつないできた血を、絶やしてはならないと思った。今までに得た直継の信しん頼らいと引き換かえにしても、策てを打ちたい、打たねばならないと自分は判断した。

　隣となりに座る幼い女童が、自分たちを見るときに時おり見せる瞳ひとみ──なにかを懐なつかしむような、そして湧わきあがるなにかをこらえるような、外見の年に似合わぬ瞳を知っているから。

　永遠にも似た命を持つ彼女がこれからも──自分たちが命絶えた後も生き続けるために必要なものだから、絶やすわけにはいかない、そう思った。

　その気持ちがなにに由来するものなのか、主馬自身、まだわかっていない。

「俺が望むのは、殿がいて、采女がいて、木俣殿とふたりで家老として家を支えて、もうちょっと欲よくをいえば、殿の跡を継ぐ御お子こもかわいい子だといいなぁっていうくらいの、ささやかな毎日なんですけどねぇ」

　しかし、そのささやかな日々を守り続けることがどれほど難しいことか。

　豊臣家とておなじだ。豊臣家ももはやかつての栄光は望んではいないだろう。しかし、一大名である今の日々を守ることすら難しくなっている。

「豊臣の跡継ぎを千姫が産めばまだ豊臣存続の可能性もあります──が」

　秀忠の娘むすめである千姫。彼女以外との間に男子を儲もうけたとき──そのときが豊臣家の最さい期ごだ。

　家康は豊臣の血を完全に絶やす。

　男子は遺のこさないというのが、源みなもとの頼より朝とも公以来の武家の習わしだ。

　では女はどうか。

　豊臣の命運尽つきるそのとき、羽柴の所縁ゆかりを持つ彼女がどういう立場に置かれるか。

　かつて秀吉は、我が子秀頼のために養子秀次とその妻子を皆みな殺ごろしにした。

　家康はそこまで理性を失うとは思いたくないが、老いた者──自身の死が見えた権力者は、ときに残ざん虐ぎやくな行こう為いに走りがちだ。

　子孫のために本人が犠ぎ牲せいになるのはいい。だが冥めい土どの供にされる周りはたまったものではない。

「そのときは情けをかけるつもりはありませんよ。家老として、従兄として、責任をもって彼女を井伊家から追い出します。実家に追い返してもいいですし、鳥居家の姫には表向き死んでもらう手もありますし──まぁ、策てはいくらでもありますよ。なるようにしかなりません。そのとき自分にできることをするだけです。それにまだ、当家に着いたというだけで祝しゆう言げんの日取りまで決まったわけでもありませんしね」

　今は再会を寿ことほいでさしあげましょう。

　そう言って主馬は、後ろ手をついて直継の部屋を見やった。

「猫ねこ神がみさまのほうはこの一ヶ月、なにかあったんですか？」

　すると、たまは幼い顔に青筋をたてて牙きばをむいた。

「あの娘こ、道中の河原かわらでは水遊びをしたがるわ、山ではワラビ採りをしたがるわ大変だったのよ!?　いったいどこの山やま猿ざるよ!?　まだ二月のあの娘のほうがマシだと思ったわ！　いっそそのまま私が別の世界に跳とばしてやろうかと思ったくらいよ！」

「まぁまぁ。でもちゃんと守ってあげていたわけでしょう」

「ええ、江戸からずっと雨で結界を張っていたわよ。ちゃんとばれないように隠おん形ぎようしながらついて行ったの。なのに佐和山までもうすぐってところで、不意に雨雲が絶えたのよね」

「琵琶湖こちらの水神さまのほうが上うわ手てだったってことですか？」

「ずーっと寝ねこけてる〈亢〉と比べないでよ！　私だってちゃんと休んでいたらそれくらい！」

「あー、はいはい」

　あからさまにおざなりに流す主馬を、たまは睨ねめつけながらも話を続けた。

「で、驚おどろいて崖がけで空を見上げていたら、あの娘こに見つかっちゃって」

「追いたてられたんですか」

「とっさに身を隠かくしたらあの子、崖を登ってきたのよ!?」

　二月に来た彼女が時渡り前に見たという女め童わらわ──それがこのときのたまだろう。

　聞いていた話とここまで現実が符ふ合ごうすると、恐おそろしくもある。

「そこで、水神さまの雷かみなりが落ちたわけですね」

「落らく雷らいしたと思ったら、彼女らみんな姿を消していたの。すぐに戻もどってきたけどね」

　ほんのわずかなこの間に、彼女は二月から半月を過ごして、帰ってきたのだ。

　主馬は、時渡りはたまの力の影えい響きようだと思っていた。

　しかし直継はたまに対して護衛に徹てつし、彼女に一いつ切さい手出ししないように命じた。

　その命は望む未来を断たつ方策なのではないかとも思ったが、意見せずにいた。

　主馬にとって、許いい嫁なずけは彼女であろうとなかろうとどっちでもよかったからだ。

「ほんと、人の苦労も知らずに結界に大穴あけてくれちゃって。それでまた手伝いもせずに寝ちゃうし！　杜ず撰さんすぎるのよ〈亢〉は！」

「そういや二十云うん年前の件は、本当に覚えていないんですか？」

「神社で彼女と会ったというあれ？　神社に迷い人の娘がいたっていうのは覚えてるわ。けどあの子かどうかなんてわからないわよ。会ったのなんてほんの一いつ瞬しゆんだし、すぐに追い返しちゃったし。それに二十年前なんてあの子生まれてないじゃない！」

　彼女が気にしていたたまの記き憶おくは、つまりこういうことだ。

　二十云年前に会った時、彼女はたまのことを知っていた。だが当時のたまにとって彼女は知らない娘、ただの通りすがりだ。それに二十云年も前の出来事、そういう娘がいたということは覚えていても、通りすがりの娘の顔など憶おぼえているはずもない。

　成次が、時渡り人と再会しても相手は自分のことを知らなかったと言ったのも、このあたりの認にん識しきの違いが原因かもしれない。

「いやー、俺なら一度会った娘のことは忘れない自信がありますよ」

　その言葉にたまが息を飲んだ。

「でもまぁ、さすがに二十年は無理ですけどね。二十年前は俺も生まれてないんで」

（そういえば……）

　忘れる、忘れないという話で、最近驚いたことがあった。

　主馬があこの父忠政に、姫を迎えることを秀忠の宿所まで願い行ったときのことだ。

　宿所で、主馬と忠政、そして成次の姿を見た秀忠は、あたり前のように言った。

　──おや、親族そろってどうしたんだい？　と。

　忠政と成次が兄弟であることはよく知られている。共に大名なので、秀忠が目にする機会も多い。

　だが家老の嫡ちやく子しにすぎない主馬を一目で判別したこと、そして井伊家に仕える主馬が鳥居忠政、成次の甥おいであることを瞬しゆん時じに理解したことには、さすがの主馬も驚いた。

　大名家は縁えん組ぐみでつながり、その血けつ縁えん関係は異様なまでに複雑だ。秀忠はその大名家の上にたつべく育てられた者とはいえ、そんな細部まで記憶しているとは思わなかった。

　秀忠は一見穏おだやかで、頭の切れる性質たちには見えない。だが侮あなどれない部分も多そうだ。

（だからこそ人の世は面おも白しろい、ってね）

　主馬自身、勘かんがいいとも自分の頭が万ばん能のうだとも思っていない。

　逆に鈍にぶいと思っているからこそ、考えうるありとあらゆる可能性を想定して、目の前の現実と照らし合わせながら、ひとつずつ可能性を削そぎ落とす。

　今この手にあるものを失いたくない。その思いが、臆おく病びようすぎるほど慎しん重ちようにさせているだけだ。

　この時渡りの一件もそうだ。

　主馬は彼女の時渡りに関してまったくの部外者で、主馬にできるのはあこに関かかわった者から話を聞くことだけだった。

　だが、彼女が聞いた歌、神社の水、神社での時渡り、時渡りの先で会った直政と女め童わらわ、姪めいと見間ま違ちがえた成次、源十郎と気付いた秀忠、彼女に飛んできたおふく──考えるための手がかりはいくつも転がっていた。

　情報を集めて分ぶん析せきし、選せん択たく肢しを削ぎ落とす。そして最後に残ったいくつかの可能性から、どれが現実になっても対応できるように手を打っていた、ただそれだけだ。

　それでも時に予想の範はん疇ちゆうを越こえる出来事も起きるから、運命や天の采さい配はいといったものを信じたくもなる。

　天を仰あおげば、午ひるの落雷が噓うそのような穏やかな夕暮れだ。

　主馬は一番星の瞬またたきを見つめながら、明日はまたどんな一日になるかなーと想おもいを馳はせた。




　たまはそんな主馬の横で、天を見やるその横顔を見つめていた。

　──俺なら一度会った娘のことは忘れない自信がありますよ。

　その一言に跳はねた鼓こ動どうは、いまだに収まりそうにない。

（忘れないって本当……？）

　ならば、憶えていないということはやはり別人なのだろうか──

　自分にだって忘れられない記憶はある。

　人を喰くらっていた自分の前に、酒さか瓶びんを持って現れた男。

　そして初衣という名をくれた──藤原共資。

　その顔を忘れたことはないし、ここ数年は忘れようにも忘れられるはずがない。

　──目の前におなじ顔があるのだから、当然だ。

　主馬と共資は、他人の空似というにはあまりに似すぎている。成長するにつれ、ますます似てきた。

　共資とおなじ顔をして、おなじ目をしながら、世の中を面白がっている。

　しかし主馬はたまの昔を知らない。共資の記憶を持つわけではない。

　どう見ても同じ人なのに──いつか思い出してくれるのではという期待を抱いだく一方で、ちがう記憶を持つ主馬からおなじ声で名を呼ばれるのが嫌いやで、主馬に自分の名を呼ぶことを禁じた。

　主馬にそんな事情は伝えていない。主馬も深くは追及せず、「猫神さま」と呼ぶようになった。

　彼だけが呼ぶ、そのふざけた名前。

　だがそう呼ばれるようになって、名など関係なかったのだと思い知らされた。

　名でもなく、声でもなく、それでも心に響ひびく音が心を震ふるわせる──

　血のいたずらか、子孫の中には時折おなじ容姿をして生まれる者がいる。

　大たい抵ていは性格の違ちがいから、長ずるにつれ顔つきも違うものになっていった。

　けれどもますます似てくる主馬の容姿に、その魂たましいすら同じなのではないかと期待してしまう。

　そしてまた、あのなつかしい声で自分を呼んでくれるのではないかと。

　それはあの言葉を──共資の言の葉を信じているからだ。




　──きっと……いつか、また。




　永遠の時をもつ自分に、死の床とこで共資が遺のこしたもの。

　それは笑え顔がおと、ただそれだけの言の葉だった。

　共資は死後の世界をも楽しむかのように、あまりに穏やかな顔で息を引き取った。

　遺されたのはほんのわずかな可能性。

　しかしそれが共資の死を乗り越え、明日を生きる糧かてとなった。

　──自分はまた、いつの日かあの人と出会えるのだろうか。

　そう願って、その魂がふたたび現れるのを眠ねむりについて待ち続けた。

　嬰えい児じだった直政に呼び起こされるまでずっと。

　しかし直政と共にこの世に生き、主馬が生まれ、直継が生まれ──最近は想いが変わりつつある。

　いつの日か、ではなく、遺された子孫の血の中に、彼はずっといたのかもしれないと。

　眠りについて心を閉とざし、いたずらに時を過ごすのは容た易やすい。

　だが、儚はかなきものと知ってなお──いや知っているからこそ、自分は子孫たちから離はなれられないのだ。




　たまがじっと見つめるのに気付いているのかいないのか、主馬は思い出したように懐ふところに手を入れた。

「なによそれ────まさか」

「二十云年前のじゃないですよ。あれは先代様と一いつ緒しよに荼だ毘びに付しちゃいましたから」

「そうじゃなくて！」

　主馬が懐から取りだしたもの、それは水入れだった。

　水入れは密みつ封ぷうされていたが、その水の気配からなんであるか、たまにはわかった。

　──時渡りの水、だ。

　主馬は、面白い薬が手に入ったかのように、笑みを浮うかべて目の前で水入れを振ふっている。

「最悪の結果を回かい避ひするのも俺の務めなんでね、彼女の世界とこの世界がつながってなくて、殿が現実を受け入れられない時には、これで猫ねこ神がみさまに泣きつこうと思ってたんですよ。どこかの世界にいる彼女をこの水で召しよう喚かんしてもらおうってね。でもおかげさまで不要になりました」

　鳥居家の者が水合わせに持ってきていた水甕がめ。

　二ヶ月前にたまが主馬からそれを受け取ったとき、すでに封ふうが解かれていたので不ふ審しんに思っていたのだが、渡す前に水を抜ぬき取っていたのだ。

「いやー、側そば仕づかえっていうのは気苦労が絶えないですねぇ」

「……なんか楽しそうに見えるんだけど」

「楽しいですよ？　殿も弟も文句なくかわいいですし、従妹いとこ姫ひめは遊び甲斐がありそうですし」

　主馬は鼻歌でも歌いだしそうな風ふ情ぜいで庭先に下りる。

「やー、またにぎやかになりそうですねぇ」

「あなたねぇ……」

　主馬が水入れを傾かたむけると、水はたまの嘆たん息そくと共に地中に吸い込まれていった。




　翌六月、主馬の生家である鈴すず木き家を発ほつ端たんに、井伊家に御お家いえ騒そう動どうが起こる。

　伏見にいた家康まで巻き込んだこの騒動により、筆頭家老鈴木重しげ好よしが責任を取って辞職、嫡子の主馬が家か督とくを継ついだ。

　新たに家老となった主馬は乱れた家中を収めることを優先し、当主の祝しゆう言げんはまたもや見送りとなった。

　──あこの婚こん礼れい、四度め延期。
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　黄たそ昏がれ時どきの琵琶湖のほとり。

　浜はま風かぜに乗って松原を漂ただよっていた靄もやは、誰だれもいないことを確かく認にんするかのようにひとつその場に円を描えがくと、人ひと形がたを取って砂浜に降り立った。

　その影かげは三つ。

　人形といえども重みはないはずの身体からだが、疲ひ労ろうのあまり砂浜に引かれそうになる。

　三成は大きなため息をつきながら、腿ももに手をついて重い身体を支えた。

「またもやそなたの策に救われたな……」

　五月五日、今日この日、姫の世界がつながっているなら佐和山の結界に隙すきが生じる。

　京で万一封じられるようなことがあっても、五月五日に生じる結界の綻ほころびから抜け出せるよう、あらかじめ吉継が手を打っていた。

「感謝する、刑部。…………刑部？」

　三成が首を向けると、傍かたわらに立つ吉継の面おも持もちはいつになく真しん剣けんだった。

　その面おもてには、いつも欠かすことのなかった笑みがない。

「──なぜ主ぬしは人の言うことが聞けぬ」

　その声こわ音ねもまたいつになく重い。

　白の領巾ひれだけがその場の空気に反して、いつものようにふわふわと軽かろやかに舞まっていた。

「私は主に退ひけと言ったはずだ」

　退くも進むも決めるのは大将である自分のはずだ。

　しかし吉継の眼光は、三成に反論を許さなかった。

「脱だつ出しゆつの策は成なった。だが成らねばどうなった？　主ぬしがいなければすべては──」

「──そなたは知らぬからだ」

　三成は吉継の言葉を遮さえぎった。

「なに？」

「あの戦いくさの後、ひとり生き残ったときのことを、そなたは知らぬ」

　関ヶ原の戦の後、東軍に囚とらわれて、ふたりのことを──吉継も左近も、首こそ見つからないが落命したのは確実と知らされたとき。

　去来した想おもいは悲しみではない。──虚むなしさだ。

　自分の想いに応じてくれた者がこの世から消えた。昨日まで共にあり、豊臣の将来について語り合っていた者が、失われた未来と共に消えた。

　──豊臣の世を守りたかった。

　自分が起こした戦に後こう悔かいはない。

　だがたとえあの戦に勝っていても、自分ひとり生き残ったところでなにができた？　国を立て直すために粉骨することは惜おしまない。だが、失くしたものはどうすれば埋うめられる？

　人から疎うとまれることには慣れていた。自分の側には人がいないことにも慣れていた。

　──しかし、側にいてくれた者を失くす痛みは、実際に失くすまで気付かなかった。

「私はもう失いたくない。それだけだ」

　三成はそれだけ告げるとうつむいた。

　大将としての自覚がないと言われることだろう。そのような甘い考えでは家康に立ち向かえないと。自分は人の上に立つ器うつわではないと、今度こそ吉継にも左近にも見切りをつけられるかもしれない。

　たしかに自分には、家康のように親しい相手を切り捨てる強さはない──しかしそれが自分だ。

　退くことが大将の務めであろうと、きっと自分は何度でもおなじことを繰くり返す。

　喪そう失しつの痛みを知っていればこそ、もう一度おなじ想いはしたくない。

　顔を上げると、吉継が厳しい眼めで見み据すえていた。

　吉継は一歩進んで、腕うでをもたげる。三成は殴なぐられることを覚かく悟ごした。

　しかし。

　吉継はもたげた右腕をすれ違ちがいざまに三成の首筋に回すと、一言、ささやいた。

　嬉うれしかった────と。

　それはあまりに一いつ瞬しゆんの出来事。

　三成が呆ぼう然ぜんとしている間に、吉継は風が流れるように離れた。

　そして吉継は何事もなかったかのように腕を組み、佐和山に視線を向ける。

「水神が二神もいる以上、佐和山は危険だな」

「佐和山に拘こだわらずとも、他ほかにいくらでも狙ねらいどころはありましょう」

　清きよ洲す、越前──と左近は近きん隣りん諸国の名を挙げてゆく。

　清洲も越前も、新将軍となった秀忠の兄弟が治める国だ。

「清洲には井伊家の娘むすめがおりますれば避さけたいところですな」

「越前はどうだ？」と吉継が問う。

　越前領主結ゆう城き秀ひで康やすは、秀忠の兄だ。

　だが秀康は、自分を人ひと質じちに出した実父家康よりも、人質に出された先で養父となった秀吉に恩を感じ、豊臣家に好意的だ。

　さすがに秀康の命を狙うのは……と思って見やると、吉継の瞳ひとみには懐なつかしげな光があった。

「若わか狭さの海はいいぞ。今も松原を渡る風の音ねを覚えている」

「風の音……？」

　敦賀は松原もあるが、港の方が有名だ。北国を廻めぐる船の重要な拠きよ点てんで、活気にあふれている。

　どちらかといえば、荷の積み下ろしの光景のほうが印象的だろうに──そう思ったが。

（……ああ、そうか）

　吉継は秀吉公の下もとで全国各地を飛び回り、越前敦賀に下がった頃にはすでに病やまいで視力を失っていた。

　移動するのも駕か籠ごに頼たより、おそらく敦賀の館やかたでは潮の香かと音ねを愛めでる日々だったのだろう。

　では、自分を越前に誘さそったのは秀康を狙うためではなく──

「……まぁ、若狭の海を見に行くのもよかろう」

　せっかくこうして蘇よみがえったのだ。生前見られなかったものを見るのもいい。

　見み渡わたせば琵琶湖の夕暮れ。

　対岸がうっすらと朱しゆに染まり、視線を上げてゆくと徐じよ々じよに夜の色が増してゆく。

　三成が佐和山にいたのは家康に奉ぶ行ぎよう職を追われてからのことで、豊臣家の行く末を案じるばかりで、このように穏おだやかな気持ちでこの景色を眺ながめることはなかった。

　広い世界に目を向ければ、また新たな策も生まれるかもしれない。

　すると吉継はふわりと微笑ほほえんで、

「では、大将の許しが出たところで、参るとするか」

「だから私は大将ではないと何度言えば────刑部ッ！」

　些さ細さいなことは気にするな。

　そう笑い交じりの声を落として、吉継はまたもや最後まで話を聞かずに姿を消した。

　砂浜に残されたのは左近とふたり。

「……そなたはどうする」

「某それがしにそれをお訊たずねになりまするか」

　愚ぐ問もんだとはっきり言えばいいものを、左近は言葉は婉えん曲きよくに、しかし瞳はまっすぐ貫つらぬいてくる。

　あたり前のように返される答えに三成は気き恥はずかしさを覚え、左近から目をそらすと、

「どこまでも御お供ともつかまつります」

　直球が飛んできた。その衝しよう撃げきに、息がおかしな気道に入って軽くむせる。

　吉継に見られれば、大将の心得どころか主君の心得を説かれかねないところだ。が、

「……で、では越前へ参る」

「いずこなりとも」

　その応いらえが側にある幸せを感じながら、三成と左近は夕ゆう闇やみの中にその身を消した。
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　佐和山についた鳥居家一行は采女の邸やしきに宿を借り、翌々日には京に発たつこととなった。

「上じよう洛らくのついでに寄っただけってことになってるからな、長居するわけにもいかないだろ」

　それにあいつらも京見物を楽しみにしているしな、と小一郎は城門の外を見やる。

　小一郎の恰かつ好こうは草鞋わらじに脚きや絆はんの旅姿、江戸からの道中見慣れた姿だ。

　当主への挨あい拶さつはとうに済ませ、あこは見送りに城門まで佐和山を下ってきた。

　琵琶湖を見ていきたいという要望を聞き入れて、中山道側ではなく琵琶湖側の城門だ。こちらの道は城普ぶ請しんのために旅人の立ち入りを制限しているので、門前に人ひと影かげはない。

「京は初めてという奴やつも多いからな。昨日から浮うかれてしょうがない。これも勤めだっていうのにまったく……」

　京への気が急せくのか、小一郎以外の者はすでに道を行きはじめている。

「なんだ、おまえも京を見たかったのか？」

　あこが彼らの背をじっと見つめていると、小一郎が茶ちや化かした。

「江こ州こからなら一日二日の距きよ離りだからな。また機会もあるだろ。初上洛は楽しみに取っておけ」

「……あの、ね。小一郎、そのことなんだけど」

「どうした？」

　覗のぞきこんでくる小一郎の瞳に翳かげりはない。

　小一郎は人に偽いつわるのが得意な性質たちではない。その偽りがあたり前になるまでに、自分は小一郎にどれほどの噓うそをつかせていたのだろう──

　そう思うと後ろめたい気分になったが、あこは意を決して口を開いた。

「わたし、思い出したの。全部」

　その言葉に、小一郎の表情が固まってゆくのがわかった。

「わたしは昔、京で──伏見で暮らしていたのね」

　城門まで見送りに出たのは、これを伝えるためだ。

　五月に戻ってから見た白昼夢、それを直継に話すと、符ふ合ごうすることがあまりに多かった。

　直継が伏見で式神だと思っていたもうひとりの自分。

　式神には違いなかったが、自身の髪かみを使われたことで魂たましいが引き寄せられた、もしくは、式神が本体である自分の元に戻もどる際に記き憶おくも持っていったのだろうという話だった。

　ただの夢ではなかった。結ゆわった紐ひもがあこの手の中にあったのがその証あかしだ。

　ならばきっと、伏見で思い出した記憶は自分の本当の過去なのだろう──

　小一郎はなにも言わない。だが、食い入るように見つめる目が、あこの言葉を肯こう定ていしていた。

　豊臣と徳川の狭はざ間まで、居場所がなかった自分。

　母は羽柴の娘として京に残り、父は徳川の都の江戸に行く。

　では、その間にいる自分はどうなってしまうのだろう？

　──いらない自分は、旅先で捨てられるものだと思っていた。

　両親はなにも言わなかったけれど、だから母はあんなに悲しそうな目で自分を見るのだと、それが現実となる日が怖こわくて、自分はひとり、伊い勢せの旅籠はたごから逃にげ出した──

　京での記憶をなくしたのはそのときだ。

「小一郎はずっと一いつ緒しよにいてくれたのに、わたしが先に背を向けたのね」

　怖いことから逃げ出す癖くせは、昔からだった。

　京で過ごした日々を記憶の底に沈しずめる──先に心を閉とざしたのは自分だ。

　京で小一郎がどれだけ側にいてくれたか、江戸に着いてからも過去を封ふうじてしまった自分をどれだけ気き遣づかっていてくれたか。

　けれども自分は現実からひとり逃げだした。記憶から閉め出された小一郎が、それ以上踏ふみ入ってこられなかったのも無理はない。

　そのすれ違いが積み重なって、現在いまにつながっている。

「──ごめんなさい」

　あこは頭を下げる。下げたまま、相手の言葉を待つ。

　小一郎にしてみれば、今までの偽りを突つきつけられた形だ。

　小一郎は呼吸ふたつおいて、ほうと大きく息をついた。──安あん堵どの息だった。

「……なにを謝ることがある」

　小一郎は穏やかな声でそう言うと、あこの肩かたに手を置いた。

「おまえは乗り越こえたんだ」

　しかしあこは顔を上げられなかった。

「ごめんなさい……」

　今までなにも気づかなくて。

　気づこうともしないで、甘えるばっかりで。

　──そして、気持ちを受け入れることができなくて。

　うつむいたまま、涙なみだがまつ毛からそのまま地に落ちた。

「……俺のために泣いてくれるのか」

　小一郎の声は震ふるえている気がした。

　小一郎はそう言うが、小一郎が自分のために砕くだいてくれた心はこれの比ではない。

　その大きな身体からだを盾たてにして、何度も自分を守ってくれた。

　宗二に斬きられたときの、意識が落ちる前に見せた穏やかな顔。

　きっと、ずっと小一郎は、命を賭とす覚かく悟ごで側にいてくれたのだ。

　小一郎は顔をあげない自分に、頭の上にそっと手を置いた。

「俺は、今までこうして、ここまでおまえと過ごせて幸せだったよ」

　もう小一郎との間に、心を遮さえぎる壁かべはない。

　ひとつひとつの言葉がまっすぐに心に入ってきて、あこはしゃくりあげながら、何度もうなずいた。

　小一郎は優やさしく頭をなでていたが、やがてその頭を手のひらで支えると、そっと抱だき寄せた。

「──幸せになれ、あこ」

　耳元に落ちる言葉。

　それは、崖がけから落ちたあの晩、神社でささやかれた言葉だった。

　名前で呼んでと言った自分に、小一郎がくれた言葉。

　──幸せになれ、あこ。

　半月前の自分は、小一郎の気持ちも、その言葉に込められた意味もなにも知らなかった。

　あのとき、ありがとうと自分は言った。

　ありがとう。その言葉より先に言うべきことがあったのに。

　その声の優しさに、抱かかえていた想おもいに、気づかなかった。

　あこが顔を上げると、優しい瞳ひとみがみつめていた。

「ここで幸せになれ。ここがおまえの新しい居場所だ」

　ありがとう──そう返す言葉は唇くちびるがふるえて音にならなかったが、小一郎は伝わったとばかりに目を細めると、身を離はなして背を向けた。

　また上洛するときにでも寄らせてもらう。

　小一郎はそう言った。けれどもこれが最後かもしれない。

　思い出の数だけ言いたいことがあるのに、想いばかりふくれあがって言葉にならない。

　去りゆく背。

　ずっとこの背を追っていて、いつか追い付くと思っていた。けれどもそれはいつも自分の前にあって、今もまた自分は駆かけ出せずにいる。

「──小一郎！　元気でね！」

　それだけなんとか言葉にすると、小一郎はわずかにふり返って、手を振ふり返してくれた。

　そしてまた背を向けると、すこし駆けて、先に行っていた皆みなと合流する。

　なにを話しているのか、小一郎は笑っていた。

　あの輪の中に自分の居場所はない。そう思うと、なんとなく置き去りにされた気がした。

　江戸からの一月足らずの道中、江州までなんて遠いのだろうと思っていた。

　けれど思い返せば短かった一月、そして自分の旅はここで終わりなのだと、今さらながらに気がついた。

（──そう、ここが旅の終着点）

　自分は置いてゆかれたわけではない。愛宕屋や敷しきに戻れば、しのもかやもいる。

（それに──）

　その面おも影かげを思い浮うかべながら山をふり返ると、城門の内側に人ひと影かげがあった。

　想像と寸すん分ぶん違たがわぬ姿に、幻まぼろしが姿を取って現れたのかと思った。

「右近殿……」

　いつからそこにいたのだろう。

　見送りからなかなか帰ってこないから、迎むかえに来てくれたのかもしれない。

　泣いているのが気き恥はずかしくて、あこが袖そでで涙をぬぐおうとすると、直継は城門の外へと出てきて、そのまま目元に当てていたあこの腕うでを取り、強ごう引いんに引き寄せた。

「右近殿!?」

「今日のところは許す──だが今後一いつ切さい、他ほかの男の前で泣くな」

　泣いていいのは私の前だけだ。

　そう言って抱きしめる腕の強さ。三ヶ月前とはあきらかに違ちがっていた。背せ丈たけも違う。

　直継は一いつ寸すんばかり伸のびたといっていたが、元の身長差と合わせるともう握にぎりこぶしひとつ分くらい差がついている。

（身みの丈たけだけじゃなくて……）

　肩かた幅はばも徐じよ々じよに大人に近づいているし、顔立ちだって、人外魔まき境ようぶりは相変わらずだが、一月半離れているうちに変わった。

　いつもより速く脈打つ自分に対して、頰ほおから伝わる直継の鼓こ動どうはやや緩ゆるやかだ。

　その温かさにずっと顔をうずめていたかったが、

　──もう大だい丈じよう夫ぶ。

　そう言おうと思って面おもてを上げると、不意をついて口づけられた。

　軽く唇をかすめただけ。だが、あこを襲おそった動どう揺ようははかりしれない。

「なっ……なんで!?」

「そなたが無防備に見上げるから」

　直継はさもあたり前のように告げる。

（見上げちゃ駄だ目めなの!?）

　だって身長差があるなら、見上げないと話ができない。だが、

「そなたは隙すきが多い。無防備すぎる。自覚しろ」

（無防備な人に無防備って言われた……!!）

　隙なら絶対に直継のほうが多い。たまたま城主に言い寄るような剛ごう気きな女によ人にんがいなかっただけで、直継が側近に囲まれる立場でなければ女の罠わなにあっさり引っかかっていたはずだ。

　しかし直継はあこの考えに気付いた様子もなく、また抱き寄せるとあこの髪かみを撫なでていた。

　その指は優しくて、心ここ地ちよい。大切にされているのがわかる。

　だが、先ほどの言葉といい、以前とはなにかが違う。なんというか──

「右近殿……なんか、わがままになった？」

　すると、直継はすぐさま切りかえした。

「許いい嫁なずけにわがままを言ってなにが悪い」

（開き直った……！）

　以前の直継からは考えられないことだ。この一月半の間に一体なにがあったのだろう。

「そなたは私の許嫁だ。そなたにしか言わぬ」

　──私の許嫁。

　揺ゆらぎなく告げられるその一言に、胸の奥から温かいものが満ちてくる。

（嬉うれしい、な）

　ここが居場所だと言われているようで、胸の奥が震ふるえる。

　直継と離れていたこの一月半、その間にあったことだって、またいつか聞けばいい。

　時間はこれからいくらでもあるのだから。

　直継はそんなあこの横髪を一ひと房ふさ取ると、露あらわになった耳元に唇を寄せて言葉を落とした。

「──篠ささ」

　その言葉に、全身が固まった。

　優しい声こわ音ね、触ふれた吐と息いき、それもあるがそれ以上に。
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「そっ、その名は呼ばないって……！」

　たしかに直継に教えた。けれども、似合わないから呼ばないと言っていたのに。

「ああ、ずっと呼びたくなかった。なよ竹の姫ひめのように、そなたもどこかに行くのではないかと思って。──しかしそなたは許嫁としてここに帰ってきた。だからその名も私のものだ」




　──篠ささ姫ひめ。




　それがあこのもうひとつの名だ。

　鳥居家家か紋もんの鳥とり居い笹ざさ。鳥居家の出である証あかしだと、父が授さずけてくれた。

　だが家のことを想おもうと、自分のもうひとつの出自が心の奥に影かげを落とす。

　負って生まれた運命さだめ──羽柴の名がいつか直継の障さわりになるのではないだろうかと。

　そのときまた自分は居場所を失うのではないかと──

「気にするな」

　あこの心を見み抜ぬいたように、直継が告げた。

　見上げると、木こ漏もれ日びの下で、真しん摯しな、それでいて優やさしい瞳ひとみが見下ろしている。

「私はずっとそなたの側にいる。──これからの長い時と間きを、共に生きてゆこう」

　乱世は終わったとはいえ、これからの世がどうなるかわからない。

　──けれどきっと大丈夫。この人となら共に生きてゆける。

　あこは上目づかいに、直継の様子を探さぐる。

（──でもほら、やっぱり隙ばっかり）

　言葉でなくともいい。伝わるぬくもりがあるならば。

　あこはすこし背せ伸のびをすると、このぬくもりがずっと側にあることを祈いのりながら、そっと唇くちびるをかさねた。


〈了〉









　あとがき




　こんにちは、九月文です。本巻は１巻から続いた時とき渡わたりの「謎なぞ解とき編」です。

　以後、ネタばれを含ふくみますので未読の方はご用心を。

　……いやー長かったです。本作は投とう稿こう作でしたので、投稿時は１冊分で完結していました。ですが紆う余よ曲きよく折せつあって時渡りの絡から繰くりが変へん更こうとなり、道中の気分は「彼女あこを求めて三千里、愛いとしの君は今いずこ」。無事五月五日に戻もどってくることができてほっとしています。

　時の感覚は人によって違ちがうと聞きますが、あこが経てきた４巻分が直継視点だとたった１ページで驚おどろきました。１巻１章と本巻６章はともに慶けい長ちよう十年五月五日、時間軸じく的に一いつ致ちしますので、読み比べていただくと新たな発見があるかもしれません。

　さてクイズです。──そもそも〈時渡り〉が起きたのは誰だれのせい？

『１直継　２あこ　３斎　４直政　５采女　６主馬　７その他』……主馬の推測はひとつの可能性にすぎません。答えはお読みいただいた皆みな様さまそれぞれの心の中ということで。

　今回初お目め見みえの斎ですが、実は１巻序章からいました。正体が正体なので、光だったり水だったり神社だったりと時々で姿が違いますが、すべてのシーンに座ざ敷しきわらしよろしく彼がちょこんといることを想像していただければ、よりご理解いただけるかと思われます。

　ここですこし、本作の登場人物の裏話をば（かなりマニアックです）。

□石いし田だ治じ部ぶの少しよう輔ゆう三みつ成なり

　彼の戒かい名みよう「江こう東とう院いん」は「題だい烏う江こう亭てい」にあやかったものだという説があります。

　題烏江亭というのは四字熟語「捲けん土ど重ちよう来らい」の語源になっている漢詩です。

　戒名で捲土重来……この世に蘇よみがえれということか？　と怨おん霊りようとして復活してもらいました。

　彼が１巻で采女を乗っ取るときにささやいていたのはこの詩うたです。

□大おお谷たに刑ぎよう部ぶの少しよう輔ゆう吉よし継つぐ

　彼の出身地には諸説ありまして、本作では「余よ呉ご説」を取らせてもらいました。余呉という地は琵び琶わ湖この北ほく端たん、佐さ和わ山やまと敦つる賀がを結ぶ途と中ちゆうにあります。

　余呉湖に伝わる羽は衣ごろも伝説から、彼の周りには領巾ひれがふよふよしていることになりました。

□嶋しま左さ近こん清きよ興おき

　彼は本当に関せきヶが原はらで亡なくなったのか？　という点に諸説ありまして、中には生き延びて竹ちく生ぶ島しま（斎の本ほん殿でん）に行っていたという説があります。「The Beans VOL.14」掲載の話に出てくる笛は、竹生島から信のぶ長ながが借りたという〈青葉の笛〉がモチーフになっています。

　──彼ら三人（従者も含め）、豊臣あるかぎり不滅だと思われます。

□鈴すず木きの主しゆ馬め正じよう重しげ辰たつ

　今後の鳥居家をつなぐキーパーソン。父の重しげ好よしは六月の事件で井伊家家老を辞した後、紆余曲折を経て水戸徳川家の家老となりました。主馬の子が跡あとを継つぎ、水み戸と黄門でおなじみ徳川光みつ圀くに時代に家老をやっています。この水戸で一緒に重臣だったのがもうひとりの鈴木さん、世に雑さい賀か孫まご一いちと知られる人で、鳥とり居い元もと忠ただを討うった人（の子孫）です。雑賀の鈴木家には元忠の遺品があったようで、鳥居家に返へん却きやくを申し出て、以来両家に交流ができたのだそうです。

□井い伊い兵ひよう部ぶの少しよう輔ゆう直なお政まさ

　１巻から出ているこの方の歌。最初に見たときは正直「どうしちゃったのこの人？」と思いました。歌は掛かけ言葉など技ぎ巧こうばりばりのものがすごいという認にん識しきだったので、あまりにひねりがないこれってどうなの？　と。しかしある日ぽんと閃ひらめいてこの話が生まれました。

　慶長六年三月十日の奉ほう納のう文は現存していまして、炎えん天てん下かの大坂城まで友人が取材に行ってきてくれました。他ほかにも主馬采女連署の書状とか、文ふみが一通残っているだけで妄もう想そうは尽つきません。

　実は私、高校時代は歴史が好きではありませんでした。苦手なんです暗記モノ。ですが進学して、ひとつひとつの事件が「点」ではなく「線」でつながってから、歴史は暗記モノではなくなりました。当時の人がなにを考えて、どのように時代が流れていったのか。そういう一いつ瞬しゆん一瞬を切り取って、自由に解釈できるのが小説の醍だい醐ご味みだと思います。

　関ヶ原から大坂の陣じんまでどのように時は流れ、豊臣は滅されたのか。井伊家の役割などに触ふれられませんでしたが、興味は尽きないのでまたどこかで機会があれば書きたいと思います。

　お墓の取材は同行を断られる率が高いのでひとりで回っているのですが、今回の高野山は友人が付き合ってくれました。井伊家の墓を確認してきたのですが、直継と直孝は奥ゆかしすぎて見つからず、日にち没ぼつタイムアタックでなんとか探し当てました。しかし夕暮れ時に苔こけむした墓はか石いしを調べまくる女二人ってどうなんでしょうね……炎天下の大坂城をはじめ、彦根城・佐和山城跡・二条城・伏ふし見み・伊い賀が・九度山とつき合ってくれた幸ゆき嬢じように感謝を。ありがとね。

　４巻のペーパーの件、お手紙ありがとうございました！　現時点で私の元に届いている方にお送りする予定です。お届けできるのはすっかり忘れられた頃ころかと思いますが御ご容よう赦しやのほどを。

　限定小冊子も応おう募ぼしたことを忘れられた頃のお届けになったようです。デート中に二人が話していた港は数年後、米まい原ばら港として完成します。現在の東海道新幹線米まい原ばら駅近辺だそうです。

　久織さま。４巻では妙みように目に付くあの方とかラブシーン等々見所満まん載さいでしたが、特に直継＆直孝兄弟の髪かみ！　それぞれしっとり＆さらさらのシャンプーのＣＭに出られると確信しました。

　担当さま。本巻を境に担当さまが交代となりました。新担当さまは愛らしい乙女おとめな方で、桃もも色の波動をばしばし受けて感化されつつあります。今後ともよろしくお願いします。

　そしてここまでお付き合いくださった皆様。本巻は時渡りの「完結巻」ですが「最終巻」ではないようです。今夏発売の「The Beans VOL.15」をはじめ、五月五日以降の話を書かせていただけるようですので、よろしければ今しばらく二人の恋こい路じにお付き合いくださいませ。

　最後の断章は、主馬にも解けなかった絡繰りです。目撃者がいない出来事なので、こっそり巻末に入れさせていただきました。これにて時渡りの謎は完結です。ありがとうございました。


九月　文　　









[image: 断章　慶長五年八月一日　暁に祈る]

　鳥とり居い彦ひこ右衛え門もんの尉じよう元もと忠ただは、一仕事を終えると、伏見城の広間にどさりと腰こしを下ろした。

　腰が落ちるように尻しりをついたのは疲ひ労ろうのためではない。片足が不自由で、膝ひざを曲げることができないためだ。

　この半月あまりの戦いくさで疲労は蓄ちく積せきされているが、そこまで落ちぶれてはいない。今でも槍やりを手に戦いに出ることもできる。

　だが、その戦も終わろうとしている。

　戦の幕を引くのは、伏見城を預かっていた己おのれ自身だ。

　障子は開け広げられているが、明けきらぬ夜よる闇やみの向こうに声はない。

　連日のように聞こえていた鬨ときの声も、刃やいばの金音も、戦せん況きようを報しらせる伝令の足音も、ない。

　今はすべてが終わり、自分たちのために与あたえられた時間だった。

　天そらは白みはじめていたが、まだ広間の様子がつぶさに見られる明るさではない。

　燭しよく台だいの灯あかりも絶え、立ちこめた血けつ臭しゆうだけが、広間の惨さん状じようを物語っていた。

　視界の届かぬこの広間には、云うん十人の軀むくろが倒たおれているはず。他室でも状じよう況きようはおなじだ。

　家康の不在を突ついて、佐和山に蟄ちつ居きよ中だった石いし田だ三成が挙兵し、伏見城を襲おそった。

　その半月あまりの日々を戦い抜ぬいた者たちは皆みな、共に戦った仲間に介かい錯しやくしてもらい、自害して果てた。

　介錯役を務めていた最後のひとりを斬きったのは元忠だ。

　それが伏見城を預かる者としての最後の務めだった。

　元忠は返り血を浴びた鎧よろいや具足を外す。

　それらはべっとりと血に濡ぬれて、その血はもはや敵のものとも味方のものとも判別できなかった。

　昨夜、甲こう賀かの忍しのびが三成方に内応して伏見城内に攻せめ入られ、元忠も槍を取って応戦していたが、兵力の差は埋うめようもなかった。

　──御み首しるしを頂ちよう戴だい仕つかまつります。

　力果てて立つことも適かなわず、しかし箱はこ壇だんに腰かけてなお槍を振ふるっていた。そんな元忠にそう告げたのは、雑さい賀か衆しゆうの頭目の一人、孫まご一いちという者だった。

　半月あまり城を守り抜いた自分たちに、最さい期ごの時間を与えてくれたのもその者だ。

　雑賀衆は忍しのびとおなじ、傭やとわれ者だ。甲賀の忍びに裏切らせたのもその者たちの工作やもしれない──そう思ったが、怒いかりはなかった。

　白みゆく空を前に、心は凪ないでいた。

　何度も見上げたことのある空だ。戦で夜を徹てつし、夜明けのこの時を何度も過ごした。

　そのとき傍かたわらでなびいていたのは鳥居家の家か紋もんの鳥居笹──そして葵あおいの御ご紋もんだ。

（──ようお仕えさせていただいた）

　いまは徳川家康と名乗り、昔は松まつ平だいら竹たけ千ち代よといった主君。

　幼少の頃ころから側そばにあるのがあたり前であったし、それ以外の道など考えるべくもなかった。

　共に国の行く末を思い、おなじ将来を夢に見た。

　徳川家による天下太平──それはもう目前だ。

　石田三成率いる豊臣の官かん吏り派を抑おさえれば、天下はもう見えている。

　自分はその結末を見届けられないが、それも瑣さ末まつなことだ。

　主はきっと成し遂げる。

　今いま川がわの人ひと質じちだった日々、今川義よし元もとが討うたれた隙すきに三み河かわに戻もどり、武たけ田だに脅おびやかされていた毎日、そして織田に親しむ時を経て、豊臣と天下の覇はを争った。

　主あるじは豊臣の飛ぶ鳥を落とす勢いに逆らわず、秀吉の妹を正室に享うけ入れて、豊臣に従った。

　家康の下もとにあった元忠も、その威い光こうに逆らうことはできなかった。

　秀吉の意により、嫡ちやく子し忠政に迎むかえた羽柴の娘むすめ。そして二人の間に生まれた娘──あこ。

　この最後の戦に臨のぞむ前、彼女の幻まぼろしを見た。

　日一日と仲間が減ってゆく中で、幻なら何度も見た。昨日までいた彼らに声をかけてしまうこともしばしばだった。彼らは魂たましいとなってもまだ戦おうとしていた。

　しかし、一族の者を見たのは彼女あこが初めてだ。

　一族の中でただひとり、彼女を幻に見たということは、よほど気にかかっていたのだろう。

　最後に見たのは正月だったか、そのときよりもずいぶん成長しているように思えた。

　年とし頃ごろの娘の成長は早い。嫁とつぎ先は決めたものの、嫁ぐのは幾いく春はるか先だと思っていたのに。

　元忠が伏見城代の任を預かるにあたって、主君に頼たのんだのは三つ。

　ひとつめは嫡子忠政の鳥居家相続のこと。

　ふたつめは忠政の正室のこと。正室は羽柴の女むすめだが、離り縁えんに及ばずとの許しを得た。

　そしてみっつめが、息むす子こ夫ふう婦ふに生まれた娘あこのこと──

　豊臣の世の下では、彼女は惣そう領りよう姫ひめとして婿むこを取って鳥居家を継つぐことになっていた。だが、徳川の世では羽柴の名は障さわりでしかない。

　出家という道も考えた。時代の狭はざ間まに生まれた彼女を、どうしても黄よ泉みへの共連れにはしたくなかった。

　だが主との話し合いの場に居合わせた井い伊い直なお政まさが、嫡子の正室に貰もらい受けたいと申し出た。

　直政の正室は主君の養女、その間に生まれた嫡子はまだ元服していないが、彼女とおない年だという。

　直政は年若い新参者ながら、主に対する忠誠は疑いようもない。主の覚えもめでたく、古参の臣を差し置いて最も高い禄ろくを得ている。

　井伊家ならば、羽柴の名に怯おびえることもなく、彼女はきっと幸せに暮らせることだろう。

　──思い出すのは伏見屋や敷しき、庭の片かた隅すみでうずくまって泣いていた彼女の姿だ。

　当時、彼女はまだ五つか六つか──生まれつき元気な娘で、目を盗ぬすんでは離はなれを抜け出し、屋敷中を走り回っていた。男児おのこならばどれだけ頼もしいことかとも思ったものだ。

　離れに住まっていても、彼女は鳥居家の惣領姫。そんな彼女に対して、侍じ女じよに無礼なふるまいがあったとは思わない。だが彼女は、この家の中で自分の居場所がないことに気付いていた。

　豊臣と徳川の軋あつ轢れきの狭間で、毎日の生活こそが彼女にとっての戦だった。

　豊臣の縁ゆかりという見えない敵との戦い。

　その日々の中で伏見から江戸に移ることとなり、張っていた心の糸が切れたのだろう。

　彼女はすべての記き憶おくを失った。それから数年経たつが、記憶は戻らないまま今に至っている。

　戻らなくともいいと思う。ままならぬ立場を思って泣いた過去など、忘れていい。

　徳川の御み世よで、鳥居家の娘として新たな場所で暮らせばいい。

　元忠は、朝焼けの空に、細く浮うかぶ月を見た。

　朔さくの月──十年前のおなじ日に、主の江戸入りに従い、馬上でおなじ月を見た。

　八はつ朔さく。江戸が開けた今日この日、自分は徳川の世の礎いしずえとなる。

　元忠は脇わき差ざしの鞘さやをしずかに払はらい、浅あさ葱ぎ色いろの衣ころもの上から腹に突きたて、真横に搔かき切った。

　流れ出る血とともに流れゆく意識。

　重く、冷たくなりゆく身が前に傾かしぐ。

　しかしそれとは裏腹に、元忠はなにかに導かれるかのように首をもたげた。

　稜りよう線せんの向こうにあったのは、一条の光──夜明けを告げる暁あかつきの光だった。

　八月朔日の夜明け──徳川の御世のはじまりの光だ。

　元忠は吸い寄せられるように光を見つめる。




　──未来あしたを託たくせし者たちよ。どうか、幸せであれ。

　自分は天の高みから、みなの幸せを見守っているから。




　もはや音にならない声は祈りとなって、魂こん魄ぱくとともに白き光の中に溶とけていった。
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